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《総務係》

■社会福祉協議会の運営

国分寺市社会福祉協議会の法人本部として、国分寺市戸倉４丁目の国分寺市立福祉センター

１階に事務所を設置しました。

第２７期理事１５名、監事２名による理事会を６回、評議員１６名で評議員会を２回開催し、

法人運営に伴う諸課題について協議しました。

また、理事会、評議員会に先立ち、正・副会長と常務理事による三役会を７回開催しました。

◇住 所 国分寺市戸倉４－１４ 福祉センター内

◇電 話 （０４２）３２４－８３１１ （０４２）３２４－８７２２

◇開 館 日 月曜日～金曜日（土・日・祝日・年末年始は閉館）

◇開館時間 午前 時～午後 時

◇第 期理事（１５名）、監事（ 名）

（任期：平成 年 月定例評議員会～平成 年 月定例評議員会）

◇第 期評議員（１６名）

（任期：平成 年 月 日～平成 年 月開催の定例評議員会）

※巻末参考資料の「理事・監事」「評議員」名簿をご参照ください。

１．「三役会」の開催 

会長、副会長、常務理事による「三役会」を開催し、理事会や評議員会の議案調整や緊急課題

について協議しました。

回 開催日程・会場 主 な 内 容 

平成 年

月３日（火）

「平成 年度会員会費増強運動」、「平成 年度歳末たすけあい運

動」、「法人化 周年事業」関係、「平成 年度第 回理事会」の

議案について協議。。

２
平成 年

６月１日（金）

平成 年度事業報告（案）、社会福祉事業区分決算報告（案）、収益

事業区分決算報告（案）、財産目録（案）、貸借対照表（案）、平成

年度第 回社会福祉事業区分補正予算（案）、「法人化 周年記念事

業」、平成 年度第 回評議員会招集事項について協議。

３
平成 年

９月３日（月）

平成 年度区市町村社協会長役員研究協、平成 年度国分寺市敬

老会、「臨時職員就業規則」の一部改正、「職員永年勤続厚生計画実施

要綱」の設置、平成 年度役員研修について協議。

４
平成 年

月 日（木）

平成 年度予算、「平成 年度役員研修」、「平成 年度第 回理

事会」、「平成 年度第 回評議員会」について協議。

５
平成 年

月 日（火）

「正規職員就業規則」一部改正、「平成 年度第 回理事会」の日

程変更、「平成 年度ここねっと広場」、「平成 年度予算」、「平成

年度会議日程」、「平成 年東社協賀詞交歓会」、「平成 年度役

員研修」、全社協「福祉救援活動資金援助制度」拠金について協議。
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６
平成 年

月 日（木）

「経理規程」一部改正、「協力員」委嘱、「平成 年度新規事業」、「平

成 年度予算」、ふくし平成 年度契約、「平成 年度第 回理

事会」議案、「平成 年度役員研修」、「国分寺市社会福祉法人施設等

連絡会」について協議。

７
平成 年

２月 日（木）

就業規則の一部改正、平成 年度第２回社会福祉事業区分補正予算

（案）、平成 年度第 回収益事業区分補正予算（案）、平成 年

度事業計画（案）、平成 年度社会福祉事業区分予算（案）、平成

年度収益事業区分予算（案）、「平成 年度第 回理事会」議案、「平

成 年度第 回評議員会」議案、第 期理事・監事の選任、平成

年度事務局体制について協議。

 

２．「理事会」の開催 

理事１５名と監事２名で構成する理事会を 回開催し、予算、補正予算ならびに事業計画等、

重要案件について審議しました。

回 開催日程・会場 主 な 内 容 出席者数 

平成 年

月 日（木）

福祉センター

副会長の選任、「会員および会費に関する規程」の一部

改正、「平成 年度会員会費増強運動」、「平成 年

度歳末たすけあい運動」「法人化 周年」関係につい

て審議。国分寺市ならびに東社協の人事異動等報告。

理事： 名

監事： ０名

平成 年

月８日（金）

福祉センター

平成 度事業報告（案）、平成 年度社会福祉事業

区分決算報告（案）、平成 年度収益事業区分決算報

告（案）、平成 年度財産目録（案）、平成 年度貸

借対照表（案）、平成 年度第 回地域福祉活動推進

事業拠点区分補正予算（案）、平成 年度第 回評議

員会招集事項の決定、「法人化 周年記念事業」につ

いて審議。「平成 年度監査報告」等報告。

理事： 名

監事： ０名

平成 年

９月 日（木）

福祉センター

「協力員」委嘱、「正規職員就業規則」一部改正、「嘱託

職員就業規則」一部改正、「臨時職員設置要綱」一部改

正、「職員永年勤続厚生計画実施要綱」設置について審

議。「法人化 周年記念式典」開催報告、「大阪北部地

震・平成 年 月豪雨災害」への対応等報告。

理事： 名

監事： 名

４

平成 年

月 日（木）

福祉センター

「平成 年度第 回評議員会」中止、「平成 年度

ここねっと広場」開催等審議。「平成 年度上半期会

長・常務理事職務執行状況報告」、「平成 年度上半期

監査報告」、「平成 年度 月豪雨災害」派遣報告、「平

成 年度歳末たすけあい地域福祉活動募金」等報告。

理事： 名

監事： 名

５

平成 年

月 日（木）

福祉センター

平成 年度歳末たすけあい地域福祉活動募金翌年度使

用分、平成 年度新規事業、「協力員」の委嘱、「経理

規程」一部改正、全社協「福祉救援活動資金援助制度」

理事： 名

監事： 名
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拠金、「就業規則」一部改正、「平成 年度三市社協連

絡会」、「平成 年度社協役員研修」、「国分寺市社会福

祉法人施設等連絡会」について審議。

６

平成 年

月 日（金）

福祉センター

平成 年度第２回社会福祉事業区分補正予算（案）、

平成 年度第 回収益事業区分補正予算（案）、平成

年度事業計画（案）、平成 年度社会福祉事業区分

予算（案）、平成 年度収益事業区分予算（案）、「第

回評議員会」議案、第 期理事の補選、就業規則の一

部改正、平成 年度事務局体制について審議。第

期理事、監事の選任、平成 年度年間予定等報告。

理事： 名

監事： 名

 

３．「評議員会」の開催 

評議員 名による「評議員会」を２回開催し、予算・決算、事業計画・報告など重要案件

についてご審議いただきました。

回 開催日程・会場 主 な 内 容 出席者数 

平成 年

月 日（火）

福祉センター

平成 年度社会福祉事業区分決算報告（案）、平成

年度収益事業区分決算報告（案）、平成 年度財産目

録（案）、平成 年度貸借対照表（案）、平成 年度

第 回地域福祉活動推進事業拠点区分補正予算（案）に

ついて審議。平成 度事業報告（案）、平成 年度

監査報告等について報告。

名

２

平成 年

３月 日（火）

福祉センター

「社協運営基金」の一部取り崩し、「福祉の施設創生積

立基金」の一部取り崩し、平成 年度第２回社会福祉

事業区分補正予算（案）、平成 年度第 回収益事業

区分補正予算（案）、平成 年度事業計画（案）、平成

年度社会福祉事業区分予算（案）、平成 年度収益

事業区分予算（案）、第 期理事の補選について審議。

平成 年度年間予定、事務局体制等について報告。

名

 

４．「評議員選任・解任委員会」の設置 

監事１名、外部委員 名、職員 名の計 名で委員構成する「評議員選任・解任委員会」を

設置しました。任期：平成 年 月 日～平成 年 月の決算評議員会。

《評議員選任・解任委員会 委員名簿》                   （敬称略） 

氏  名 選 出 区 分 備 考 

森田 林三 国分寺市社会福祉協議会 監事

関田 實 外部委員

峯岸 桂一 外部委員

牛田 純一 国分寺市社会福祉協議会 事務局次長

前田 住榮 〃 総務係長
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５．会計・業務監査の実施 

監事 名による会計・業務監査を実施しました。

 実 施 日 監 査 内 容 

平成 年度

下半期監査
平成 年 月 日（月）

平成 年度下半期の社会福祉事業区分、収

益事業区分、貸借対照表、財産目録等ならび

に社会福祉事業及び収益事業等の業務につい

て監査。

平成 年度

上半期監査
平成 年 月 日（火）

平成 年度上半期の社会福祉事業区分、収

益事業区分、貸借対照表、財産目録等ならび

に社会福祉事業及び収益事業等の業務につい

て監査。

６．「社会福祉法人指導検査」の実施 

国分寺市による社会福祉法第 条に基づく法人指導検査を受けました。社会福祉法の改正後

初の指導検査ということで、理事、監事、評議員の選任に関することや理事会、評議員会の会

議運営に関することについて、ご指摘をいただきました。

検査日時 平成 年 月 日（木）午前 時 分～午後 時

検査対象 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会

検査担当 国分寺市健康部地域共生推進課

７．税務顧問の設置 

本会の税務全般に関するアドバイザーとして、宮内会計事務所と業務委託契約を結びました。

８．内部会議等の開催 

事務局業務の効率化を図るために、係長会議ならびに担当ごとに職員会議を随時開催しました。

□社会福祉の調査・研究・企画 
１．社会福祉の調査研究 

全国社会福祉協議会や東京都社会福祉協議会、関係機関等による会議等へ役・職員が参加し、

社会福祉の調査研究を行いました。

（１）「平成 30年度区市町村社協会長・役員・事務局長研究協議会」 

今回は、「東京らしい地域共生社会づくり」をテーマに東社協主催の研究協議会が開催され、

本会役・職員が参加しました。

日 程 平成 年 月 日（金）１３時３０分～１６時３０分

会 場 中野サンプラザ コスモルーム

主 催 社会福祉法人 東京都社会福祉協議会

テーマ 「東京らしい地域共生社会づくり」

～地域福祉コーディネーターの意義と働き～

拠金、「就業規則」一部改正、「平成 年度三市社協連

絡会」、「平成 年度社協役員研修」、「国分寺市社会福

祉法人施設等連絡会」について審議。

６

平成 年

月 日（金）

福祉センター

平成 年度第２回社会福祉事業区分補正予算（案）、

平成 年度第 回収益事業区分補正予算（案）、平成

年度事業計画（案）、平成 年度社会福祉事業区分

予算（案）、平成 年度収益事業区分予算（案）、「第

回評議員会」議案、第 期理事の補選、就業規則の一

部改正、平成 年度事務局体制について審議。第
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（２）「平成 30年度国分寺市民生委員・児童委員協議会管外研修」 

日 程 平成 年 月 日（金）

主 催 国分寺市民生委員・児童委員協議会

視察先 「社会福祉法人聖音会 鎌倉児童ホーム」

参 加 本会職員 名

（３）「平成 30年度第 12 回全国校区小地域福祉活動サミット」 

豊中市で「全国小地域福祉活動サミット」が開催され、全国から 人の参加者ととも

に本会職員が参加しました。

日 程 平成 年 月 日（土）

会 場 豊中市民芸術文化ホール 他

テーマ 「みんなで語ろう！住民主体の地域福祉活動の醍醐味」

～ひとりぼっちをつくらない～

主 催 豊中市、大阪府社会福祉協議会、豊中市社会福祉協議会 他

後 援 全国社会福祉協議会

（４）「平成 30年度経営協セミナー」 

東社協主催で「人材確保」「広報戦略」「ＷＥＢ経営診断」キーワードに「経営協セミナー」が

開催され、北原会長、二階堂理事、市瀬理事の３名が参加しました。

日 時 平成 年 月 日（金） 時～ 時 分

会 場 中野サンプラザ 階 コスモルーム

主 催 東京都社会福祉協議会 社会福祉法人経営者協議会

後 援 全国社会福祉協議会。社会福祉施設協議会連絡会

２．「東京都地域公益活動推進協議会」への参加 

社会福祉法の改正に伴う社会福祉法人の連携に向けて、平成 年 月に東京都内の社会福祉

法人による「東京都地域公益活動推進協議会」が結成され、本会も参加しています。

（１）「地域公益活動推進のための地域ネットワークに関する区市町村社協情報交換会」 

東社協主催による地域公益活動関連の区市町村社協を対象にした情報交換会に、職員が出席し、

都内の先進事例について情報共有しました。

《第 回》

日 程 平成 年 月 日（水）１３：３０～１７：００

会 場 飯田橋セントラルプラザ

《第２回》

日 程 平成 年 月 日（水）１３：３０～１７：００

会 場 飯田橋セントラルプラザ

（２）「地域福祉の推進に向けたシンポジウム」 

東京都主催によるシンポジウムに職員が出席し、都内の地域共生社会推進に取り組む先進事例

について情報共有しました。

日 程 平成 年 月 日（金） １４：３０～１７：００

会 場 都議会議事堂 都民ホール
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会 場 小平市福祉会館 第 集会室

内 容 ①講演「地域福祉推進に関する提言２０１８について」

講師 川井誉久氏（東社協地域福祉部長）

②情報交換・交流会

出 席 北原会長、星野名誉会長、熊谷常務理事、市瀬理事、飯沼理事、古橋理事、

牛田事務局次長、加藤主任

（５）その他、関係機関・団体の委員会等への派遣 

上記以外にも、関係機関・団体の委員会等へ、本会役員・職員を派遣しました。

※８４ページをご参照ください。

□普及宣伝 

１．「国分寺市社会福祉協議会法人化 50周年・民生委員制度創設 100周年記念式典」 
本会は、平成 年度に法人化５０周年を迎え、国分寺市と国分寺市民生委員・児童委員協

議会と共催で開催しました。第 部は式典として、長年国分寺の地域福祉推進にご尽力いた

だいた方々への感謝状の贈呈を行いました。第 部は国分寺市内在住のオペラ歌手村越大春

氏、村越敦子氏のお二人によるリサイタルを開催しました。

日 程 平成 年７月 日（日）

会 場 国分寺市立いずみホール

共 催 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会

国分寺市民生委員・児童委員協議会

国分寺市

第１部 式典

表彰・感謝状授与

法人化 周年記念マスコットキャラクター「ふくすけ」発表

第２部 記念リサイタル

テノール村越大春氏、ソプラノ村越敦子氏、ピアノ鈴村真貴子氏

国分寺市民生委員・児童委員協議会 合唱団 ル・リヤン

 

表彰状・感謝状贈呈者 

＜表 彰＞ 

○会員会費（事業所・団体会員） 

社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会たましろの郷様、ツクイ恋ヶ窪様 

○会員会費（個人特別会員） 

小林 吾郎様 

○高額寄付者（年間５万円以上） 

国分寺コンサートプロジェクト「響」様、平塚 愛子様、国分寺女声合唱団コーロ・ 

アマービレ様、東京国分寺ライオンズクラブ様  
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○地域福祉活動功労者 

 国分寺市軟式野球連盟少年の部様 

○登録団体・サロン 
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会様 
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アマネシ酒店様 

○ボランティアステーション：募金箱 

社会福祉法人 普門会 にしき苑様、特定非営利活動法人 暖家様 

公益財団法人 鉄道総合技術研究所様 

○ボランティアステーション：自動販売機設置協力店 

有限会社 アワーズ様 

○高齢者見守り訪問事業 見守りサポーター 

 井下 幸枝様、内田 敏子様、後藤 紀代子様、菅本 進一様、須田 正子様、髙嶋 宏一様、 

福田 文雄様、三船 八惠子様、宮前 敏彦様、守安 なみ江様、山崎 純代様 

○国分寺市ファミリー・サポート・センター 援助会員 

 山川 海子様、小寺 トヨ子様、庭田 久仁子様、佐々木 信子様、藤野 真寿美様、 
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＜感 謝＞ 
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＜特別表彰＞ 

○会員会費（福祉特別功労会員） 

 有限会社 英様、株式会社 丸福商事様、オザキエンタープライズ株式会社様、 

一般社団法人 国分寺市医師会様、社団法人 東京都国分寺市歯科医師会様、東栄会 地蔵

尊様 

○会員会費（事業所・団体会員） 

東京国分寺ロータリークラブ様、東京武蔵国分寺ロータリークラブ様、東京国分寺ライ 

オンズクラブ様、東元町商店会様、株式会社 コモダ印刷様、特定非営利活動法人 あお 

ぞら様、有限会社 ヤマコオ様、株式会社 日吉興業様、株式会社 かめや不動産様、 

下地税務会計事務所様、株式会社 内野工務店様、一般財団法人 国分寺市健康福祉サー 

ビス協会様、社会福祉法人 にんじんの会様、有限会社 やしの木様、社会福祉法人 は 

らからの家福祉会様、東京むさし農業協同組合 国分寺支店様、株式会社 みずほ銀行 

国分寺支店様、社会福祉法人 けやきの杜様、読売センター国分寺様、宗教法人 國分寺 

様、社会福祉法人 万葉の里様、タツミ建設株式会社様、社会福祉法人 ななえの里様、 

有限会社 井口葬儀店様、有限会社 東陽堂印房様、北多摩東地区保護司会国分寺分区様、 

特定非営利活動法人 暖家様、医療法人社団 緑杉会様 

○高額寄付者 

公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会 国分寺国立支部様、JA 東京むさし国分寺産

直会様、公益財団法人 鉄道総合技術研究所様、国際ソロプチミスト国分寺様、国際文化

理容美容専門学校 国分寺校様、国分寺いきがいの会様、国分寺稲門会様、国分寺駅南口

商店会様、国分寺市明るい社会をつくる会様、国分寺市寿奉仕団様、国分寺市民謡連盟

様、手工芸編物連盟様、スイートピー  花園  歌子様、多摩友の会 国立方面様、東京土

建一般労働組合小金井国分寺支部様、日本キリスト教団 国分寺教会様、みんなで歌う会 

歌は虹の架け橋様、ルネサスグループ労働組合連合会 武蔵地区支部様 

○高齢者はり・灸・マッサージ治療院（社協事業協力） 

 東京都鍼・灸・マッサージ師会 多摩中央支部国分寺地区代表 清水治療所様、 

一般法人東京都師会 代表国分寺本町治療院様 

○ふくし体験プログラム協力者 

 手話サークル国分寺様、国分寺市聴覚障害者協会様、点字あゆみ会様、大畠 良則様、 

田村 繁様 

○車いす整備ボランティア 

 奥野 達郎様、多田 保之様、村田 正晴様、山根 泰宇様 

○理事・監事（3期 6 年以上） 

 星野 亮雅様、内野 孝治様、那知上 亨様、堀内 直様、野口 進様、山田 槇子様、 

近藤 裕様、鈴木 健様、森田 林三様、髙木 智匡様、市瀬 寿子様、尾又 弘一様、 

小泉 清様、和地 明男様、二階堂 寛様、北原 輝久様、熊谷 淳様 

○評議員（10年以上） 

阿部 司様、金子 政次様、小坂 公司様、田中 博子様、山田 弘様 
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○協力員（10年以上） 

朝倉 さく様、新井 衣子様、植田 虎生様、小久 花枝様、影山 昭夫様、笠原 三千代様、 

金子 健一様、川窪 稔様、小林 曉子様、小宮 静子様、小山 實様、齋藤 利一様、 

清水 武様、清水 弘様、鈴木 秀吉様、鈴木 四郎様、高橋 慶子様、田中 久美子様、 

内藤 利子様、逸見 昭夫様、星 和子様、松木 やす子様、三ツ木 静江様、森田 隆様、 

吉田 哲夫様 

○税務顧問（6年以上） 

宮内会計事務所様 

○権利擁護センターこくぶんじ運営委員（6年以上） 

伊達 俊二様、藤田 英親様、鈴木 奈加子様、星野 美子様 

○権利擁護センターこくぶんじ専門相談員 

 宮武 洋吉様、古川 健太郎様、増田 径子様 

○権利擁護センターこくぶんじ関係機関 

 公益社団法人 成年後見センター・リーガルサポート東京支部府中地区様 

○国分寺市ファミリー・サポート・センター援助会員講習会講師 

 永田 陽子様、佐々 加代子様 

○東京都共同募金会国分寺地区協力会（6年以上） 

本多 利光様、中村 榮志様、田中 征朗様、酒井 一成様、髙田 キヨ子様 

 

２．マスコットキャラクター「ふくすけ」の誕生 

本会の法人化 周年を記念して、新たなスタートを歩み出す本会が、さらに皆さんに親しみ

をもっていただけるように、「ふれあい」「支え合い」「国分寺」をイメージしたキャラクター

を一般公募しました。

応募総数 点の中から厳正なる審査の結果、第一次選考で 作品が選ばれました。

さらに、市民投票の結果をふまえた最終選考で「ふくすけ」をマスコットキャラクターとして

採用し、法人化 周年記念式典で発表しました。

＜ふくすけのプロフィール＞

【おたんじょう日】 月 日

【おなまえ】 ふくすけ（国分寺の花「サツキ」の妖精）

【キャラクターに込められた思い】

① みんなの幸せ（幸福
●

）のために地域でのたすけ
● ●

あいを

援します。

② 頭の笠は日本の昔話「笠地蔵（かさじぞう）」のような、

やさしさがみんなに伝わるようにという願いが込めら

れています。

【せいかく】

やさしくておだやか だけど・・・ちょっとおせっかい。

【すきな食べ物】

国分寺でとれた野菜（こくベジ）。はちみつ大好き！

【と く ぎ】みんなに幸せをふりまくこと

＜特別表彰＞ 

○会員会費（福祉特別功労会員） 

 有限会社 英様、株式会社 丸福商事様、オザキエンタープライズ株式会社様、 

一般社団法人 国分寺市医師会様、社団法人 東京都国分寺市歯科医師会様、東栄会 地蔵

尊様 

○会員会費（事業所・団体会員） 

東京国分寺ロータリークラブ様、東京武蔵国分寺ロータリークラブ様、東京国分寺ライ 

オンズクラブ様、東元町商店会様、株式会社 コモダ印刷様、特定非営利活動法人 あお 

ぞら様、有限会社 ヤマコオ様、株式会社 日吉興業様、株式会社 かめや不動産様、 

下地税務会計事務所様、株式会社 内野工務店様、一般財団法人 国分寺市健康福祉サー 

ビス協会様、社会福祉法人 にんじんの会様、有限会社 やしの木様、社会福祉法人 は 

らからの家福祉会様、東京むさし農業協同組合 国分寺支店様、株式会社 みずほ銀行 

国分寺支店様、社会福祉法人 けやきの杜様、読売センター国分寺様、宗教法人 國分寺 

様、社会福祉法人 万葉の里様、タツミ建設株式会社様、社会福祉法人 ななえの里様、 

有限会社 井口葬儀店様、有限会社 東陽堂印房様、北多摩東地区保護司会国分寺分区様、 

特定非営利活動法人 暖家様、医療法人社団 緑杉会様 

○高額寄付者 

公益社団法人 東京都宅地建物取引業協会 国分寺国立支部様、JA 東京むさし国分寺産

直会様、公益財団法人 鉄道総合技術研究所様、国際ソロプチミスト国分寺様、国際文化

理容美容専門学校 国分寺校様、国分寺いきがいの会様、国分寺稲門会様、国分寺駅南口

商店会様、国分寺市明るい社会をつくる会様、国分寺市寿奉仕団様、国分寺市民謡連盟

様、手工芸編物連盟様、スイートピー  花園  歌子様、多摩友の会 国立方面様、東京土

建一般労働組合小金井国分寺支部様、日本キリスト教団 国分寺教会様、みんなで歌う会 

歌は虹の架け橋様、ルネサスグループ労働組合連合会 武蔵地区支部様 

○高齢者はり・灸・マッサージ治療院（社協事業協力） 

 東京都鍼・灸・マッサージ師会 多摩中央支部国分寺地区代表 清水治療所様、 

一般法人東京都師会 代表国分寺本町治療院様 

○ふくし体験プログラム協力者 

 手話サークル国分寺様、国分寺市聴覚障害者協会様、点字あゆみ会様、大畠 良則様、 

田村 繁様 

○車いす整備ボランティア 

 奥野 達郎様、多田 保之様、村田 正晴様、山根 泰宇様 

○理事・監事（3期 6 年以上） 

 星野 亮雅様、内野 孝治様、那知上 亨様、堀内 直様、野口 進様、山田 槇子様、 

近藤 裕様、鈴木 健様、森田 林三様、髙木 智匡様、市瀬 寿子様、尾又 弘一様、 

小泉 清様、和地 明男様、二階堂 寛様、北原 輝久様、熊谷 淳様 

○評議員（10年以上） 

阿部 司様、金子 政次様、小坂 公司様、田中 博子様、山田 弘様 
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３．国分寺市社会福祉だより「ふくし」の発行 

本会の事業計画・報告、予算・決算や国分寺市内外の福祉情報等を市民の皆さんや関係機関に

提供する広報紙として、社会福祉だより「ふくし」を年 回発行し（ ページ分は「ボランテ

ィア活動センター こくぶんじだより」として発行）、市内全世帯と関係機関や団体等へ配布し

ました。また、経費削減のため有料広告を掲載しました。

発行回数 年 回（ 月、 月、 月、 月 各 日発行）・発行部数 部

有料広告掲載企業 ＮＰＯ法人オアシスらんど、中央堂、東京都福祉人材センター多摩支所

配布業者 一般社団法人 国分寺市シルバー人材センター、社会福祉法人 けやきの杜

※ ～ 号はタブロイド版 ページ、 号はタブロイド版 ページ

【平成３０年度「ふくし」発行概要および有料広告一覧】 

号数 発行日 内    容 

５月 日

「社協法人化 周年・民生委員制度創設 周年記念式典」、平成

年度事業計画・予算、社協会員会費、受験生チャレンジ支援貸付、

「 夏体験ボランティア」告知、「赤い羽根共同募金」地域配分、

「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」配分、国分寺の未来を考えるシ

ンポジウム等報告

月 日

平成 年度決算・事業報告、社協災害時の取り組み、「平成 年度

赤い羽根共同募金」ご協力のお願い、平成 年度第 回援助会員講習

会受講者募集、はり・灸・マッサージ治療券、赤い羽根共同募金運動地

域配分（Ｂ配分）募集等告知、「社協 周年・民生委員制度創設

周年記念式典」、社協マスコットキャラクター等報告

月 日

ここねっと広場、「平成 年度歳末たすけあい・地域福祉活動募金」

ご協力のお願い、生活福祉資金貸付制度、国分寺の未来を考えるシンポ

ジウム、フードドライブ、ここねっと居場所づくり、等告知。会員会費、

「自立生活サポートセンターこくぶんじ」「ファミリー・サポート・セ

ンター」事業紹介等報告

月 日

災害時のどうなる？どうする？を中学生とともに考える（国分寺の未来

を考えるシンポジウム）、平成 年度成年後見制度講演会、ファミリ

ー・サポート・センター講演会、平成 年度ここねっと推進助成事業

（前期分）、平成 年度ボランティア保険、行事保険受付等告知。

赤い羽根共同募金、歳末たすけあい地域福祉活動募金、寄附金等報告。

３．福祉情報システム（ホームページ）の運営 

本会の事業案内や市内外の福祉情報等を提供のため、ホームページの運営を行いました。

国分寺市社会福祉協議会

ボランティア活動センターこくぶんじ
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４．「自治会・町内会連絡会」の開催 

国分寺市市民生活部協働コミュニティ課と共催で、「自治会・町内会連絡会」を年３回開催し

ました。会員会費や歳末たすけあい運動、ここねっと等の協力依頼のほか、本会事業の情報提

供を行いました。また、自治会の運営等の先進的な取り組みや課題等の情報交換を行いました。

回 日 程 会 場 情報提供・情報交換 

月 日（木） 国分寺市立福祉センター グループ（地域別）ごとに、自己紹介と

情報交換。月 日（土） 国分寺労政会館

月 日（木） 国分寺市立福祉センター 地域包括支援センターからの情報提供と

グループに分かれて質疑応答月 日（土） 国分寺労政会館

平成 年

月 日（土）
プラザ

リオンホール

・自治会・町内会の活動事例紹介

・社協の被災地支援報告

（愛媛コミュニティ支援プログラム報告）

５．市内事業への共催・後援等の協力 

国分寺市内の関係団体等が開催するイベントに対し、共催や後援等の協力を行いました。

日  程 団 体 名 名   称 

平成３０年４月７日 ぶんじ花まつり実行委員会 第 回ぶんじ花まつり

平成３０年

月１４日～１５日

第 ５回万葉花まつり

実行委員会
第 ５回万葉花まつり

平成 年 月 日

社会福祉法人

東京都聴覚障害者福祉事業協会

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業 クラブかたつむり

しゅわしゅわかたつむり祭

平成 年 月２日 東京国分寺ライオンズクラブ
第 回成人病（生活習慣病）

予防講演会

平成 年 月 日
東京土建一般労働組合

小金井国分寺支部
全建総連・第 回住宅デー

平成３０年 月 日・

月１６日・ 月 日

弁護士法人

多摩パブリック法律事務所
創立 周年記念無料法律相談会

平成 年 月 日 車いすテニスの会
「ハッピー車いすテニス 国分寺」

ﾌｧﾐﾘｰｷｯｽﾞ車いすテニス講習会

平成 年 月 日 国分寺稲門会 国分寺寄席

平成 年 月 日 特定非営利活動法人 すまいる
講演会

｢健康で長生きするための予想医学｣

平成 年 月 日 国分寺青年会議所 ×

平成 年 月 日 国分寺市と共催 平成 年度 国分寺市敬老会

平成 年 月 日 国分寺難病の会 「笑いと歌の会」

平成 年 月 日
特定非営利活動法人

国分寺市手をつなぐ親の会

「障がい者支援のしくみを活かし

て豊かな人生を！」

３．国分寺市社会福祉だより「ふくし」の発行 

本会の事業計画・報告、予算・決算や国分寺市内外の福祉情報等を市民の皆さんや関係機関に

提供する広報紙として、社会福祉だより「ふくし」を年 回発行し（ ページ分は「ボランテ

ィア活動センター こくぶんじだより」として発行）、市内全世帯と関係機関や団体等へ配布し

ました。また、経費削減のため有料広告を掲載しました。

発行回数 年 回（ 月、 月、 月、 月 各 日発行）・発行部数 部

有料広告掲載企業 ＮＰＯ法人オアシスらんど、中央堂、東京都福祉人材センター多摩支所

配布業者 一般社団法人 国分寺市シルバー人材センター、社会福祉法人 けやきの杜

※ ～ 号はタブロイド版 ページ、 号はタブロイド版 ページ

【平成３０年度「ふくし」発行概要および有料広告一覧】 

号数 発行日 内    容 

５月 日

「社協法人化 周年・民生委員制度創設 周年記念式典」、平成

年度事業計画・予算、社協会員会費、受験生チャレンジ支援貸付、

「 夏体験ボランティア」告知、「赤い羽根共同募金」地域配分、

「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」配分、国分寺の未来を考えるシ

ンポジウム等報告

月 日

平成 年度決算・事業報告、社協災害時の取り組み、「平成 年度

赤い羽根共同募金」ご協力のお願い、平成 年度第 回援助会員講習

会受講者募集、はり・灸・マッサージ治療券、赤い羽根共同募金運動地

域配分（Ｂ配分）募集等告知、「社協 周年・民生委員制度創設

周年記念式典」、社協マスコットキャラクター等報告

月 日

ここねっと広場、「平成 年度歳末たすけあい・地域福祉活動募金」

ご協力のお願い、生活福祉資金貸付制度、国分寺の未来を考えるシンポ

ジウム、フードドライブ、ここねっと居場所づくり、等告知。会員会費、

「自立生活サポートセンターこくぶんじ」「ファミリー・サポート・セ

ンター」事業紹介等報告

月 日

災害時のどうなる？どうする？を中学生とともに考える（国分寺の未来

を考えるシンポジウム）、平成 年度成年後見制度講演会、ファミリ

ー・サポート・センター講演会、平成 年度ここねっと推進助成事業

（前期分）、平成 年度ボランティア保険、行事保険受付等告知。

赤い羽根共同募金、歳末たすけあい地域福祉活動募金、寄附金等報告。

３．福祉情報システム（ホームページ）の運営 

本会の事業案内や市内外の福祉情報等を提供のため、ホームページの運営を行いました。

国分寺市社会福祉協議会

ボランティア活動センターこくぶんじ
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日  程 団 体 名 名   称 

平成 年 月 日

みんなで歌う会 歌は虹の架け橋

第 回 チャリティ・コンサート

みんなで歌う会 歌は虹の架け橋

平成 年 月 日
第 回 チャリティ・コンサート

みんなで歌う会 歌は虹の架け橋

平成 年 月 日 国文寺市国際協会 外国人のための無料専門家相談会

平成 年 月 日 社会福祉法人 まつり

平成 年 月 日 本多親睦運動会推進協議会 本多親睦運動会

平成 年 月 日・

日･・ 日・ 日

社会福祉法人 至誠学舎立川

至誠キートスホーム
ボランティア養成講座

平成 年 月 日 多摩友の会 国立方面 家事家計講習会

平成 年 月 日 国分寺市老人クラブ連合会
第 回国分寺市老人クラブ連合会

芸能大会

平成 年 月 日 歯ミカップ実行委員会 第 回 歯ミカップ

平成 年 月 日 社会福祉法人はらからの家福祉会 第 回精神福祉講座

平成 年

月 日・ 日

ぶんぶんウォーク実行委員会 ぶんぶんウォーク

～国分寺再発見～

平成 年 月 日・

日・ 日
雪どけ 中学生の広場

やってみよう 冬のプログラム

≪クリスマスを創ってみよう≫

平成 年 月 日 国分寺市“社会を明るくする

運動”推進委員会

“社会を明るくする運動”

吹奏楽ひまわりコンサート平成 年 月 日

平成 年 月 日
社会福祉法人 至誠学舎立川

至誠ホーム
ボランティア（活動）の魅力

平成 年 月 日
国分寺市福祉部高齢福祉課

国分寺市生きがい推進事業協議会

第 回国分寺市いきいき高齢社会

をめざす市民の集い

平成 年 月 日
社会福祉法人 至誠学舎立川

至誠ホーム

第 回マーガレットサロン

至誠ホーム講演会

平成 年 月 日 本多連合町会 「地域の安全・安心を考える会」

 

６．社会福祉援助技術現場実習等の受入 

福祉職の次世代育成のため、社会福祉援助技術現場実習の受け入れを行いました。

本会の社会福祉事業の理解と実習指導を行いました。

《平成 30年度実習生受入状況》 

学 校 名 実習期間 人数 

白梅学園大学 日間 名

武蔵野大学 日間 名

上 智 大 学 日間 名
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７．イベントへの参加 

（１）「ともしび縁日」への参加 

ともしび工房が主催で開催する「ともしび縁日」に出店し、ホットドッグの販売と社協のＰ

Ｒを行いました。

日 程 平成 年 月 日（土）

会 場 ともしび工房

（２）「恋ヶ窪商店会 ２０１８ 納涼はぁとふるまつり」への参加 

市役所前の通り沿いを中心とした商店会「恋ヶ窪商店会」が主催した『 納涼はぁと

ふるまつり』に出店し、カキ氷の販売とボランティア活動センターのＰＲを行いました。

日 程 平成 年 月 日（土）

会 場 国分寺市役所駐車場

（３）「本町・南町八幡神社」との連携 

本町・南町八幡神社の『秋の例大祭』に、スマートボールゲームとポップコーンの販売で出

店し、新たな取り組みである「ここねっと居場所づくり」やボランティア活動センターのＰ

Ｒを行いました。

日 程 平成 年 月 日（日）

会 場 本町・南町八幡神社

（４）「はばたけ！サンサンゆめまつり」への参加 

国分寺市障害者センター主催の「はばたけ！サンサンゆめまつり」に参加し、社協と赤い羽

根共同募金のＰＲ活動を実施。カップに入ったチョコバナナの販売を行いました。

日 程 平成 年 月 日（日）

会 場 国分寺市障害者センター

（５）「国分寺まつり」への参加 

市民まつりである「国分寺まつり」に出店し、キャラメルポップコーンの販売を行いました。

日 程 平成 年 月 日（日）

会 場 都立武蔵国分寺公園

 
 
□自主財源の確保 

１．会員会費増強運動の実施 

平成 年 月 日より 月 日までの カ月間を「会員・会費増強運動月間」として、

自治会・町内会や市内関係団体、社協理事・監事、評議員、協力員により、会員・会費の増強

を図りました。

自治会・町内会には、 月 日と 月 日に開催した「自治会・町内会連絡会」でご協力

をお願いしました。また、市内の福祉施設、ボランティア・市民活動団体、事業所等にもご協

力いただきました。

《平成３０年度会員会費実績》 

会 員 数 ５，３４０人 会費金額 ５，２１２，８８６円

寄 付 者 ８，６６２人 寄付金額 １，１９０，１００円

合 計 １４，００２人 合 計 ６，４０２，９８６円

 

日  程 団 体 名 名   称 

平成 年 月 日

みんなで歌う会 歌は虹の架け橋

第 回 チャリティ・コンサート

みんなで歌う会 歌は虹の架け橋

平成 年 月 日
第 回 チャリティ・コンサート

みんなで歌う会 歌は虹の架け橋

平成 年 月 日 国文寺市国際協会 外国人のための無料専門家相談会

平成 年 月 日 社会福祉法人 まつり

平成 年 月 日 本多親睦運動会推進協議会 本多親睦運動会

平成 年 月 日・

日･・ 日・ 日

社会福祉法人 至誠学舎立川

至誠キートスホーム
ボランティア養成講座

平成 年 月 日 多摩友の会 国立方面 家事家計講習会

平成 年 月 日 国分寺市老人クラブ連合会
第 回国分寺市老人クラブ連合会

芸能大会

平成 年 月 日 歯ミカップ実行委員会 第 回 歯ミカップ

平成 年 月 日 社会福祉法人はらからの家福祉会 第 回精神福祉講座

平成 年

月 日・ 日

ぶんぶんウォーク実行委員会 ぶんぶんウォーク

～国分寺再発見～

平成 年 月 日・

日・ 日
雪どけ 中学生の広場

やってみよう 冬のプログラム

≪クリスマスを創ってみよう≫

平成 年 月 日 国分寺市“社会を明るくする

運動”推進委員会

“社会を明るくする運動”

吹奏楽ひまわりコンサート平成 年 月 日

平成 年 月 日
社会福祉法人 至誠学舎立川

至誠ホーム
ボランティア（活動）の魅力

平成 年 月 日
国分寺市福祉部高齢福祉課

国分寺市生きがい推進事業協議会

第 回国分寺市いきいき高齢社会

をめざす市民の集い

平成 年 月 日
社会福祉法人 至誠学舎立川

至誠ホーム

第 回マーガレットサロン

至誠ホーム講演会

平成 年 月 日 本多連合町会 「地域の安全・安心を考える会」

 

６．社会福祉援助技術現場実習等の受入 

福祉職の次世代育成のため、社会福祉援助技術現場実習の受け入れを行いました。

本会の社会福祉事業の理解と実習指導を行いました。

《平成 30年度実習生受入状況》 

学 校 名 実習期間 人数 

白梅学園大学 日間 名

武蔵野大学 日間 名

上 智 大 学 日間 名
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（１）「福祉特別功労会員」（１００，０００円以上）       （順不同 敬称略） 

株式会社 丸福商事 有限会社 英
オザキエンタープライズ

株式会社

一般社団法人

国分寺市医師会
匿名

（２）「法人・団体会員」（１０，０００円以上）         （順不同 敬称略） 

東元町商店会
社会福祉法人 桑の実会

キッズステーション
株式会社 コモダ印刷

社会福祉法人

はらからの家福祉会

特定非営利活動法人

あおぞら

一般財団法人 国分寺市

健康福祉サービス協会

社会福祉法人

にんじんの会

社会福祉法人 桑の実会

桑の実西国分寺保育園
社会福祉法人 けやきの杜

一般社団法人

国分寺市薬剤師会
下地税務会計事務所 有限会社 前田工機研究所

有限会社 やしの木 特定非営利活動法人 暖家 株式会社 日吉興業

東京国分寺ロータリークラ

ブ
ツクイ恋ヶ窪

社会福祉法人村山苑

ひよし保育園

有限会社 ホクシンハウス

プランニング
戸倉工業 株式会社 東栄会 地蔵尊

読売センター国分寺 タツミ建設 株式会社 宗教法人 妙法寺

北多摩東地区保護司会

国分寺分区

株式会社 みずほ銀行

国分寺支店
多摩信用金庫 国分寺支店

東京国分寺ライオンズクラ

ブ
社会福祉法人 ななえの里

東京むさし農業協同組合

国分寺支店

東京武蔵国分寺ロータリー

クラブ
リオン 株式会社 国際ソロプチミスト国分寺

社会福祉法人 宗教法人 國分寺 有限会社 井口葬儀店

有限会社 アクティブサポ

ート デイサービスカーム

なみき

社会福祉法人 万葉の里
社会福祉法人 至誠学舎立

川 至誠ホームミンナ

特定非営利活動法人

ワーカーズコープ
学校法人 渡邉学園

一般社団法人

東京都国分寺市歯科医師会

ぶんじ 一小地域 会 国分寺青年会議所 有限会社 ヤマコオ

鉄道情報システム

株式会社

社会福祉法人

つくしんぼ共同保育会

（３）「団体会員」（３，０００円以上）             （順不同 敬称略） 

手話サークル国分寺 キャリー保育園国分寺 オパール料理同好会

特定非営利活動法人ワーカ

ーズコープ 放課後等デイ

サービス すてっぷ

国分寺市寿奉仕団 国分寺難病の会

社会福祉法人

コロロ学舎

特定非営利活動法人

日本セラピスト普及協会
多摩薬局

特定非営利活動法人

東京多摩いのちの電話

スポーツ吹矢協会

国分寺支部
かたぐるまの会
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（４）「老人クラブ」（ ３，０００円以上）                      （順不同 敬称略） 

（５）自治会・町内会別実績 

※自治会・町内会の詳細は、巻末資料をご覧ください。

 

２．「ふれあい募金箱」の実施 

国分寺市内の商店や金融機関等の協力により、「ふれあい募金箱」を設置しました。

平成 年度募金総額は、 円。

《ふれあい募金箱設置協力店一覧》              （順不同・敬称略） 

№ 協 力 店 名 № 協 力 店 名 

らくだデイサービス 季樂

株式会社 ブックスセンターいとう

国分寺店
国分寺本町郵便局

山水堂 三多摩医療生活協同組合

国分寺泉郵便局
特定非営利活動法人

国分寺市手をつなぐ親の会

アマネシ酒店 社会福祉法人 けやきの杜希望園

有限会社 鳥芳 Ｙショップ日吉店

ハート薬局 国分寺内藤郵便局

協和プラスチックス

有限会社

特定非営利活動法人

すまいる
未来倶楽部 国分寺

国分寺あゆみ会 国分台クリニック きたのはらふれあいサロン

エクセシオール西国分寺 プレイセンター小さな森 拡大写本こくぶんじ

イエノウエノカフェ いきいき クラブ

友愛会 本多北四季の会 北の原厚生会

高木長寿会 西町百寿会 共益長寿会

西恋松寿会 東元町明寿会 富士本一二三会

あけぼの会 北松風会 本多新西寿楽会

光寿会 本多東寿楽会 本多南寿楽会

南寿会 平和台快生会 本多三北交友会

内藤日吉シニアサロン

（１）「福祉特別功労会員」（１００，０００円以上）       （順不同 敬称略） 

株式会社 丸福商事 有限会社 英
オザキエンタープライズ

株式会社

一般社団法人

国分寺市医師会
匿名

（２）「法人・団体会員」（１０，０００円以上）         （順不同 敬称略） 

東元町商店会
社会福祉法人 桑の実会

キッズステーション
株式会社 コモダ印刷

社会福祉法人

はらからの家福祉会

特定非営利活動法人

あおぞら

一般財団法人 国分寺市

健康福祉サービス協会

社会福祉法人

にんじんの会

社会福祉法人 桑の実会

桑の実西国分寺保育園
社会福祉法人 けやきの杜

一般社団法人

国分寺市薬剤師会
下地税務会計事務所 有限会社 前田工機研究所

有限会社 やしの木 特定非営利活動法人 暖家 株式会社 日吉興業

東京国分寺ロータリークラ

ブ
ツクイ恋ヶ窪

社会福祉法人村山苑

ひよし保育園

有限会社 ホクシンハウス

プランニング
戸倉工業 株式会社 東栄会 地蔵尊

読売センター国分寺 タツミ建設 株式会社 宗教法人 妙法寺

北多摩東地区保護司会

国分寺分区

株式会社 みずほ銀行

国分寺支店
多摩信用金庫 国分寺支店

東京国分寺ライオンズクラ

ブ
社会福祉法人 ななえの里

東京むさし農業協同組合

国分寺支店

東京武蔵国分寺ロータリー

クラブ
リオン 株式会社 国際ソロプチミスト国分寺

社会福祉法人 宗教法人 國分寺 有限会社 井口葬儀店

有限会社 アクティブサポ

ート デイサービスカーム

なみき

社会福祉法人 万葉の里
社会福祉法人 至誠学舎立

川 至誠ホームミンナ

特定非営利活動法人

ワーカーズコープ
学校法人 渡邉学園

一般社団法人

東京都国分寺市歯科医師会

ぶんじ 一小地域 会 国分寺青年会議所 有限会社 ヤマコオ

鉄道情報システム

株式会社

社会福祉法人

つくしんぼ共同保育会

（３）「団体会員」（３，０００円以上）             （順不同 敬称略） 

手話サークル国分寺 キャリー保育園国分寺 オパール料理同好会

特定非営利活動法人ワーカ

ーズコープ 放課後等デイ

サービス すてっぷ

国分寺市寿奉仕団 国分寺難病の会

社会福祉法人

コロロ学舎

特定非営利活動法人

日本セラピスト普及協会
多摩薬局

特定非営利活動法人

東京多摩いのちの電話

スポーツ吹矢協会

国分寺支部
かたぐるまの会
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国分寺富士本郵便局 ラスベガス国分寺店

浜木綿 麺処 更科

有限会社 かしや商店

特定非営利活動法人 暖家

グループホームとくら

デイサービスセンターとくら

国立駅北口郵便局 多摩信用金庫 恋ヶ窪支店

公益財団法人 鉄道総合技術研究所 高島屋 原田酒店

国分寺光郵便局

国分寺西町郵便局
東京日産自動車販売 株式会社

国分寺店

特定非営利活動法人ワーカーズコープ

（国分寺市立福祉センター）
イエノウエノカフェ

ヱスビイ・プラス国分寺

西恋ヶ窪店
戸倉工業 株式会社

シンカイ写真館 日本料理 天松

国分寺本多郵便局 カフェといろいろ びより

特別養護老人ホーム にしき苑 モン・マルシェ

国分寺東恋ヶ窪四郵便局 美容室 （フレール）

東京むさし農業協同組合

国分寺支店
ボランティア活動センターこくぶんじ

東京むさし農業協同組合

国分寺ファーマーズ・マーケット
国分寺市社会福祉協議会 事務局

社会福祉法人 ななえの里

ともしび工房

３．その他の自主財源 

下記のように市民の皆さんや施設等にご協力いただき、清涼飲料水等の自動販売機を設置、収

益を自主財源としました。また、社会福祉だより「ふくし」に有料広告の掲載、使用済みイン

クカートリッジの回収などの収益を図り、自主財源の確保に努めました。

＜自動販売機設置一覧＞

設置場所 所在地 台数 

ボランティア活動センターこくぶんじ 東元町 丁目 台

武蔵国分寺 西元町 丁目 台

アワーズ 東恋ヶ窪 丁目 台

あじさい苑 東恋ヶ窪４丁目 台

戸倉第 テニスコート 戸 倉 丁目 台

森田駐車場 日吉町 丁目 台

－ 17 －



□平成３０年度「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」運動の実施 

平成 年 月１日から 月 日までの１ヵ月間にわたり、東京都共同募金会主催、国

分寺市後援、国分寺市社会福祉協議会が実施主体となり、共同募金の一環として「歳末たすけ

あい・地域福祉活動募金」運動を実施しました。

自治会・町内会の皆さんには、 月 日と 日に開催した「第 回自治会・町内会連絡

会」で、ＰＲならびにご協力のご依頼をしました。福祉関係団体には、訪問または郵送で協力

を依頼し、市内企業等にも募金箱設置等のご協力をいただきました。

また、国分寺市内の商店会を通して商店に募金箱設置のご協力をいただきました。

平成 年度の募金総額は、 円となりました。

（1）平成３０年度「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」実績 

募金種別 金額（円）
自治会・町内会（94団体） 4,922,964

4,922,964
国分寺市老人クラブ連合会 145,270
国分寺市民生委員・児童委員協議会 60,000
東京武蔵国分寺ロータリークラブ 23,000
東京国分寺ライオンズクラブ 20,000
国際ソロプチミスト国分寺 10,000
国分寺市役所職員 75,291
国分寺市商工会 5,000
学校法人みふじひかりの丘学園 みふじ幼稚園 6,554
特定非営利活動法人ワーカーズコープ 3,000
国分寺障害者団体連絡協議会 3,000
フォローアップ№1 3,500
国分寺市寿奉仕団 3,000
傾聴ボランティアグループ「かたらい」 3,000
国分寺難病の会 2,000
NPO法人　成年後見ウィル 3,000

日本スポーツ吹矢協会国分寺支部 8,650
車いすテニスの会実行委員会 1,000

オパール料理同好会 5,000

NPO法人ひょうたん島 3,390
つくしサロン
国分寺社会福祉士会
もとまち書道会　　
募金箱設置にご協力いただいた市内企業等

市内関係団体・企業等
鉄道情報システム株式会社 4,538
リオン株式会社 1,031
株式会社日立製作所 中央研究所 3,468
戸倉工業株式会社 25,858
公益社団法人国分寺市シルバー人材センター 17,368
公益財団法人鉄道総合技術研究所 1,749
国分寺市国際協会 1,000

　職域・
　団体募金

団体名等（順不同・敬称略）

戸別募金
小計　①

1,220

 

 

国分寺富士本郵便局 ラスベガス国分寺店

浜木綿 麺処 更科

有限会社 かしや商店

特定非営利活動法人 暖家

グループホームとくら

デイサービスセンターとくら

国立駅北口郵便局 多摩信用金庫 恋ヶ窪支店

公益財団法人 鉄道総合技術研究所 高島屋 原田酒店

国分寺光郵便局

国分寺西町郵便局
東京日産自動車販売 株式会社

国分寺店

特定非営利活動法人ワーカーズコープ

（国分寺市立福祉センター）
イエノウエノカフェ

ヱスビイ・プラス国分寺

西恋ヶ窪店
戸倉工業 株式会社

シンカイ写真館 日本料理 天松

国分寺本多郵便局 カフェといろいろ びより

特別養護老人ホーム にしき苑 モン・マルシェ

国分寺東恋ヶ窪四郵便局 美容室 （フレール）

東京むさし農業協同組合

国分寺支店
ボランティア活動センターこくぶんじ

東京むさし農業協同組合

国分寺ファーマーズ・マーケット
国分寺市社会福祉協議会 事務局

社会福祉法人 ななえの里

ともしび工房

３．その他の自主財源 

下記のように市民の皆さんや施設等にご協力いただき、清涼飲料水等の自動販売機を設置、収

益を自主財源としました。また、社会福祉だより「ふくし」に有料広告の掲載、使用済みイン

クカートリッジの回収などの収益を図り、自主財源の確保に努めました。

＜自動販売機設置一覧＞

設置場所 所在地 台数 

ボランティア活動センターこくぶんじ 東元町 丁目 台

武蔵国分寺 西元町 丁目 台

アワーズ 東恋ヶ窪 丁目 台

あじさい苑 東恋ヶ窪４丁目 台

戸倉第 テニスコート 戸 倉 丁目 台

森田駐車場 日吉町 丁目 台
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国分寺市商工会
特定非営利活動法人ワーカーズコープ
鈴木栄太郎商店 808
カフェいろいろびより　　
モンマルシェ　　　　　　

国分寺青年会議所
1,374

多摩薬局／銀杏薬局／もり薬局／共立薬局／ふじもと薬局 8,222
商店会等

2,561

　職域・
　団体募金

3,365

国分寺駅南口商店会　日本料理 天松

内藤橋通り商店会　Ｙショップ日吉店 2,165
南栄商店会　ヘアーサロンまるやま

むさし商興会　天章堂

10,730

61,000
530,112

55,638

55,638
個人 4,000
窓口募金箱 13,789

17,789
5,526,503

小計　②
国分寺市社協理事・監事、評議員、協力員、職員

東栄会
　タツミ建設株式会社／清水開発株式会社／戸塚たばこ店

街頭募金
小計　③

事務局受付
小計　④

合計　①＋②＋③＋④

ボランティア活動センターこくぶんじ登録団体・サロン／
民生委員・児童委員協議会／社協理事・監事、職員

国分寺市薬剤師会
創笑本店／創笑2号店／笑人／有限会社エクスパラダ

東元町商店会
　ベルビュー／餃子 天福居／ゆうき屋／つぼつぼ整骨院

北口駅前商店会
　ローソン国分寺本町二丁目店
　セブンイレブン国分寺本町二丁目店
　ケンタッキーフライドチキン国分寺北口店
　日本橋亭国分寺店／イエノウエノカフェ

国分寺駅西通り商店会
　茶金／ひゃくえん屋

 
※自治会・町内会の詳細は、巻末資料をご覧ください。

（3）「歳末たすけあい・地域福祉活動募金 街頭募金」実施報告 

歳末たすけあい・地域福祉活動募金および本会事業の広報も含め、本会役・職員他による街

頭募金を行いました。募金額は、 円

日 時 平成 年 月 日（土） ： ～ ：

場 所 国分寺駅構内

参 加 国分寺市民生委員・児童委員協議会、ボランティア活動センターこくぶんじ

登録団体、社協理事・監事・職員

（4）「翌年度（平成３１年使用分）地域福祉活動費」の配分 

平成 年度募金額 円および利息分 円の合計額 円より、事務

費 円を除いた 円を、平成 年度地域福祉活動費として、以下の

各事業費に活用いたします。
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【平成３１年度使用分 地域福祉活動費】 

№ 事 業 名   配分金額（円） 

国分寺ふくし交流支援事業 円

ひとり暮らし高齢者等地域交流会運営事業 円

ここねっと推進助成事業 円

市民への地域福祉情報提供事業 円

高齢者への支援事業 円

ボランティア活動推進事業 円

生活困窮者支援事業 円

合 計 円

 

□平成３０年度「赤い羽根共同募金」運動の実施 

東京都共同募金会国分寺地区協力会の事務局として、「赤い羽根共同募金」運動を平成 年

月から平成 年 月まで実施しました。平成 年 月を市内での「赤い羽根共同募金

強化月間」としました。地区募金総額は、 円。

（1）平成３０年度「赤い羽根共同募金」地区募金実績 

金額（円）
自治会・町内会（９2団体） 3,176,976

3,176,976
国分寺市老人クラブ連合会 62,486
国分寺市民生委員・児童委員協議会 44,500
東京国分寺ロータリークラブ 18,000
東京武蔵国分寺ロータリークラブ 21,000
東京国分寺ライオンズクラブ 5,500
国際ソロプチミスト国分寺 10,000
国分寺市役所職員 74,111
国分寺障害者団体連絡協議会（運動会時募金） 12,166
国分寺市商工会 5,000
社会福祉法人　万葉の里 10,000
マジックサークル木曜会 5,000
特定非営利活動法人国分寺市手をつなぐ親の会 5,000
国分寺難病の会 3,000
国分寺市寿奉仕団 3,000
声のミニコミ誌こだま 2,000
雪どけ　中学生の広場 1,000
いきいきJBクラブ 1,000
フォローアップNO.1 2,000
もとまち書道会 2,230
募金箱設置にご協力いただいた福祉施設
・ 特定非営利活動法人 国障連喫茶

・ 社会福祉法人 ななえの里  ともしび工房

・ 社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協会　クラブかたつむり

・ 特定非営利活動法人 Ohana

・ 社会福祉法人 はらからの家福祉会

・ 社会福祉法人 万葉の里

・ 社会福祉法人 けやきの杜

・ 一般社団法人 就労支援事業所ＬｉｆｅCommit 　チェンジアップ

職域・団体募金

募金種別 団体名等(順不同・敬称略）

戸別募金
小計　①

17,080

 

国分寺市商工会
特定非営利活動法人ワーカーズコープ
鈴木栄太郎商店 808
カフェいろいろびより　　
モンマルシェ　　　　　　

国分寺青年会議所
1,374

多摩薬局／銀杏薬局／もり薬局／共立薬局／ふじもと薬局 8,222
商店会等

2,561

　職域・
　団体募金

3,365

国分寺駅南口商店会　日本料理 天松

内藤橋通り商店会　Ｙショップ日吉店 2,165
南栄商店会　ヘアーサロンまるやま

むさし商興会　天章堂

10,730

61,000
530,112

55,638

55,638
個人 4,000
窓口募金箱 13,789

17,789
5,526,503

小計　②
国分寺市社協理事・監事、評議員、協力員、職員

東栄会
　タツミ建設株式会社／清水開発株式会社／戸塚たばこ店

街頭募金
小計　③

事務局受付
小計　④

合計　①＋②＋③＋④

ボランティア活動センターこくぶんじ登録団体・サロン／
民生委員・児童委員協議会／社協理事・監事、職員

国分寺市薬剤師会
創笑本店／創笑2号店／笑人／有限会社エクスパラダ

東元町商店会
　ベルビュー／餃子 天福居／ゆうき屋／つぼつぼ整骨院

北口駅前商店会
　ローソン国分寺本町二丁目店
　セブンイレブン国分寺本町二丁目店
　ケンタッキーフライドチキン国分寺北口店
　日本橋亭国分寺店／イエノウエノカフェ

国分寺駅西通り商店会
　茶金／ひゃくえん屋

 
※自治会・町内会の詳細は、巻末資料をご覧ください。

（3）「歳末たすけあい・地域福祉活動募金 街頭募金」実施報告 

歳末たすけあい・地域福祉活動募金および本会事業の広報も含め、本会役・職員他による街

頭募金を行いました。募金額は、 円

日 時 平成 年 月 日（土） ： ～ ：

場 所 国分寺駅構内

参 加 国分寺市民生委員・児童委員協議会、ボランティア活動センターこくぶんじ

登録団体、社協理事・監事・職員

（4）「翌年度（平成３１年使用分）地域福祉活動費」の配分 

平成 年度募金額 円および利息分 円の合計額 円より、事務

費 円を除いた 円を、平成 年度地域福祉活動費として、以下の

各事業費に活用いたします。
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市内小学校・中学校
生徒会・児童会・委員会による募金活動、募金箱 110,322

社協理事・監事、評議員、職員 46,000
460,395

国分寺市軟式野球連盟少年の部 443,118
国分寺地区協力会・地域配分受配団体 他 103,021
特定非営利活動法人 国障連喫茶（12/2環境まつりで募金箱設置） 2,670
社会福祉法人コロロ学舎　ＥＴ教室（募金箱設置） 2,921

551,730
個人 2,000
募金箱（サンサンゆめまつり・ぶんちっちまつり・窓口） 4,501

6,501
4,195,602

職域・団体募金

合計　①＋②＋③＋④

小計　②

街頭募金
（地区募金）

小計　③

事務局受付
小計　④

 

※自治会・町内会の詳細は、巻末資料をご覧ください。

（３）赤い羽根共同募金街頭募金実施状況 

【地区募金】 

① 国分寺市地区協力会と平成 29年度赤い羽根共同募金地域配分受配団体他による街頭募金 

日 時 平成 年 月 日（月） ： ～ ：

場 所 国分寺駅

参加者 地域配分受配団体、有志団体、民生委員・児童委員協議会、地区協力会理事・

監事、社協職員（合計 名）

募金額 円

② 国分寺市軟式野球連盟少年の部による街頭募金 

日 時 平成 年 月 日（土）９： ～ ：

場 所 国分寺駅／西国分寺駅／国立駅

参加者 市内第一小学校～第十小学校（第三小学校を除く）の軟式野球連盟少年の部

所属チームの小学生、監督、コーチ、保護者（約 名）

※第三小学校は学校公開日と重なったため不参加

募金額 円

【東京都共同募金会直納】 

団体名等（順不同・敬称略） 実施日時 金額（円） 

ボーイスカウト国分寺第１団 日 午前 時～午後 時 国分寺駅

ボーイスカウト国分寺第２団
日 午前 時～ 時

西国分寺駅 国立駅

ガールスカウト東京都第 団 日 午前 時～ 時 国分寺駅

合 計

（４）「国分寺地区協力会理事・監事会」および「国分寺地区配分推せん委員会」の開催 

赤い羽根共同募金運動の実施に伴い、「国分寺地区協力会理事・監事会」を開催し、事業計

画予算等について審議しました。また、「国分寺地区配分推せん委員会」を開催し、配分要

綱および配分推せん内容について協議しました。会場は国分寺市立福祉センター。
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【開催状況】  

日 時 参加者 内   容 

第１回 国分寺地区協力会

理事・監事会

平成 年 月 日（月）

： ～ ：

理事 名

書面 名含む

監事 名出席

◎第 期会長・副会長の選任、常務理事の

指名。配分推せん委員の委嘱について

◎平成 年度「赤い羽根共同募金運動」事

業計画、地域配分（ 配分）募集等について

第１回 国分寺地区

配分推せん委員会

平成 年１月 日（月）

： ～ ：

委員 名

監事１名出席

◎平成 年度「赤い羽根共同募金」実施報

告、地域配分（ 配分）について

◎小地域福祉活動費について

◎平成 年度「歳末たすけあい・地域福祉

活動募金」実施報告、地域福祉活動費につい

て

◎平成 年度 収支予算について

第２回 国分寺地区協力会

理事・監事会

平成 年１月 日（月）

： ～ ：

理事 名

書面 名含む

監事 名出席

（５）地域配分（Ｂ配分）（平成３０年度申請・３１年度使用分）について 

平成 年度に申請のあった国分寺市内の福祉関係施設・団体の カ所に、合計

円の配分を行いました。

【地域配分（Ｂ配分）配分先一覧】    

№ 施設・団体名 事業内容 配分金額

国分寺難病の会 講演会「笑いと歌の会」 円

特定非営利活動法人

国分寺市手をつなぐ親の会 まあぶ

知的障害者の社会体験と学習

（ワークショップと人形劇）
円

社会福祉法人 コロロ学舎

ＥＴ教室

利用者の活動のための備品整備

（玉入れセット一式）
円

特定非営利活動法人 グリーンハート

「ツリーハウス」

体育館等で体を動かす事業のた

めの備品整備

（ボッチャ・サッカーゴール）

円

特定非営利活動法人

オハナ農園
日帰り研修旅行 円

特定非営利活動法人 ひょうたん島

重症心身障がい児・者の地域生活

を充実させるための乗馬体験イ

ベント事業

円

社会福祉法人 つくしんぼ共同保育会

ポッポのはな保育園
掲示板購入（取付） 円

社会福祉法人 はらからの家福祉会

地域生活支援センタープラッツ

備品整備（コピーボード・ コ

ンポ・折りたたみ椅子４脚）
円

社会福祉法人

ビーパス

備品整備（各種イベントへの出店

や災害時使用のテント購入）
円

市内小学校・中学校
生徒会・児童会・委員会による募金活動、募金箱 110,322

社協理事・監事、評議員、職員 46,000
460,395

国分寺市軟式野球連盟少年の部 443,118
国分寺地区協力会・地域配分受配団体 他 103,021
特定非営利活動法人 国障連喫茶（12/2環境まつりで募金箱設置） 2,670
社会福祉法人コロロ学舎　ＥＴ教室（募金箱設置） 2,921

551,730
個人 2,000
募金箱（サンサンゆめまつり・ぶんちっちまつり・窓口） 4,501

6,501
4,195,602

職域・団体募金

合計　①＋②＋③＋④

小計　②

街頭募金
（地区募金）

小計　③

事務局受付
小計　④

 

※自治会・町内会の詳細は、巻末資料をご覧ください。

（３）赤い羽根共同募金街頭募金実施状況 

【地区募金】 

① 国分寺市地区協力会と平成 29年度赤い羽根共同募金地域配分受配団体他による街頭募金 

日 時 平成 年 月 日（月） ： ～ ：

場 所 国分寺駅

参加者 地域配分受配団体、有志団体、民生委員・児童委員協議会、地区協力会理事・

監事、社協職員（合計 名）

募金額 円

② 国分寺市軟式野球連盟少年の部による街頭募金 

日 時 平成 年 月 日（土）９： ～ ：

場 所 国分寺駅／西国分寺駅／国立駅

参加者 市内第一小学校～第十小学校（第三小学校を除く）の軟式野球連盟少年の部

所属チームの小学生、監督、コーチ、保護者（約 名）

※第三小学校は学校公開日と重なったため不参加

募金額 円

【東京都共同募金会直納】 

団体名等（順不同・敬称略） 実施日時 金額（円） 

ボーイスカウト国分寺第１団 日 午前 時～午後 時 国分寺駅

ボーイスカウト国分寺第２団
日 午前 時～ 時

西国分寺駅 国立駅

ガールスカウト東京都第 団 日 午前 時～ 時 国分寺駅

合 計

（４）「国分寺地区協力会理事・監事会」および「国分寺地区配分推せん委員会」の開催 

赤い羽根共同募金運動の実施に伴い、「国分寺地区協力会理事・監事会」を開催し、事業計

画予算等について審議しました。また、「国分寺地区配分推せん委員会」を開催し、配分要

綱および配分推せん内容について協議しました。会場は国分寺市立福祉センター。
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社会福祉法人 万葉の里
地域交流事業のための備品整備

（テント・ウエイト購入）
円

社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会

ナザレンホーム

共同生活援助事業のための備品

購入（全自動洗濯機）
円

社会福祉法人 ななえの里

ともしび工房

印刷及び付帯作業の作業効率向

上のための備品整備（作業台）
円

一般社団法人 一粒福祉会

デイオアシスまほろば

失語症・高次脳カフェ運営のため

の備品整備（冷凍庫）
円

本会が行う地域福祉活動事業として活用しました。

事 業 名 配分金額 

ボランティア活動推進事業（ボランティア活動センターの広報活動） 円

 

（６）小地域福祉活動費の配分について 

募金活動を展開した地域の福祉活動を推進するために小地域福祉活動費を交付しました。

配分額は、各団体の募金額の 。交付希望の下記の団体に交付しました。

【配分内訳】

№ 団 体 名 件数 募金実績額（円） 配分金額（円） 

自治会・町内会

※募金にご協力いただいた 団体のうち、

交付を希望した件数と配分金額の合計

国分寺市老人クラブ連合会

国分寺市民生委員・児童委員協議会

計

 

 

□高齢者福祉事業 
１.「平成３０年度国分寺市敬老会」の開催 

国分寺市内の高齢者の長寿をお祝いするため、国分寺市敬老会を主催国分寺市、本会共催で開

催しました。午前は市内東部、午後は市内西部を対象地区としました。

日 程 平成 年 月 日（月）

会 場 国分寺市立いずみホール

内 容 第一部 式 典 第二部 演 芸

２.「平成３０年度国分寺市敬老記念品」の贈呈 

国分寺市内の高齢者の長寿をお祝いするため、北原会長が井澤国分寺市長とともに国分寺市内

在住の高齢者を 月 日に訪問しました。平成 年度に、 歳を迎えた方 名に膝掛

けを、 歳以上の方 名に煎茶の詰め合わせを記念品として贈呈しました。
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３．「はり・灸・マッサージ治療券支給事業」の実施 

高齢者の健康増進を図りかつ経済的負担軽減を目的に、東京都鍼・灸・マッサージ師会多摩中

央支部国分寺地区の ヶ所の治療院の協賛（社協負担は 枚につき 円）による、はり・

灸・マッサージ治療券を 人当たり年間 枚配布しました。

【協力治療院】 

治 療 院 名 代表者名 

清水治療所 清水 寿

国分寺本町治療院 勅使河原悦司

野島治療院 野島 民子

方 圓 堂 大畠 良則

 

４．「ゲートボール初心者講習会」の実施 

ゲートボール初心者講習会を国分寺市ゲートボール連盟に委託し、開催しました。

実技講習（ 回） 月 日～ 月 日
西元町ゲートボール場 受講者 名

新町ゲートボール場 受講者 名

実技講習（ 回） 月 日～ 月 日 新町ゲートボール場 受講者 名

 

□災害時の福祉対策の推進 

平成 年度に国分寺市と「国分寺市と災害時のボランティア派遣に関する協定」を締結。

また、平成 年度は、東京都社会福祉協議会と「災害時相互支援協定」を締結しました。

平成 年度に「社協役職員の災害時行動マニュアル」策定、平成 年度に「災害ボランテ

ィアセンター運営マニュアル」を策定しました。平成 年度は、自然災害が多発し、本会は

豪雨災害の被災地の１つである愛媛県宇和島市へ復興支援のため職員 名を派遣しました。

１．「国分寺市総合防災訓練」への参加 

「平成 年度国分寺市総合防災訓練」に、職員が参加しました。また、事前の防災関係機関

担当者会議（ 、 ）に担当職員が参加しました。訓練実施後の検討会へも出席しま

した。（ ）

＜避難訓練、総合訓練＞ 

日 程 平成 年 月 日（日）

会 場 国分寺市立第五中学校

内 容 災害ボランティアセンターＰＲ、防災意識調査、クロスロードゲーム

 

２. 「愛媛コミュニティ支援プログラム」への参加 

「平成 年７月豪雨災害」により被災した愛媛県宇和島市のコミュニティ支援を目的として、

本会より職員２名をそれぞれ 週間ずつ派遣しました。これは、東京都と東京ボランティア・

市民活動センター、アクションプラン推進会議による合同企画です。

派遣期間 回目： 月 日（水）～ 日（火）

回目： 月 日（水）～ 日（火）

派 遣 先 愛媛県宇和島市吉田町

社会福祉法人 万葉の里
地域交流事業のための備品整備

（テント・ウエイト購入）
円

社会福祉法人東京都手をつなぐ育成会

ナザレンホーム

共同生活援助事業のための備品

購入（全自動洗濯機）
円

社会福祉法人 ななえの里

ともしび工房

印刷及び付帯作業の作業効率向

上のための備品整備（作業台）
円

一般社団法人 一粒福祉会

デイオアシスまほろば

失語症・高次脳カフェ運営のため

の備品整備（冷凍庫）
円

本会が行う地域福祉活動事業として活用しました。

事 業 名 配分金額 

ボランティア活動推進事業（ボランティア活動センターの広報活動） 円

 

（６）小地域福祉活動費の配分について 

募金活動を展開した地域の福祉活動を推進するために小地域福祉活動費を交付しました。

配分額は、各団体の募金額の 。交付希望の下記の団体に交付しました。

【配分内訳】

№ 団 体 名 件数 募金実績額（円） 配分金額（円） 

自治会・町内会

※募金にご協力いただいた 団体のうち、

交付を希望した件数と配分金額の合計

国分寺市老人クラブ連合会

国分寺市民生委員・児童委員協議会

計

 

 

□高齢者福祉事業 
１.「平成３０年度国分寺市敬老会」の開催 

国分寺市内の高齢者の長寿をお祝いするため、国分寺市敬老会を主催国分寺市、本会共催で開

催しました。午前は市内東部、午後は市内西部を対象地区としました。

日 程 平成 年 月 日（月）

会 場 国分寺市立いずみホール

内 容 第一部 式 典 第二部 演 芸

２.「平成３０年度国分寺市敬老記念品」の贈呈 

国分寺市内の高齢者の長寿をお祝いするため、北原会長が井澤国分寺市長とともに国分寺市内

在住の高齢者を 月 日に訪問しました。平成 年度に、 歳を迎えた方 名に膝掛

けを、 歳以上の方 名に煎茶の詰め合わせを記念品として贈呈しました。

－ 24 －



３. 自然災害に対する義援金の協力 

日本国内における大規模自然災害発生時に共同募金の一環として、義援金を受付しました。

ご協力いただいた募金は、中央共同募金会を通して被災地に送金しました。

① 「平成 年大阪北部地震義援金」 募金額 円

② 「平成 年 月豪雨災害義援金」 募金額 円

③ 「平成 年北海道胆振東部地震義援金」 募金額 円

 

４．他機関への協力・会議等への参加 

（１）「防災まちづくり学校」への協力 

日 程 平成 年 月 日（土）

会 場 本多公民館２階 ホール

内 容 災害時における社会福祉協議会の取り組み／クロスロードゲーム

（２）「災害時における協力に関する協定」を締結している、国分寺青年会議所主催「Bunji Global 

Forumn &Festa２０18」への参加と合同研修の開催  

＜「Bunji Global Forumn &Festa２０18」への参加＞  

日 程 平成 年 月 日（土）

会 場 都立多摩図書館・都立武蔵国分寺公園

内 容 災害ボランティアセンターＰＲ、「災害時用ピクトグラムを覚えよう！」

＜国分寺青年会議所と社協職員の合同研修＞ 

日 程 平成 年 月 日（火）

会 場 国分寺市立福祉センター内 視聴覚室

内 容 （ ）平成 年度 月豪雨災害 被災地支援報告

（ ）グループワーク「平常時からの連携について」

（３）「平成 30年度災害ボランティアコーディネーター養成講座運営者コース（初任者向け）」 

日 程 平成 年 月 日（水）

会 場 飯田橋レインボービル 階中会議室

内 容 災害ボランティア、災害ボランティアセンターの基礎を学ぶ

５．「災害時連絡窓口」の設置 

平成２０年４月発効の東京都社会福祉協議会との「災害時相互支援協定」に基づき、双方に災

害時連絡窓口を設置しました。

順 位 東京都社会福祉協議会 国分寺市社会福祉協議会 

第１責任者 事務局長 事務局長 

第２責任者 地域福祉部長 事務局次長 

６．社協職員災害担当プロジェクトの設置 

社協職員で災害担当プロジェクトを設置し、平成 年度策定した「社協役職員の災害時行動

マニュアル」の見直しを行いました。また、外部からの依頼について、プロジェクトにて内容

を検討し、対応しました。
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７．「平成３０年度福祉センター避難訓練」への参加 

社協事務局のある国分寺市立福祉センターにおいて実施された避難訓練に、本会職員も参加し、

救護係と事務所連絡員を担当しました。また、消火栓訓練や初期消火訓練、ＡＥＤ訓練に参加

しました。

日 程 平成 年 月 日（水）

《まちづくり支援係》 

□ボランティア活動の推進 

１．ボランティア活動センターの運営 

（１）「ボランティア活動センターこくぶんじ」の運営 

小地域福祉活動や地域のネットワークづくり、ボランティア・市民活動の推進を図る拠点

として「ボランティア活動センターこくぶんじ」を東元町 丁目に設置し運営しました。

≪所 在 地≫ 国分寺市東元町 電話

≪開 所 日≫ 月曜日～土曜日（祝日、年末年始は除く） 午前 時～午後 時

≪職員体制≫ センター長（主任兼務） 名、主任 名、嘱託職員 名、臨時職員１名

（２）「ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会」の運営 

「ボランティア活動センターこくぶんじを街づくりの拠点に」を目標に掲げ、「市民のた

めの市民の参画によるボランティアセンターづくり」をめざし、「ボランティア活動セン

ターこくぶんじ運営委員会」を設置・運営しました。運営委員会では、「ボランティア活動

センターこくぶんじ」の機能や役割の周知・活用方法等についてご検討いただきました。

また、「国分寺の未来を考えるシンポジウム」の企画・実施のほか、ロゴマークの活用につ

いてもご検討いただきました。（運営委員名簿は、巻末資料をご参照ください。）

《運営委員会開催状況》 

回 開 催 日 主 な 内 容 人数 

平成 年 月 日（水）

委員長・副委員長互選、平成 年度ボラ

ンティア活動センターこくぶんじ運営委

員会の活動内容（シンポジウム、中長期計

画、運営員会の開催方法）、平成 年度シ

ンポジウムフォロー企画等

１名

平成 年６月 日（水）

各種事業報告（東経大 新入生向け

講座）、今後の予定事業、今年度事業（自

由意見）等

名

平成 年 月 日（水）

各種事業報告（シンポジウム振り返り会、

第 回登録団体連絡会、他）、ここねっと

推進助成事業（後期分）募集、平成 年

度シンポジウム、中長期運営計画（案）等

名

３. 自然災害に対する義援金の協力 

日本国内における大規模自然災害発生時に共同募金の一環として、義援金を受付しました。

ご協力いただいた募金は、中央共同募金会を通して被災地に送金しました。

① 「平成 年大阪北部地震義援金」 募金額 円

② 「平成 年 月豪雨災害義援金」 募金額 円

③ 「平成 年北海道胆振東部地震義援金」 募金額 円

 

４．他機関への協力・会議等への参加 

（１）「防災まちづくり学校」への協力 

日 程 平成 年 月 日（土）

会 場 本多公民館２階 ホール

内 容 災害時における社会福祉協議会の取り組み／クロスロードゲーム

（２）「災害時における協力に関する協定」を締結している、国分寺青年会議所主催「Bunji Global 

Forumn &Festa２０18」への参加と合同研修の開催  

＜「Bunji Global Forumn &Festa２０18」への参加＞  

日 程 平成 年 月 日（土）

会 場 都立多摩図書館・都立武蔵国分寺公園

内 容 災害ボランティアセンターＰＲ、「災害時用ピクトグラムを覚えよう！」

＜国分寺青年会議所と社協職員の合同研修＞ 

日 程 平成 年 月 日（火）

会 場 国分寺市立福祉センター内 視聴覚室

内 容 （ ）平成 年度 月豪雨災害 被災地支援報告

（ ）グループワーク「平常時からの連携について」

（３）「平成 30年度災害ボランティアコーディネーター養成講座運営者コース（初任者向け）」 

日 程 平成 年 月 日（水）

会 場 飯田橋レインボービル 階中会議室

内 容 災害ボランティア、災害ボランティアセンターの基礎を学ぶ

５．「災害時連絡窓口」の設置 

平成２０年４月発効の東京都社会福祉協議会との「災害時相互支援協定」に基づき、双方に災

害時連絡窓口を設置しました。

順 位 東京都社会福祉協議会 国分寺市社会福祉協議会 

第１責任者 事務局長 事務局長 

第２責任者 地域福祉部長 事務局次長 

６．社協職員災害担当プロジェクトの設置 

社協職員で災害担当プロジェクトを設置し、平成 年度策定した「社協役職員の災害時行動

マニュアル」の見直しを行いました。また、外部からの依頼について、プロジェクトにて内容

を検討し、対応しました。
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平成 年 月 日（水）

※会場：イエノウエノカフェ

各種事業報告（夏体験ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ説明会、他）、

平成 年度シンポジウム、区市町村ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ・市民活動センター運営委員及びセン

ター長合同会議等

名

５ 平成 年１ 月 日（月）

各種事業報告（夏体験ボランティア、街頭

募金実施、他）、シンポジウム、中長期実

施計画等

名

６ 平成 年１ 月 日（金）

交代委員紹介、各種事業報告（ふくし体験

プログラム、他）、平成 年度シンポジウ

ム、今後の事業等

名

７ 平成 １年１月２９日（火）

各種事業報告（つながる講座、第 回登録

団体連絡会他）、平成 年度シンポジウ

ム、平成 １年度 事業計画等

名

８ 平成 １年２月２５日（月）

各種事業報告（出席会議等の報告他）、平

成 年度シンポジウム（最終調整）、平成

１年度まちづくり支援係事業計画等

名

９ 平成 １年 月２ 日（水）

各種事業報告（出席会議等の報告他）、平

成 年度シンポジウム振り返り、次年度

事業、連絡ツール、次年度運営委委員会等

名

※中長期計画委員会： 、 、

 《シンポジウム関係》 

（１）国分寺の未来を考えるシンポジウム 

地域のつながりがまちを守る Ⅱ

「災害時のどうなる？どうする？」を中学生とともに考える 開催

日 時 平成 １年３月３日（日）午後１時 分～ 時

会 場 国分寺市 プラザ リオンホール

参加者 ２３７名

内 容 ■ 主旨説明、ボランティア活動センターこくぶんじ紹介

■ 基調講演

「東日本大震災 ～自衛官から見た地域の絆～」

講師：和田 信之 氏

（震災時、陸上自衛隊 東北補給処装備計画部長 等陸佐、現 暁星学園事務局長）

■ 中学生による発表（プレゼンテーション）

登壇：国分寺市立中学校、早稲田大学系属早稲田実業学校中等部、

■ 第二部 「トークセッション」

ファシリテーター 枝見 太朗氏（一般財団法人 富士福祉事業団 理事長）

共 催 一般財団法人 防災教育推進協会

協 賛 東京国分寺ロータリークラブ
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後 援 国分寺市、国分寺市教育委員会

協 力 東京経済大学ボランティアサークル「 」、市内中学校、

早稲田大学系属 早稲田実業学校 中等部、

企画・運営 ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会

協力ｽﾀｯﾌ デザイン：大木錦之介、 記録：イラストリーマー歌

１ 平成 年 月 日（日）

平成 年度シンポジウム「地域のつながりがまちを

守る ～中学生とできること～」振り返り会

＊シンポジウムの大変だった点、良かった点の共有

＊全体でのフリートーク

参加者：登壇中学生 名、 名、職員・運営

委員等 名

２ 平成 年 月 日（祝）

第 回 事前準備会

＊災害・防災学習会

＊ジュニア防災検定受検

＊グループワーク（気になることなど意見交換）

３ 平成 年 月 日（月）

コーチング講座

（中学生のサポーターとなる東京経済大学ボランテ

ィアサークル のメンバー 名を対象に行う）

４ 平成 年 月１ 日（日）

第 回 事前準備会

＊発表テーマ決め

＊発表に向けた作業 等

５

①平成 年 月 日（金）

②平成 年 月 日（日）

中学生プレゼンテーション作業期間（関係機関へ訪

問）＊職員が同行

①第一中学校：国分寺市防災安全課

②第五中学校：国分寺市身体障害者福祉協会

７ 平成 年 月 日（日）

第 回 ジュニア防災・防災検定表彰式

（於：ホテルガーデンパレス）

＊登壇中学生 名が表彰

＊第二中学校が「防災自由研究優秀賞（グループ部

門）」で発表

※平成 29年度登壇者への支援 

平成 年 月 日（祝）
卒業論文作成のため、（財）防災教育推進協会 濱口常

務理事と打合せ

平成 年 月 日（日）
濱口常務理事の紹介で、以前、ジュニア防災検定表彰

式で発表した足利市の高校生宅へ訪問。

（３）ボランティア活動の相談・コーディネート 

主に国分寺市内の団体・個人からボランティア受け入れの相談や、ボランティア活動希望

者から相談を受け、コーディネートを行いました。

平成 年 月 日（水）

※会場：イエノウエノカフェ

各種事業報告（夏体験ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ説明会、他）、

平成 年度シンポジウム、区市町村ﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ・市民活動センター運営委員及びセン

ター長合同会議等

名

５ 平成 年１ 月 日（月）

各種事業報告（夏体験ボランティア、街頭

募金実施、他）、シンポジウム、中長期実

施計画等

名

６ 平成 年１ 月 日（金）

交代委員紹介、各種事業報告（ふくし体験

プログラム、他）、平成 年度シンポジウ

ム、今後の事業等

名

７ 平成 １年１月２９日（火）

各種事業報告（つながる講座、第 回登録

団体連絡会他）、平成 年度シンポジウ

ム、平成 １年度 事業計画等

名

８ 平成 １年２月２５日（月）

各種事業報告（出席会議等の報告他）、平

成 年度シンポジウム（最終調整）、平成

１年度まちづくり支援係事業計画等

名

９ 平成 １年 月２ 日（水）

各種事業報告（出席会議等の報告他）、平

成 年度シンポジウム振り返り、次年度

事業、連絡ツール、次年度運営委委員会等

名

※中長期計画委員会： 、 、

 《シンポジウム関係》 

（１）国分寺の未来を考えるシンポジウム 

地域のつながりがまちを守る Ⅱ

「災害時のどうなる？どうする？」を中学生とともに考える 開催

日 時 平成 １年３月３日（日）午後１時 分～ 時

会 場 国分寺市 プラザ リオンホール

参加者 ２３７名

内 容 ■ 主旨説明、ボランティア活動センターこくぶんじ紹介

■ 基調講演

「東日本大震災 ～自衛官から見た地域の絆～」

講師：和田 信之 氏

（震災時、陸上自衛隊 東北補給処装備計画部長 等陸佐、現 暁星学園事務局長）

■ 中学生による発表（プレゼンテーション）

登壇：国分寺市立中学校、早稲田大学系属早稲田実業学校中等部、

■ 第二部 「トークセッション」

ファシリテーター 枝見 太朗氏（一般財団法人 富士福祉事業団 理事長）

共 催 一般財団法人 防災教育推進協会

協 賛 東京国分寺ロータリークラブ
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主なニードは、外出同行（バスハイク、旅行、お祭り等）、話し相手、趣味活動の補助、

季節行事等へのイベントボランティア（マジック、楽器演奏、南京玉すだれ）等。

施設・団体ニード 件（継続 件、単発 件、その他 件）

個人ニード 件（継続 件、単発 件、その他 件）

（４）ボランティア団体・個人ボランティアの育成・指導、相談・助言 

ボランティア活動団体に対し活動継続・展開・会員加入等の助言・協力をするとともに、

個人ボランティアに対してボランティア活動原則・注意事項の説明および相談・助言を随時

行いました。「ボランティア情報提供カード」の提出者は、７７名。

（５）「ボランティア活動センターこくぶんじ会議室」の貸出 

ボランティア・市民活動支援の一環として、会議室Ａ・Ｂを登録団体や市民活動団体等に

貸出ししました。会議室Ａは、定員 名。会議室Ｂは、定員 名。

【平成３０年度会議室利用状況】

月 
貸出団体 

合計件数 
登録団体 福祉関係団体 社協関係 

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

総計 ３６９ １０ ９５ ４７４ 

（６）ボランティア保険等の加入促進 （総加入者数 3,207 名） 

安心安全にボランティア活動を行うために、ボランティア保険の加入を促すとともに、受付

業務を行いました。国分寺市在住者及び学生であり市内活動者のボランティアの活動を支援

するために、ボランティア保険の掛金に対し 円を本会で補助しました。

また、東京都社会福祉協議会の行事保険を 件、当日参加対応型行事保険を 件受付

しました。

【平成３０年度ボランティア保険プラン別加入状況】 

加入月 

基本コース 天災コース 

加入者総数 A 

プラン 

B 

プラン 

C 

プラン 

A 

プラン 

B 

プラン 

C 

プラン 
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累 計

（７）ボランティア・市民活動団体の登録 

国分寺市内で活動するボランティア・市民活動団体が登録することにより、団体相互の情

報交換や協力・連携を推進し、各団体の活動の活性化を図ることを目的に、登録団体制度

を実施しました。なお、「いきいきふれあいサロン」も登録団体として対応しました。

【平成３０年度ボランティア活動センターこくぶんじ登録団体一覧】   ※印は新規登録団体 

№ 登録団体名 №

No 

登録団体名 

国分寺市寿奉仕団 国分寺難病の会

手話サークル国分寺 国分寺市聴覚障害者協会

声のミニコミ誌 こだま ブリンデンテニスクラブ

法人 国分寺市手をつなぐ親の会 法人 ｈａｎａ（オハナ）

音訳グループやまばと 法人 まちづくりサポート国分寺

雪どけ・中学生の広場 法人国分寺ハンディキャブ運営委員

会国分寺あゆみ会 法人 ひょうたん島

拡大写本こくぶんじ 法人 学びの広場

法人 すまいる 法人 国分寺市にふるさとをつくる

会よっこら処自治会 マジックサークル木曜会

東京学芸大学地域子ども会活動サークル

むぎのこ 国分寺班
おはなしの会「でんでんだいこ」

法人 東京多摩いのちの電話 ガールスカウト東京都第 団

法人 ワーカーズ風ぐるま 北町公園をみまもる会

廃棄物減量を推進する会（ハイキー） コアラッコ・親子ひろばサポート国分寺

光パソコンの会 社会福祉法人 はらからの家福祉会

ハーモニカ同好会「ふくの会」 ひまわりの会

！ジーンズ

本多連合町会 国分寺障害者団体連絡協議会

老人クラブ 友愛会 都市緑化を考える会

主なニードは、外出同行（バスハイク、旅行、お祭り等）、話し相手、趣味活動の補助、

季節行事等へのイベントボランティア（マジック、楽器演奏、南京玉すだれ）等。

施設・団体ニード 件（継続 件、単発 件、その他 件）

個人ニード 件（継続 件、単発 件、その他 件）

（４）ボランティア団体・個人ボランティアの育成・指導、相談・助言 

ボランティア活動団体に対し活動継続・展開・会員加入等の助言・協力をするとともに、

個人ボランティアに対してボランティア活動原則・注意事項の説明および相談・助言を随時

行いました。「ボランティア情報提供カード」の提出者は、７７名。

（５）「ボランティア活動センターこくぶんじ会議室」の貸出 

ボランティア・市民活動支援の一環として、会議室Ａ・Ｂを登録団体や市民活動団体等に

貸出ししました。会議室Ａは、定員 名。会議室Ｂは、定員 名。

【平成３０年度会議室利用状況】

月 
貸出団体 

合計件数 
登録団体 福祉関係団体 社協関係 

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

総計 ３６９ １０ ９５ ４７４ 

（６）ボランティア保険等の加入促進 （総加入者数 3,207名） 

安心安全にボランティア活動を行うために、ボランティア保険の加入を促すとともに、受付

業務を行いました。国分寺市在住者及び学生であり市内活動者のボランティアの活動を支援

するために、ボランティア保険の掛金に対し 円を本会で補助しました。

また、東京都社会福祉協議会の行事保険を 件、当日参加対応型行事保険を 件受付

しました。

【平成３０年度ボランティア保険プラン別加入状況】 

加入月 

基本コース 天災コース 

加入者総数 A 

プラン 

B 

プラン 

C 

プラン 

A 

プラン 

B 

プラン 

C 

プラン 
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№ 登録団体名 №

No 

登録団体名 

東元町明寿会 国分寺語りの会

高木長寿会
（一社）日本スポーツ吹矢協会

国分寺市スポーツ吹矢協会

ＮＰＯ法人 ＮＰＯ研修・情報センター 緑と自然を育てる会

富士本一二三会 日吉町町内会

かたぐるまの会 国分寺社会福祉士会

おはなしトレイン 赤ちゃんからのえいごあそび

ひかり新幹線 おやじの会 さつきの会

国分寺子どもクラブ こくぶんじ成年後見を考える会

国分寺市赤十字奉仕団 法人 視覚障がい者ネットワーク

コトリナミズモリ団 国分寺文化財愛護の会

共益東長寿会 ははがよむ

一般社団法人 国分寺きずな塾 防災まちづくり２７会

法人 日本セラピスト普及協会 内藤・日吉地域連合防災会

社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協

会 クラブかたつむり

国分寺市立もとまち地域センター利用者

協議会

デイオアシスまほろば

みんなで歩こう会 ※（一社）一粒福祉会 デイオアシス まほろば

デイオアシスまほろば
ここねっとナイン ※特定非営利活動法人 成年後見ウィル

傾聴ボランティアグループ かたらい ※車いすテニスの会 実行委員会

リカバリーキャラバン隊 ※サロンロカヒ

日本スポーツ吹矢協会国分寺支部 ※もとまち書道会

国分寺みどりの会 ※美しい用水の会

国分寺市北町地域センター利用者連絡会 ※ペーパークラフトの会

国分寺市障害者福祉を進める会 ※恋ヶ窪アミーゴ

国分寺市西町プラザ利用者協議会 ※ニコトコ製作所

法人 介護サポーターズ国分寺

（８）「登録団体連絡会」の開催 

登録団体間の情報交換や連携強化を目的とした「登録団体連絡会」を 回開催しました。

日 時（会場） 内  容 参加者数 

第 回登録団体連絡会

平成 年 月 日（金）

時間： ～

場所：国分寺労政会館

第四会議室

・ボランティア活動センター平成 年度職員体

制、平成 年度事業報告、平成 年度事業

計画、平成 年度ここねっと推進助成事業他

・ミニ講座『改めて知るボラセンの役割・活用の

しかた』 講師：枝見太朗 氏

・団体交流タイム

団体
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第 回登録団体連絡会

平成 年 月 日（火）

時間：① ～ ０

② ～

場所：

①福祉センター第 会議室

②本町南町地域センター

・継続更新案内、 年度ここねっと推進助成

事業説明および平成 年度報告、ホームペー

ジ及びメールマガジン掲載、チラシ配架のボラセ

ン活用、広報物作成時お願い

・ボランティア保険・行事保険について

合計

団体

①

②

（９）活動機材・備品・図書の貸し出し（地域ふれあい備品） 

自治会・町内会や登録ボランティア団体等を対象に、地域のふれあい活動やボランティア

活動に必要な備品・器材の貸出を行いました。貸出件数 件（貸出備品個数 個）

【主な貸出機材】

ポップコーン機（ 機）、綿菓子機（ 機）、かき氷機（ 機）、着ぐるみ（ 体）、簡易テント（ 張）、

発電機（ 機）、プロジェクター（ 機）、スクリーン（ 台）等

２．ボランティア・市民活動情報の収集・発信 

（１）「ボランティア活動センターこくぶんじだより」の発行（「ふくし７・８面」に掲載） 

本会広報誌「ふくし」の ・ 面に、「ボランティア活動センターこくぶんじだより」として

ボランティア情報を掲載し、市民への啓発として活用しました。年 回発行。市内全戸配布。

（２）「ボラセン情報紙ボランティアクラブ」Web版の発行 

「 夏体験ボランティア」・「ここねっと推進助成事業（後期分）」・「ガイドブック」・「イ

エノウエノここねっと」の活動や情報等を、ボランティア活動センターこくぶんじのホーム

ページに「ボラセン情報誌 ボランティアクラブ 版」として掲載しました。幅広い読者

をターゲットに、広報紙「ふくし」を補完する形で、タイムリーな情報提供を心掛けました。

（３）「ボランティア活動ガイドブック 2018 ようこそ！ボランティアの家へ」の発行 

ボランティア活動センターの事業紹介、国分寺市内のボランティア受け入れ施設や団体、

ボランティア活動センター登録団体、いきいきふれあいサロンを紹介したガイドブックと

して「ようこそ！ ボランティアの家へ」を 部発行しました。

掲載団体数は、受け入れ施設・団体： ヵ所、登録団体： 団体、いきいきふれあい

サロン： 団体、イベントボランティア： 団体。

（４）ホームページを活用したボランティア情報の発信・提供 

ボランティア活動センターこくぶんじのホームページを開設し、ボランティア活動の啓発、

情報提供を行うとともに、問合せや要望にお応えしました。また、登録団体が自由に書き込

みのできるシステムを活用いただき、活動を支援しました。

＊ホームページ URL http://www.ko-shakyo.or.jp/vc/  

＊ブログ「ボランティア活動センターこくぶんじの職員日記」 

     http://blog.canpan.info/kokubunjivc/ 

＊メールマガジンの発行（隔週水曜日配信、登録者数 362名） 

＊公式 Twitter（＠kokubunji_vc） 

 

№ 登録団体名 №

No 

登録団体名 

東元町明寿会 国分寺語りの会

高木長寿会
（一社）日本スポーツ吹矢協会

国分寺市スポーツ吹矢協会

ＮＰＯ法人 ＮＰＯ研修・情報センター 緑と自然を育てる会

富士本一二三会 日吉町町内会

かたぐるまの会 国分寺社会福祉士会

おはなしトレイン 赤ちゃんからのえいごあそび

ひかり新幹線 おやじの会 さつきの会

国分寺子どもクラブ こくぶんじ成年後見を考える会

国分寺市赤十字奉仕団 法人 視覚障がい者ネットワーク

コトリナミズモリ団 国分寺文化財愛護の会

共益東長寿会 ははがよむ

一般社団法人 国分寺きずな塾 防災まちづくり２７会

法人 日本セラピスト普及協会 内藤・日吉地域連合防災会

社会福祉法人 東京聴覚障害者福祉事業協

会 クラブかたつむり

国分寺市立もとまち地域センター利用者

協議会

デイオアシスまほろば

みんなで歩こう会 ※（一社）一粒福祉会 デイオアシス まほろば

デイオアシスまほろば
ここねっとナイン ※特定非営利活動法人 成年後見ウィル

傾聴ボランティアグループ かたらい ※車いすテニスの会 実行委員会

リカバリーキャラバン隊 ※サロンロカヒ

日本スポーツ吹矢協会国分寺支部 ※もとまち書道会

国分寺みどりの会 ※美しい用水の会

国分寺市北町地域センター利用者連絡会 ※ペーパークラフトの会

国分寺市障害者福祉を進める会 ※恋ヶ窪アミーゴ

国分寺市西町プラザ利用者協議会 ※ニコトコ製作所

法人 介護サポーターズ国分寺

（８）「登録団体連絡会」の開催 

登録団体間の情報交換や連携強化を目的とした「登録団体連絡会」を 回開催しました。

日 時（会場） 内  容 参加者数 

第 回登録団体連絡会

平成 年 月 日（金）

時間： ～

場所：国分寺労政会館

第四会議室

・ボランティア活動センター平成 年度職員体

制、平成 年度事業報告、平成 年度事業

計画、平成 年度ここねっと推進助成事業他

・ミニ講座『改めて知るボラセンの役割・活用の

しかた』 講師：枝見太朗 氏

・団体交流タイム

団体
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３．講座の開催 

（１）「ボランティア講座」の開催 

東京経済大学 の新入生を対象としたボランティア講座や高齢者・障がい者の外出時

の付添いボランティア発掘のための講座を開催しました。

日 時 内 容 会 場 参加者 

平成 年 月 日（火）

： ～ ：

東京経済大学 新入生向

けボランティア講座
東京経済大学 名

平成 年 月 日（土）

： ～ ：

つながる講座 ～オリ・パラを

機会に国分寺でできるボランテ

ィアを考えよう～

ボランティア活

動センターこく

ぶんじ

名

（２）「傾聴ボランティアグループ」の支援 

平成 年度から 年度に実施した「傾聴ボランティア養成講座」修了生の有志で結成

した「傾聴ボランティアグループかたらい」が、市内の高齢者施設を中心に傾聴ボランティ

ア活動を実践しました。毎月第 火曜日の定例会に職員 名がサポートとして参加した他、

施設への同行訪問や連絡調整等を行いました。

４．連絡調整活動・ボランティア関係連絡会・研修会等への参加 

（１）「区市町村ボランティア・市民活動センター長会議」（6/20、2/8） 

（２）「区市町村ボランティア・市民活動推進事務局連絡会議」（4/24、7/11、10/17） 

（３）北多摩西部ブロックボランティア担当職員連絡会（5/31、9/11、10/2、11/22、2/4） 

北多摩西部ブロック（国立、立川、国分寺、東大和、武蔵村山、昭島）社会福祉協議会

のボランティア担当者会議を、武蔵村山市社協が幹事として開催。職員 名が参加。

また、北多摩西部ブロック幹事会との合同で研修会を開催。（ ）

（４）その他の会議・研修会等への出席（一部再掲） 

○ 地域ケア会議（ 、 、 ）

○ 小地域ケア会議【東部地区】（ 、 ）

○ 小地域ケア会議【西部地区】（ 、 ）

○ 生活支援介護予防・サービス整備推進会議（ 、 、 、 ）

打合せ日（ 、 、 、市民フォーラム（ ）

○ 高齢者見守り訪問窓口連絡会（ 、 、 、 、 、 ）

○ 泉町・西恋ヶ窪・東戸倉地区地域懇談会（包括こいがくぼ主催）（ 、 ）

○ キャラバンメイト連絡会（ 、 ）・認知症サポーター養成講座（ ）

○ 中間支援組織スタッフのための支援力アップ塾企画・評価委員会（ 、 ）

○ 国分寺市校長会（ 、 、 ）

○ 学校安全連絡会（ ）

○ 国分寺地区連絡協議会（四者協）（ ）

○ 公民館運営審議会（ 、 、 、 、 、 、 、 、

、 ）

ワーキンググループ作業（ 、 、 、 、 、 ）
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○ ボランティア保険説明会（ ）、夏ボラ編（ ）

○ 東恋ヶ窪六丁目支援会（ ）

○ 地区防災計画発表会（ ）

○ 愛媛支援プロジェクト（中間報告会： 、実施報告会： ）

○ 地域づくりをすすめるコーディネーター連絡会（ 、 ）

○ 地域公益活動推進のための地域ネットワーク化に関する区市町社協情報交換会（ ）

○ ホームタウン共創力アッププログラム（ 、 、 ）

○ 地域福祉コーディネーター研修

【基礎編】（ ） 【実践編】（ 、 、 、 ）

【実地研修編】（ 、 、 、 、 、 、 ）

○ 支援力アップ塾ステップアップ編（ ）

（５）「国分寺市障害者団体連絡協議会企画実行委員会」への参加 

国分寺市障害者団体連絡協議会が、市内在住の障がいのある方々の親睦と交流を目的に実施

する「バスハイク」と「お楽しみ運動会」のボランティア・コーディネートのため担当職員

が企画実行委員会（ 、 、 、 、 、 ）に参加しました。

日  程 行事名 内  容 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ調整 

平成 年 月 日（土） バスハイク 山梨 富士山五合目＆忍野八海 名

平成 年 月 （土） お楽しみ運動会 国分寺市民スポーツセンター 名

（６）「こくぶんじ市民活動センター」との協働 

協働コミュニティ課と情報交換会を行いました。（ 、 、 、 ）

その他、こらぼＤＥサロン（ ）へ職員 名が、活動団体向け講座 回目（ ）

へ職員 名が、活動団体向け講座 回目（ ）へ職員 名が参加しました。

５．児童・生徒・学生へのボランティア活動普及及び推進 

（1）「福祉学習会」への協力 

国分寺市内の小・中学校の総合的学習の一環として、学校等からの依頼に対し、ボランティ

アや登録団体の協力を得ながら、下表のとおりふくし体験プログラムを行いました。小中学

校校長会に出席し、プログラムの を行いました。また、市内施設や法人、市内の企業か

らの相談を受け、職員研修に協力しました。

№ 学 校 
学

年 
実施日 校時 分野 内 容 

第一小学校 （月） ～ 障害
視覚障害者の話と

サポート等体験

第二小学校

（火） ～ 障害 点字体験

（木） ～ 障害 手話体験

第三小学校 （木） ～ 高齢 高齢者疑似体験

３．講座の開催 

（１）「ボランティア講座」の開催 

東京経済大学 の新入生を対象としたボランティア講座や高齢者・障がい者の外出時

の付添いボランティア発掘のための講座を開催しました。

日 時 内 容 会 場 参加者 

平成 年 月 日（火）

： ～ ：

東京経済大学 新入生向

けボランティア講座
東京経済大学 名

平成 年 月 日（土）

： ～ ：

つながる講座 ～オリ・パラを

機会に国分寺でできるボランテ

ィアを考えよう～

ボランティア活

動センターこく

ぶんじ

名

（２）「傾聴ボランティアグループ」の支援 

平成 年度から 年度に実施した「傾聴ボランティア養成講座」修了生の有志で結成

した「傾聴ボランティアグループかたらい」が、市内の高齢者施設を中心に傾聴ボランティ

ア活動を実践しました。毎月第 火曜日の定例会に職員 名がサポートとして参加した他、

施設への同行訪問や連絡調整等を行いました。

４．連絡調整活動・ボランティア関係連絡会・研修会等への参加 

（１）「区市町村ボランティア・市民活動センター長会議」（6/20、2/8） 

（２）「区市町村ボランティア・市民活動推進事務局連絡会議」（4/24、7/11、10/17） 

（３）北多摩西部ブロックボランティア担当職員連絡会（5/31、9/11、10/2、11/22、2/4） 

北多摩西部ブロック（国立、立川、国分寺、東大和、武蔵村山、昭島）社会福祉協議会

のボランティア担当者会議を、武蔵村山市社協が幹事として開催。職員 名が参加。

また、北多摩西部ブロック幹事会との合同で研修会を開催。（ ）

（４）その他の会議・研修会等への出席（一部再掲） 

○ 地域ケア会議（ 、 、 ）

○ 小地域ケア会議【東部地区】（ 、 ）

○ 小地域ケア会議【西部地区】（ 、 ）

○ 生活支援介護予防・サービス整備推進会議（ 、 、 、 ）

打合せ日（ 、 、 、市民フォーラム（ ）

○ 高齢者見守り訪問窓口連絡会（ 、 、 、 、 、 ）

○ 泉町・西恋ヶ窪・東戸倉地区地域懇談会（包括こいがくぼ主催）（ 、 ）

○ キャラバンメイト連絡会（ 、 ）・認知症サポーター養成講座（ ）

○ 中間支援組織スタッフのための支援力アップ塾企画・評価委員会（ 、 ）

○ 国分寺市校長会（ 、 、 ）

○ 学校安全連絡会（ ）

○ 国分寺地区連絡協議会（四者協）（ ）

○ 公民館運営審議会（ 、 、 、 、 、 、 、 、

、 ）

ワーキンググループ作業（ 、 、 、 、 、 ）
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第三小学校

（木） ～ 高齢 高齢者疑似体験

（水） ～ 障害 点字体験

（木） ～ 障害 手話体験

第四小学校

（火） ～ 障害 車いす体験

（金） ～ 地域福祉
ボランティア活動

センターの紹介

第五小学校

（金） ～ 障害 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾃﾆｽ体験

（月） ～ 障害
視覚障害者の話と

サポート等体験

（金） ～ 障害 点字体験

（木） ～ 障害 手話体験

第六小学校

（木） ～ 障害 車いす体験

（金） ～ 障害 手話体験

（月） 障害 視覚障がい者の話

第八小学校 （火） ～ 障害 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾃﾆｽ体験

第九小学校
（木） ～ 高齢 手話体験

（金） ～ 障害 高齢者疑似体験

第十小学校
（木） ３～ 障害 手話体験

（火） ～ 障害 点字体験

民生児童委員協議会

（障害者部会）
（金） ～ 障害 車いす体験

武蔵国分寺公園 （木 ～ 障害 高齢者疑似体験

協力：点字あゆみの会、手話サークル国分寺、国分寺市聴覚障害者協会、 法人視覚障が

い者ネットワーク コトリナ、東京経済大学ボランティアグループ 、田村繁さん

（2）「2018 夏体験ボランティア」の実施 

夏休みを利用してボランティア活動を体験し、自分や家族が住んでいる地域社会や福祉への

理解・関心を高め、社会参加への意欲を高めることを目的として開催。 回開催した説明会

に 名の参加がありました。昨年に引き続き、東京経済大学の地域連携室内において説明

－ 35 －



会を開催しました。

新しい取り組みとしては、東京都立国分寺高等学校からの依頼で出張説明会を、国分寺市立

第二中学校からの依頼で校内放送による夏体験ボランティアの紹介を行いました。なお、体

験ボランティア参加者は、期間中 日以上のボランティア活動を行いました。

参加者（体験者）は 名。延べ活動者は 名。後援 国分寺市、国分寺市教育委員会

【参加者内訳】       【男女比】        【受入れ団体・施設】 

 

 

 

 

 

 

※（ ）内の数字は昨年度の数

（3）学生ボランティア支援 

東京経済大学ボランティアサークル と連携し、大学生向けの講座の実施やシンポジウ

ムに向けての講座や打ち合わせ等を行いました。（再掲）

日  程 内  容 会 場 参加者 

平成 年 月 日（火）
東京経済大学 新入生向

け講座
東京経済大学 名

平成 年 月 日（月）
夏体験ボランティア説明会

東京経済大学 不明

平成 年 月 日（火）
夏体験ボランティア説明会

東京経済大学 不明

平成 年 月 日（月）
コーチング講座

（シンポジウムに向けて）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動ｾﾝﾀ

ｰこくぶんじ
名

平成 年 月 日（日）

第 回 事前準備会

発表テーマを決め、作業に取り

掛かる、発表順番決め

本多公民館
名

（内 名）

①平成 年 月 日（金）

②平成 年 月 日（日）

中学生作業期間

関係機関へ訪問に職員が同行

①第一中：国分寺市防災安全課

②第五中：国分寺市身体障害者

福祉協会

①市役所

②障害者ｾﾝﾀｰ
―

平成 年 月 日（土） シンポジウム 実施 リオンホール ―

 

区 分 人数 

小学生 （ ）

中学生 （ ）

高校生 （ ）

専門学校生

（ ）短期大学生

大学生

社会人 （ ）

計 （ ）

区 分 数 

障害関係 （ ）

児童関係 （ ）

高齢関係 （５）

その他 （４）

合 計

区分 人数 

男 （ ）

女 （ ）

計 （ ）

第三小学校

（木） ～ 高齢 高齢者疑似体験

（水） ～ 障害 点字体験

（木） ～ 障害 手話体験

第四小学校

（火） ～ 障害 車いす体験

（金） ～ 地域福祉
ボランティア活動

センターの紹介

第五小学校

（金） ～ 障害 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾃﾆｽ体験

（月） ～ 障害
視覚障害者の話と

サポート等体験

（金） ～ 障害 点字体験

（木） ～ 障害 手話体験

第六小学校

（木） ～ 障害 車いす体験

（金） ～ 障害 手話体験

（月） 障害 視覚障がい者の話

第八小学校 （火） ～ 障害 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾃﾆｽ体験

第九小学校
（木） ～ 高齢 手話体験

（金） ～ 障害 高齢者疑似体験

第十小学校
（木） ３～ 障害 手話体験

（火） ～ 障害 点字体験

民生児童委員協議会

（障害者部会）
（金） ～ 障害 車いす体験

武蔵国分寺公園 （木 ～ 障害 高齢者疑似体験

協力：点字あゆみの会、手話サークル国分寺、国分寺市聴覚障害者協会、 法人視覚障が

い者ネットワーク コトリナ、東京経済大学ボランティアグループ 、田村繁さん

（2）「2018 夏体験ボランティア」の実施 

夏休みを利用してボランティア活動を体験し、自分や家族が住んでいる地域社会や福祉への

理解・関心を高め、社会参加への意欲を高めることを目的として開催。 回開催した説明会

に 名の参加がありました。昨年に引き続き、東京経済大学の地域連携室内において説明
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□小地域福祉活動の展開 
１．「ここねっと」の啓発・推進 

各小学校区の特性を活かし、地域の中で横の繋がりを作れるようなイベントや情報交換の場の

開催を推進しました。組織化した１地区（「ここねっとナイン」）をはじめ、各地区で「ここね

っとプラン」への理解と参加が一層浸透しました。

また、社協の既存事業と地域で行われている行事等との連携を図るため、職員が地域のコーデ

ィネート役として市民との連携を推進しました。

（１）各地区での取り組み 

【第一小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（月）
学校朝会に参加、地域支え合い活動ボランティアを紹介、

引き続き懇談会に出席

平成 年 月 日（金） 渡り初め式に出席

平成 年 月 日（金） 地域支え合い活動懇談会に参加

その他、一小 と「地域支え合い活動ここねっと黄色の腕章」の貸与に関する書類の取交

しを行いました。

【もとまち地域会議への参加】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（土） もとまちファミリー運動会 前日準備

平成 年 月 日（日） もとまちファミリー運動会

平成 年 月 日（土） もとまち地域会議 もとまちファミリー運動会 反省会

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（日） もとまち公民館 防災シンポジウムに参加

平成 年 月 日（火） もとまちファミリー運動会 準備会

平成 年 月 日（月）
もとまちファミリー運動会について東経大クローバーとの話

し合い

平成 年 月 日（土） もとまち地域会議・もとまちファミリー運動会 準備会

 

【第二小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（金） 
ケアホームひかり利用者と地域との関わりについて児童館

と話し合い 

平成 年 月 日（火）
下校時に実施していた、ケアホームひかり利用者と地域の方

との見守り活動を朝の登校時に実施

平成 年 月 日（火） ケアホームひかり利用者の朝の見守り活動に参加
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日  程 内   容 

平成 年 月 日（水） もみじ公園井戸端会議に参加

平成 年 月 日（金）
ひかり児童館とケアホームひかりの利用者の受け入れにつ

いて担当者間の話し合い

平成 年 月 日（水） もみじ公園井戸端会議に参加 

平成 年 月 日（水） 
認知症サポーター養成講座（地域包括支援センターひかり）

打合せ

平成 年 月 日（金） ひかり児童館主催の『ひかりごはんフェス』に参加

平成 年 月 日（水） もみじ公園井戸端会議に参加

平成 年 月 日（水）
認知症サポーター養成講座（地域包括支援センターひかり）

打合せ

平成 年 月 日（水） もみじ公園井戸端会議に参加

平成 年 月 日（土） 認知症サポーター養成講座（地域包括支援センターひかり）

【第三小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（木） 「三小見守り活動」児童との顔合わせ（主催：三小） 

平成 年 月 日（火） 地域包括支援センターほんだ わが町語ろう会に参加

平成 年 月 日（水） 地域包括支援センターほんだ わが町語ろう会に参加

平成 年 月 日（土） 三小安全対策会議へ参加

平成 年 月 日（水） 地域包括支援センターほんだ わが町語ろう会に参加

平成 年 月 日（土） 第 回地域の安心・安全を考える会に参加

 

【本多公民館異世代交流事業地域会議への参加】   

日  程 内    容 

平成 年 月 日（木） 定例会

平成 年 月 日（水） 定例会

平成 年 月 日（水） 定例会

平成 年 月 日（木） 定例会

平成 年 月 日（木） 定例会

【第五小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（日） 新入学児童を祝う会

平成 年 月 日（木） 五小 年生生活科事業「昔遊び」に参加

平成 年 月 日（木） 五小新一年生保護者会に参加、地域支え合い活動を

平成 年 月 日（木） 新入学児童を祝う会の打ち合わせ

通年（第二土曜日） サロンブルーベリーの開催（権利擁護センターこくぶんじ）

□小地域福祉活動の展開 
１．「ここねっと」の啓発・推進 

各小学校区の特性を活かし、地域の中で横の繋がりを作れるようなイベントや情報交換の場の

開催を推進しました。組織化した１地区（「ここねっとナイン」）をはじめ、各地区で「ここね

っとプラン」への理解と参加が一層浸透しました。

また、社協の既存事業と地域で行われている行事等との連携を図るため、職員が地域のコーデ

ィネート役として市民との連携を推進しました。

（１）各地区での取り組み 

【第一小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（月）
学校朝会に参加、地域支え合い活動ボランティアを紹介、

引き続き懇談会に出席

平成 年 月 日（金） 渡り初め式に出席

平成 年 月 日（金） 地域支え合い活動懇談会に参加

その他、一小 と「地域支え合い活動ここねっと黄色の腕章」の貸与に関する書類の取交

しを行いました。

【もとまち地域会議への参加】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（土） もとまちファミリー運動会 前日準備

平成 年 月 日（日） もとまちファミリー運動会

平成 年 月 日（土） もとまち地域会議 もとまちファミリー運動会 反省会

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（火） もとまち地域会議

平成 年 月 日（日） もとまち公民館 防災シンポジウムに参加

平成 年 月 日（火） もとまちファミリー運動会 準備会

平成 年 月 日（月）
もとまちファミリー運動会について東経大クローバーとの話

し合い

平成 年 月 日（土） もとまち地域会議・もとまちファミリー運動会 準備会

 

【第二小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（金） 
ケアホームひかり利用者と地域との関わりについて児童館

と話し合い 

平成 年 月 日（火）
下校時に実施していた、ケアホームひかり利用者と地域の方

との見守り活動を朝の登校時に実施

平成 年 月 日（火） ケアホームひかり利用者の朝の見守り活動に参加
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【第六小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（日） 第 回六小地区なつまつりへ参加 

 

【並木の会への参加】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（土） 定例会

平成 年 月 日（土） 並木公民館まつりへ参加

平成 年 月 日（土） 定例会

平成 年 月 日（土） 定例会

平成 年 月 日（金） チョッとさきどり「クリスマス会」準備

平成 年 月 日（土） チョッとさきどり「クリスマス会」開催

平成 年 月 日（土） 定例会

【第七小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（月） 一年生を迎える会への参加

【第八小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（土） 国分寺市・高木町自治会 防災学習会に参加

【第九小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（木） はぁとふるまつり責任者会議に参加

平成 年 月 日（金） はぁとふるまつり準備

平成 年 月 日（土） はぁとふるまつり出店

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席（車いす体験を実施）

 

【ここねっとナイン】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（金） ナイン打ち合わせ

平成 年 月 日（木） ナイン 軽体操

平成 年 月 日（火） ナイン打ち合わせ
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日  程 内   容 

平成 年 月 日（土） ナイン パネルシアター・漫才

平成 年 月 日（木） ナイン打ち合わせ

平成 年 月 日（木） ナイン打ち合わせ

平成 年 月 日（日） ナイン クリスマス会

平成 年 月 日（月） ナイン打ち合わせ

平成 年 月 日（木） ナイン打ち合わせ

平成 年 月 日（土） ナイン ひなまつり

【第十小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（木） 十小新一年生保護者会へ参加（腕章について説明）

平成 年 月 日（月） 平成 年度 第 回学校運営協議会に参加

平成 年 月 日（火） 平成 年度 第 回学校運営協議会に参加

平成 年 月 日（水） 平成 年度 第 回地域懇談会に参加

平成 年 月 日（金） 平成 年度 第 回地域懇談会に参加

【新たな取り組み】

（１）「ここねっと広場」の開催 

社協法人化５０周年を迎え、改めて地域の方に社協の事業内容や役割を知っていただくとと

もに、それぞれの地域に潜在化している課題を発見・共有し、社協事業との連携や新たな人

材・仕組みづくりなどにつなげるきっかけの場とすることを目的に開催しました。

日 時 平成 年 月 日（水）午後６時３０分～８時３０分

会 場 国分寺市 プラザ リオンホール

参加者 名

内 容 １．国分寺市社協の紹介「５０周年のあゆみ」（スライド上映）

２．ここねっとについて（概要説明、新たな活動の紹介）

３．みんなで話そう！『スイミー大作戦 ！』

～自分たちの住んでいる地域についてトーク＆トーク～

（２）イエノウエノここねっと ～ワンコインランチ会～ 

見守り相談窓口ほんだ主催の「わが町語ろう会」とのコラボ企画として開始。地域の高齢者

同士、食を通じて顔見知りの関係になることを目的に開催しました。地域のレストランのご

協力を得て、気になるけれど行ったことのない、屋上テラスのカフェで食事をしたあと、交

流を図りました。

日  程 内   容 

平成 年 月 日（水） 見守り相談窓口ほんだ職員と打合せ

平成 年 月 日（水） イエノウエノカフェオーナーと打合せ

平成 年 月 日（火） 三者で今後について打合せ

平成 年 月 日（火） イエノウエノここねっと開催

平成 年 月 日（水） イエノウエノここねっと開催

平成 年 月 日（水） イエノウエノここねっと開催

【第六小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（日） 第 回六小地区なつまつりへ参加 

 

【並木の会への参加】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（土） 定例会

平成 年 月 日（土） 並木公民館まつりへ参加

平成 年 月 日（土） 定例会

平成 年 月 日（土） 定例会

平成 年 月 日（金） チョッとさきどり「クリスマス会」準備

平成 年 月 日（土） チョッとさきどり「クリスマス会」開催

平成 年 月 日（土） 定例会

【第七小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（月） 一年生を迎える会への参加

【第八小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（土） 国分寺市・高木町自治会 防災学習会に参加

【第九小学区での動き】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（木） はぁとふるまつり責任者会議に参加

平成 年 月 日（金） はぁとふるまつり準備

平成 年 月 日（土） はぁとふるまつり出店

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席

平成 年 月 日（火） 九小防犯・防災委員会に出席（車いす体験を実施）

 

【ここねっとナイン】 

日  程 内   容 

平成 年 月 日（金） ナイン打ち合わせ

平成 年 月 日（木） ナイン 軽体操

平成 年 月 日（火） ナイン打ち合わせ

－ 40 －



（３）イエノウエノここねっと ～カフェミーティング～ 

高齢者向けのワンコインランチ会で、積極的に関わろうとする方がいなかったので、方向性

を変えてカフェミーティングを開催。２回目からは「子育て」をテーマに話し合いました。

日  程 内   容 

平成 年 ９月 日（木） カフェミーティング開催

平成 年 月 日（水） カフェミーティング開催

平成 年 月 日（木） カフェミーティング開催

（４）ここねっと居場所づくり『神社で春を楽しもう』 

カフェミーティングでの話しから、地域の高齢者と小さい子を抱える親子との交流の場を作

るための企画を始めました。

日  程 内   容 

平成 年 月 日（木） 本町・南町八幡神社での開催に向けての打合せ

（５）ここねっと居場所づくり『夏休みだよ！ボラベース』 

夏休みを利用して、涼しいボラセンの２階で宿題をしたり遊んだりすることを目的に、子ど

も達の居場所つくりの一環として開催しました。

開催日 平成 年 月 日（木） 日（金） 日（火） 日（木） 日（金）

日（火） 日（木） 日（金） 日（火） 日（木）

（６）ここねっと居場所づくり『書初めの練習をしよう！』 

夏休みの反省を元に、内容を具体的に「書初めの練習をしよう！」としました。小学校３年

生以上は、毛筆で書き初めの宿題がでることから申し込みが多く、３日間で延べ 名の子

どもが参加しました。習字の指導は、１日目を個人ボランティア、後半の２日間をもとまち

地域の書道会の方にご協力いただきました。

日程 平成 年 月 日（水）、 日（木）、 日（金）

（７）「光町北部自治会 絆の会」の支援 

自治会独自で行っている「見守り活動」の他に、市内で実施している見守り（防犯）や、社

協が行っているものなど、情報共有することで、会の方向性を決めていく支援として、月

回の定期連絡会へ職員 名が参加しました。

日程 平成 年 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（火）

月 日（火）平成 年 月 日（火） 月 日（火）

（８）第二小学校区見守り懇談会の開催 

絆の会の支援から、地域の見守りを行っている関係者の連携、顔合せの場が必要との声があ

り、第二小学校との共催で地域懇談会を開催。 や見守り活動をしている各団体からも

参加があり、お互いに現状を知ることができました。

（９）第二小学校区放課後子どもプラン関係支援 

二小の放課後子どもプランに関わっている方が高齢になり、代わりの人を探して欲しいと言

う依頼から始まり、取り纏めるコーディネーターもいなかったので、地域で活動している方

を紹介し、 年度よりコーディネーターとして活動してもらえるようにつなぎました。

日  程 内   容 

平成 年 月 日（土） 第二小学校区見守り懇談会の開催
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（10）「メープル恋ヶ窪」入居者支援 

見守り相談窓口ほんだ主催の「個別支援会議」をきっかけとして、アパートの住人全体を支

援する形で自然にその人も見守ることができるよう、アパートの共同風呂の利用方法に絡め

た懇談の場を大家さんや関係機関と一緒に設けました。その後、入居者からの希望により、

地域内の老人会のご協力をいただき麻雀の会を実施しました。

（11）「ボランティアステーション」の設置 

車いすステーションや募金箱、イベント等のチラシの配架やポスターの掲示など、本会事業

の趣旨にご賛同いただいている市内の各協力店や事業所、個人宅等を「ボランティアステー

ション」と総称して、市民への周知・啓発を行いました。（協力店：延べ ヶ所）

（12）「国分寺市学校安全連絡会」への出席 

国分寺市、国分寺市教育委員会主催により平成３１年２月４日（月）に開催された「国分寺

市学校安全連絡会」に職員が出席し、子どもの見守り活動を中心に、学校・地域・行政・関

係機関等の間での情報提供・情報共有を行いました。

２．「ひとり暮らし高齢者等地域交流会」 

（１）「ひとり暮らし高齢者等地域交流会」の実施 

ひとり暮らし高齢者等と地域住民とのふれあいを深め、ともに支え合う住民主体のまちづ

くりを目的に、国分寺市の補助事業として、各地区 ～ 回の茶話会や会食を通じた交流

会などを実施しました。また、異世代間の交流や警察署、消防署からの情報提供などもあわ

せて行いました。市内 地区で年間延べ 回開催し、計 名が参加しました。

【平成３０年度地域交流会地区別実施回数・参加人数】       （単位：名） 

地域交流会名 地   区 実施回数 参 加 者 ボ ラ ン テ ィ ア その他 合計 

さ つ き 会 東元町・南町

あ ず ま 会 本町・本多

こいがくぼ会 東恋ヶ窪 ～ 丁目

きたこい会 東恋ヶ窪 ～ 丁目

い ず み 会 西元町・西恋ヶ窪・泉町

むらさき会 戸倉

日  程 内   容 

平成 年 月 日（木） 放課後子どもプラン役員ＰＴＡとの話し合い

平成 年 月 日（月） 放課後子どもプラン役員ＰＴＡとの話し合い

平成 年 月 日（月） コーディネーター調整・顔合わせ

平成 年 月 日（月） コーディネーターとＰＴＡとの話し合いに参加

日  程 内   容 

平成 年 月 日（水） 個別支援会議に参加（包括ほんだ主催）

平成 年 月 日（火） メープル恋ヶ窪懇談会打合せ

平成 年 月 日（月） メープル恋ヶ窪懇談会開催

平成 年 月 日（水） 麻雀会実施

（３）イエノウエノここねっと ～カフェミーティング～ 

高齢者向けのワンコインランチ会で、積極的に関わろうとする方がいなかったので、方向性

を変えてカフェミーティングを開催。２回目からは「子育て」をテーマに話し合いました。

日  程 内   容 

平成 年 ９月 日（木） カフェミーティング開催

平成 年 月 日（水） カフェミーティング開催

平成 年 月 日（木） カフェミーティング開催

（４）ここねっと居場所づくり『神社で春を楽しもう』 

カフェミーティングでの話しから、地域の高齢者と小さい子を抱える親子との交流の場を作

るための企画を始めました。

日  程 内   容 

平成 年 月 日（木） 本町・南町八幡神社での開催に向けての打合せ

（５）ここねっと居場所づくり『夏休みだよ！ボラベース』 

夏休みを利用して、涼しいボラセンの２階で宿題をしたり遊んだりすることを目的に、子ど

も達の居場所つくりの一環として開催しました。

開催日 平成 年 月 日（木） 日（金） 日（火） 日（木） 日（金）

日（火） 日（木） 日（金） 日（火） 日（木）

（６）ここねっと居場所づくり『書初めの練習をしよう！』 

夏休みの反省を元に、内容を具体的に「書初めの練習をしよう！」としました。小学校３年

生以上は、毛筆で書き初めの宿題がでることから申し込みが多く、３日間で延べ 名の子

どもが参加しました。習字の指導は、１日目を個人ボランティア、後半の２日間をもとまち

地域の書道会の方にご協力いただきました。

日程 平成 年 月 日（水）、 日（木）、 日（金）

（７）「光町北部自治会 絆の会」の支援 

自治会独自で行っている「見守り活動」の他に、市内で実施している見守り（防犯）や、社

協が行っているものなど、情報共有することで、会の方向性を決めていく支援として、月

回の定期連絡会へ職員 名が参加しました。

日程 平成 年 月 日（木） 月 日（木） 月 日（金） 月 日（火）

月 日（火）平成 年 月 日（火） 月 日（火）

（８）第二小学校区見守り懇談会の開催 

絆の会の支援から、地域の見守りを行っている関係者の連携、顔合せの場が必要との声があ

り、第二小学校との共催で地域懇談会を開催。 や見守り活動をしている各団体からも

参加があり、お互いに現状を知ることができました。

（９）第二小学校区放課後子どもプラン関係支援 

二小の放課後子どもプランに関わっている方が高齢になり、代わりの人を探して欲しいと言

う依頼から始まり、取り纏めるコーディネーターもいなかったので、地域で活動している方

を紹介し、 年度よりコーディネーターとして活動してもらえるようにつなぎました。

日  程 内   容 

平成 年 月 日（土） 第二小学校区見守り懇談会の開催
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地域交流会名 地   区 実施回数 参 加 者 ボ ラ ン テ ィ ア その他 合計 

す み れ 会 日吉町・内藤

さ さ の 会 東戸倉

たちばな会 新町・並木町・北町

ふれあい会 富士本・光町・高木町・西町

合  計  ６２ 1,062 ７２６ 364 2,152 

 （２）「地域交流会連絡員会議」の開催 

ボランティアと社協との連携を図るため、各地区の連絡員・会計との連絡会を年 回開催し、

社協からの情報提供や各地区との情報交換等を行いました。

日 程 、 、 ５

３.「車いすステーション」の設置・貸出 

近所で気軽に車いすをご利用いただけるように、市内の事業所等のご協力で「車いすステーシ

ョン」を市内 カ所に設置しました。平成 度の貸出件数は、延べ 件。

【平成３０年度車いすステーション一覧】                  ※印は、平成３０年度に閉所 

№ ステーション名 町 名 

すぎもと米店

東元町訪問介護 ことり

もとまち公民館

リハセンターにんじん・健康の駅
西元町

特定非営利活動法人 すまいる

らくだ デイサービス

南 町地域生活支援センター プラッツ

日之出屋寝具店

セブン‐イレブン西国分寺駅前店
泉 町

アマネシ酒店

深田記念館

本 町

イエノウエノカフェ

たけむら整形外科

須田珠算塾 須田宅 ※

ケア・センターやわらぎ国分寺

三多摩医療生活協同組合 国分寺診療所

行政書士 石井法務事務所

本 多医療法人社団 清浩会 杉山歯科医院

プライム ふく福

有限会社 アワーズ

東恋ヶ窪社会福祉法人 浴光会 あじさい苑

東恋ヶ窪 丁目自治会（坂本宅）
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№ ステーション名 町 名

国分寺東恋ヶ窪四郵便局

東恋ヶ窪東恋ヶ窪 丁目自治会（小林宅）

北の原地域センター

有限会社 宮寺酒店 西恋ヶ窪

特定非営利活動法人 暖家 東戸倉

山村宅 ※
戸 倉

社会福祉法人 けやきの杜 小規模多機能むさし

社会福祉法人 幹福祉会 国分寺事業部ヘルプ協会国分寺

日吉町権利擁護センターこくぶんじ

桔梗の会

クラブ かたつむり
内 藤

ナイトウ果樹園

新町地区連合自治防災会（鶴田宅）

新 町新町地区連合自治防災会（小林宅）

株式会社 エム・エス・シー国分寺支援センター

曹洞宗 妙法寺 北 町

コミュニティーストア かしや ※

並木町デイサービス カーム・なみき

特定非営利活動法人 国分寺ハンディキャブ運営委員会

ホワイト急便光町店 光 町

高島屋 原田酒店

高木町織田島酒店

にしまち歯科

けやき台分譲団地管理組合

西 町弁天町内会（宮下宅 元グリコ牛乳販売店）

マツヤ ※

 

４．「車いす貸与事業」の実施 

障がい、高齢、疾病、傷害等で車いすの必要な方に、通院、外出等日常生活の利便を図るため、

無償で車いすを貸し出しました。平成 年度貸出件数は、延べ 件

（内訳：社協事務局 件、ボランティア活動センター 件、車いすステーション 件）

 

５．「いきいきふれあいサロン」活動支援 

高齢者や障がい者等が孤立することを予防し、小地域福祉活動の活性化を図ることを目的とし

て、相互の交流やふれあいの場を運営する「いきいきふれあいサロン」の支援を行いました。

地域交流会名 地   区 実施回数 参 加 者 ボ ラ ン テ ィ ア その他 合計 

す み れ 会 日吉町・内藤

さ さ の 会 東戸倉

たちばな会 新町・並木町・北町

ふれあい会 富士本・光町・高木町・西町

合  計  ６２ 1,062 ７２６ 364 2,152 

 （２）「地域交流会連絡員会議」の開催 

ボランティアと社協との連携を図るため、各地区の連絡員・会計との連絡会を年 回開催し、

社協からの情報提供や各地区との情報交換等を行いました。

日 程 、 、 ５

３.「車いすステーション」の設置・貸出 

近所で気軽に車いすをご利用いただけるように、市内の事業所等のご協力で「車いすステーシ

ョン」を市内 カ所に設置しました。平成 度の貸出件数は、延べ 件。

【平成３０年度車いすステーション一覧】                  ※印は、平成３０年度に閉所 

№ ステーション名 町 名 

すぎもと米店

東元町訪問介護 ことり

もとまち公民館

リハセンターにんじん・健康の駅
西元町

特定非営利活動法人 すまいる

らくだ デイサービス

南 町地域生活支援センター プラッツ

日之出屋寝具店

セブン‐イレブン西国分寺駅前店
泉 町

アマネシ酒店

深田記念館

本 町

イエノウエノカフェ

たけむら整形外科

須田珠算塾 須田宅 ※

ケア・センターやわらぎ国分寺

三多摩医療生活協同組合 国分寺診療所

行政書士 石井法務事務所

本 多医療法人社団 清浩会 杉山歯科医院

プライム ふく福

有限会社 アワーズ

東恋ヶ窪社会福祉法人 浴光会 あじさい苑

東恋ヶ窪 丁目自治会（坂本宅）
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【平成３０年度登録サロン一覧】                  ※印は新規登録サロン 

№ サロン名 実施地区 No サロン名 実施地区 

１ いきいき クラブ 泉 町 きたのはらふれあいサロン 東恋ヶ窪

認知症高齢者を支える家族の会

「きさらぎ会」
泉町他 オパール料理同好会 戸 倉

いきいきサロン「よっこら処」 東恋ヶ窪 プレイセンターピカソ 北 町

えんがわ
日吉町 一般社団法人（非営利型）

プレイセンター小さな森
東元町他

泉 町 鷹の台グループ 北 町

フォローアップ№ 泉 町 ※ひまわり 東元町他

つくしサロン 西 町 ※ひょうたん島サロン 本 多

いきいきけやきサロン 西 町 ※南町 丁目グループ 南 町

 

６．「自治会・町内会等支援事業」の実施 

自治会・町内会や団体会員等に対し、備品の貸出事業を行いました。

□ここねっと推進助成事業 

「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」の翌年度使用分を活用し、国分寺市内で地域福祉活動の

推進を目的に、ここねっとプランを意識した地域福祉活動に取り組んでいるボランティアグルー

プや市民活動団体等に対し、事業に要する経費の助成を行いました。社協だより「ふくし」への

掲載、ホームページ上に実施要綱およびパンフレットを掲載した他、公民館等へのポスターの配

布、登録団体および関係団体への案内送付等による一般公募を行いました。

申請団体は、ボランティア活動センターこくぶんじに団体登録することを必須としました。

説 明 会

（申請団体は参加必須）

【前期】 （ ）、 （ ）

【後期】 ～ の間

申請受付期間

（立ち上げ費は随時申請可）

【前期】 ～

【後期】 ～

助成金審査会
【前期】 【後期】 【臨時】

【持ち回り協議】

 

＜助成内容＞ 

助成区分 上限額 自主財源 対   象 

日常活動費 万円 各種法人：

その他：

年間を通して日常的に（原則月 回以上）実施す

る地域福祉活動事業

イベント費 万円 原則として一回で完結する地域福祉活動事業。

立ち上げ費 万円 なし 立ち上げ 年未満の団体が運営に必要とする費用
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（ ）日常活動費（計 件 円）

№ 団体名 事業名 決定金額（円） 

緑と自然を育てる会
姿見の池における生物多様性の象徴とし

ての平家ボタルのホタルの復活

東京学芸大学 地域子ども会

活動ｻｰｸﾙ むぎのこ 国分寺班

子どもたちが楽しく遊ぶことのできる場

の提供事業

マジックサークル木曜会 マジックによる地域交流活動

きたのはらふれあいサロン 地域の絆づくりと支え合いの場づくり

コアラッコ親子の広場サポー

ト国分寺
コアラッコ

光パソコンの会 パソコン相談室

ガールスカウト東京都第 団 ガールスカウト東京都第 団

プレイセンターピカソ
乳幼児とその家族が安心して遊べる場を

親が自主運営する事業

ははがよむ

子どもを持つ母親が本を通して“私に還

る”時間を持つことでリフレッシュし、

読書週間を広げるための活動

いきいきけやきサロン いきいきけやきサロン

声のミニコミ誌“こだま”
視覚障碍者へテープによるミニコミ誌作

成

ひまわりの会 介護予防体操

ここねっとナイン 情報交換の場を提供し異世代交流事業

いきいき ・ クラブ 健康体操

英語を通じての親子交流

特定非営利活動法人

ひょうたん島

音楽療法と「ことば・リズム・からだ」

を意識する活動を通して地域生活を充実

する事業（名称：おんぷのまほう）

フォローアップ ｏ 健康体操・リハビリ体操

一般社団法人（非営利型）

プレイセンター小さな森
子育て支援事業

赤ちゃんからのえいごあそび

Ｐｅｅｋａｂｂｏ
親子向けのえいごあそび活動事業

いきいきサロン よっこら処 世代を超えた交流会

【平成３０年度登録サロン一覧】                  ※印は新規登録サロン 

№ サロン名 実施地区 No サロン名 実施地区 

１ いきいき クラブ 泉 町 きたのはらふれあいサロン 東恋ヶ窪

認知症高齢者を支える家族の会

「きさらぎ会」
泉町他 オパール料理同好会 戸 倉

いきいきサロン「よっこら処」 東恋ヶ窪 プレイセンターピカソ 北 町

えんがわ
日吉町 一般社団法人（非営利型）

プレイセンター小さな森
東元町他

泉 町 鷹の台グループ 北 町

フォローアップ№ 泉 町 ※ひまわり 東元町他

つくしサロン 西 町 ※ひょうたん島サロン 本 多

いきいきけやきサロン 西 町 ※南町 丁目グループ 南 町

 

６．「自治会・町内会等支援事業」の実施 

自治会・町内会や団体会員等に対し、備品の貸出事業を行いました。

□ここねっと推進助成事業 

「歳末たすけあい・地域福祉活動募金」の翌年度使用分を活用し、国分寺市内で地域福祉活動の

推進を目的に、ここねっとプランを意識した地域福祉活動に取り組んでいるボランティアグルー

プや市民活動団体等に対し、事業に要する経費の助成を行いました。社協だより「ふくし」への

掲載、ホームページ上に実施要綱およびパンフレットを掲載した他、公民館等へのポスターの配

布、登録団体および関係団体への案内送付等による一般公募を行いました。

申請団体は、ボランティア活動センターこくぶんじに団体登録することを必須としました。

説 明 会

（申請団体は参加必須）

【前期】 （ ）、 （ ）

【後期】 ～ の間

申請受付期間

（立ち上げ費は随時申請可）

【前期】 ～

【後期】 ～

助成金審査会
【前期】 【後期】 【臨時】

【持ち回り協議】

 

＜助成内容＞ 

助成区分 上限額 自主財源 対   象 

日常活動費 万円 各種法人：

その他：

年間を通して日常的に（原則月 回以上）実施す

る地域福祉活動事業

イベント費 万円 原則として一回で完結する地域福祉活動事業。

立ち上げ費 万円 なし 立ち上げ 年未満の団体が運営に必要とする費用
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No 団体名 事業名 決定金額（円） 

美しい用水の会
恋ヶ窪村分水跡地の保全整備と砂川用水

北側水路活用試行

国分寺市スポーツ吹矢協会 スポーツ吹矢体験会

恋ヶ窪アミーゴ 音楽活動による交流事業及び地域貢献事業

ペーパークラフトの会
紙ヒコーキによる地域交流・異世代交流

事業

いきいきサークル
高齢者のためのサロン（情報提供・対話

の場づくり）

防災まちづくり 会
防災講座（気候変動等にともなう大規模

災害）

国分寺市障害者福祉を進める

会

障がい者福祉の理解を進めるカレンダー

制作事業

本多連合町会

地域と中学生のコラボレーション

「地域の安全・安心を考える集い」地域

交流事業

（ ）イベント費（計 件 円）

No 団体名 事業名 決定金額（円） 

よっこら処自治会（新規） 防災訓練

国分寺語りの会 国分寺のむかしを知る

かたぐるまの会 第 回六小地区なつまつり

廃棄物減量を推進する会

（ハイキー）

小学生の総合的な学習の一環としてゲス

トティーチャーの派遣事業

ＣＨＥＥＲＳ
幼稚園ナビＢＯＯＫ「ようちえんどこに

する？」座談

国分寺市聴覚障害者協会 講演会（手話に関する講座）

ＮＰＯ法人 視覚障がい者ネ

ットワーク コトリナ
ロービジョンフェア コトリナ

（ ）立ち上げ費（計 件 円）

No 団体名 事業名 決定金額（円） 

特定非営利活動法人

成年後見ウィル

成年後見制度に関する普及啓発事業

成年後見制度啓発公開講演会

南町 丁目グループ
介護予防を目的とした を見ながら

行う筋トレ
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□「高齢者見守り訪問事業」 

国分寺市の委託を受け、市内在住の 歳以上のひとり暮らし等高齢者を対象に、孤独感の軽

減と生活状況の把握を目的として、見守りサポーター（ボランティア）が高齢者宅を訪問し、

支え合い・見守り活動を実施しました。

活動内容は、利用者の自宅での話し相手を基本に、囲碁・将棋等の趣味活動の相手、外出（散

歩・買い物等）の付添い、洗濯物の取り込み等の雑務の他、利用者が必要とする活動です。

（１）実施状況 

（２）相談状況 

新規利用相談件数 件

訪問決定件数 件

訪問中止件数 件

（中止理由は、施設入所・入院・死亡・体調不良・本人の希望が確認できない等）

（３）「高齢者見守りサポーター連絡会」の開催 

見守りサポーターの相互の連携と研修及び高齢者見守り訪問事業の理解を目的として、

連絡会を年 回開催しました。

＜第 1回 高齢者見守りサポーター連絡会＞ 

平成 年度の実施報告および平成 年度の事業説明をした後、意見交換をしました。

日 時 平成 年 月 日（火）午後 時～午後 時 分

会 場 国分寺市立福祉センター 第 会議室

参加者 サポーター： 名 高齢福祉課： 名 地域包括支援センター・見守り

相談窓口職員： 名 社協職員： 名 合計 名

内 容 委嘱状伝達、担当職員紹介、平成 年度実施報告、平成 年度事業説明、

意見交換 他

＜第 2回 高齢者見守りサポーター連絡会＞ 

平成 年度中間報告を行った後、笑いヨガに関するミニ講座を開催しました。

日 時 平成 年 月 日（火）午後 時～午後 時

会 場 国分寺市立 プラザ リオンホール（ ホール）

参加者 サポーター： 名 地域包括支援センター・見守り相談窓口職員： 名

社協職員：３名 実習生： 名 合計 名

内 容 平成 年度中間報告

ミニ講座 「笑ってごきげん」～笑いヨガ～

講 師：岡井 裕美 氏（笑いヨガティーチャー）

累計利用者数（年度途中中止者も含む） 名

年度末利用登録者数 名

訪問活動を行ったサポーター員数 名

年度末サポーター員登録者数 名

年間延べ訪問回数 回

No 団体名 事業名 決定金額（円） 

美しい用水の会
恋ヶ窪村分水跡地の保全整備と砂川用水

北側水路活用試行

国分寺市スポーツ吹矢協会 スポーツ吹矢体験会

恋ヶ窪アミーゴ 音楽活動による交流事業及び地域貢献事業

ペーパークラフトの会
紙ヒコーキによる地域交流・異世代交流

事業

いきいきサークル
高齢者のためのサロン（情報提供・対話

の場づくり）

防災まちづくり 会
防災講座（気候変動等にともなう大規模

災害）

国分寺市障害者福祉を進める

会

障がい者福祉の理解を進めるカレンダー

制作事業

本多連合町会

地域と中学生のコラボレーション

「地域の安全・安心を考える集い」地域

交流事業

（ ）イベント費（計 件 円）

No 団体名 事業名 決定金額（円） 

よっこら処自治会（新規） 防災訓練

国分寺語りの会 国分寺のむかしを知る

かたぐるまの会 第 回六小地区なつまつり

廃棄物減量を推進する会

（ハイキー）

小学生の総合的な学習の一環としてゲス

トティーチャーの派遣事業

ＣＨＥＥＲＳ
幼稚園ナビＢＯＯＫ「ようちえんどこに

する？」座談

国分寺市聴覚障害者協会 講演会（手話に関する講座）

ＮＰＯ法人 視覚障がい者ネ

ットワーク コトリナ
ロービジョンフェア コトリナ

（ ）立ち上げ費（計 件 円）

No 団体名 事業名 決定金額（円） 

特定非営利活動法人

成年後見ウィル

成年後見制度に関する普及啓発事業

成年後見制度啓発公開講演会

南町 丁目グループ
介護予防を目的とした を見ながら

行う筋トレ
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（４）講座等の開催 

 ＜高齢者見守り講座＞ 

住民同士がお互いに支え合える地域づくりが求められています。そこで、高齢者を取り

巻く現状を知ると共に、見守り活動の役割について知る機会としました。また高齢者見守

り訪問事業を紹介し、事業の周知ならびにサポーターの募集を行いました。

日 時 平成 年 月 日（水） 午後 時 分～午後 時 分

会 場 国分寺市立 プラザ リオンホール

内 容 ○『地域のつながりを紡ぐ“見守り”』

～超高齢化者社会に向けて、その準備、あなたはできていますか～

講 師：渡辺 裕一 氏（武蔵野大学 人間科学部 社会福祉学科 教授）

○『トークセッション』

進 行：渡辺 裕一 氏

見守りサポーター：碓氷 滋子 さん、柴崎 涼一 さん、黄 佩淳 さん

参加者 参加者： 名

 

（５）他機関との連携 

平成 年度より「高齢者見守り相談窓口事業」が市内６カ所（地域包括支援センター全セ

ンター） に配置されたことにより、 年目を迎えた「定期連絡会」はディスカッションを

中心とした内容に変更しました。（ボランティア活動センターは第 回と第 回を担当。）

ディスカッションを通じて、相談窓口・市・社会福祉協議会が連携し、情報共有と必要な支

援について協議する場として、隔月で開催される定期的な連絡会となりました。

開催日 、 、 、 、 、 （年 回）

内 容 ディスカッション、各機関との連携報告（ケース、会議出席等）、他

参 加 国分寺市高齢者相談室、地域包括支援センター（ ヵ所）、高齢者見守り相談

窓口（ ヵ所）、ボランティア活動センターこくぶんじ

 

（６）「見守りサポーター説明会」の開催 

平成 年度をもって国分寺市の委託事業である本事業が終了となることに伴い、平成 年

度より社会福祉協議会の独自事業として進めることとなりました。そこで、経緯と今後の展

開について、見守りサポーターの皆さんへの説明会を、 回（ 、 ）開催しました。
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《地域福祉係》 

□自立生活サポートセンターこくぶんじ 

「生活困窮者自立支援法（平成 年 月施行）」に基づき、国分寺市より生活困窮者自立支

援事業を受託し、以下の事業を実施しました。また、国分寺市より「生活安定応援事業（受験生

チャレンジ資金）」、東京都社会福祉協議会より「生活福祉資金貸付事業」を受託。さらに、本会

独自事業として、「応急援護資金貸付事業」並びに「緊急援護資金貸付事業」を実施しました。

≪所 在 地≫ 国分寺市戸倉

≪職員体制≫ センター長兼主任相談員 名、相談員 名、就労支援員 名

１．自立相談支援事業（国分寺市委託） 

相談者が抱える様々な生活上の問題に対して、相談員が相談者に寄り添い、各関係機関等と連

携を図り、自立相談支援事業を実施しました。また、離職により住宅を失った生活困窮者等に

対し、家賃相当の住居確保給付金を支給しました。

○ 新規相談者： 名（前年度比 名）

月 合計

相談受付件数 23 24 18 20 26 22 18 31 25 17 26 24 274 

内

訳 

性 

男性 13 8 9 11 11 12 8 15 11 8 10 10 126 

女性 9 15 8 9 12 8 9 13 9 7 11 12 122 

不明 1 1 1 0 3 2 1 3 5 2 5 2 26 

年

齢 

～10 代 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

20 代 2 1 0 0 2 1 0 8 4 1 1 4 24 

30 代 2 4 2 0 3 1 4 2 1 2 1 3 25 

40 代 1 1 2 3 6 5 4 5 5 1 2 3 38 

50 代 4 6 1 3 3 2 2 0 4 3 2 3 33 

60～64 歳 0 0 0 4 1 2 1 1 0 0 3 1 13 

65 歳～ 4 2 4 3 2 3 1 4 0 2 2 2 29 

不明 10 10 9 7 9 8 6 11 11 8 15 7 111 

○ 相談・支援実績：延べ 件（前年度比＋ 件）

月
支援対象

者総数
電話 来所 訪問 同行 ＦＡＸ メール 郵便

他機関

調整

カンファ

レンス
合計

（４）講座等の開催 

 ＜高齢者見守り講座＞ 

住民同士がお互いに支え合える地域づくりが求められています。そこで、高齢者を取り

巻く現状を知ると共に、見守り活動の役割について知る機会としました。また高齢者見守

り訪問事業を紹介し、事業の周知ならびにサポーターの募集を行いました。

日 時 平成 年 月 日（水） 午後 時 分～午後 時 分

会 場 国分寺市立 プラザ リオンホール

内 容 ○『地域のつながりを紡ぐ“見守り”』

～超高齢化者社会に向けて、その準備、あなたはできていますか～

講 師：渡辺 裕一 氏（武蔵野大学 人間科学部 社会福祉学科 教授）

○『トークセッション』

進 行：渡辺 裕一 氏

見守りサポーター：碓氷 滋子 さん、柴崎 涼一 さん、黄 佩淳 さん

参加者 参加者： 名

 

（５）他機関との連携 

平成 年度より「高齢者見守り相談窓口事業」が市内６カ所（地域包括支援センター全セ

ンター） に配置されたことにより、 年目を迎えた「定期連絡会」はディスカッションを

中心とした内容に変更しました。（ボランティア活動センターは第 回と第 回を担当。）

ディスカッションを通じて、相談窓口・市・社会福祉協議会が連携し、情報共有と必要な支

援について協議する場として、隔月で開催される定期的な連絡会となりました。

開催日 、 、 、 、 、 （年 回）

内 容 ディスカッション、各機関との連携報告（ケース、会議出席等）、他

参 加 国分寺市高齢者相談室、地域包括支援センター（ ヵ所）、高齢者見守り相談

窓口（ ヵ所）、ボランティア活動センターこくぶんじ

 

（６）「見守りサポーター説明会」の開催 

平成 年度をもって国分寺市の委託事業である本事業が終了となることに伴い、平成 年

度より社会福祉協議会の独自事業として進めることとなりました。そこで、経緯と今後の展

開について、見守りサポーターの皆さんへの説明会を、 回（ 、 ）開催しました。

－ 50 －



合計

○ 個別支援計画： 件（前年比 △ 件）

○ 住居確保給付金支給件数： 件（実数： 名）

○ 就労決定者数： 件

○ 「支援調整会議」の実施

担当所管課との定期的な情報交換を行い、実施報告並びに協議事項として「困難ケース検

討」「支援プラン」等。

開催日： 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

、 、 、

２．学習支援事業（国分寺市委託） 

経済的困窮などさまざまな理由により、お子さんの学習環境を整えることが困難な世帯を対象

に、無料学習塾を実施しました。また、社会的な居場所づくりの一環として、地域のイベント

への参加や交流会（アクティビティ）を企画・実施しました。

（１）無料学習塾 

小学生の部 戸倉教室：毎週土曜日（午後 時～ 時）

本町教室：毎週土曜日（午後 時～ 時）

中高生の部 戸倉教室：毎週木曜日（午後 時～ 時） ※希望者のみ

毎週土曜日（午後 時～ 時の間の 時間程度）

運 営：特定非営利活動法人 一粒の麦

〇実施状況 

月

実施回数 実人数 延べ参加者

戸倉教室 本町

教室
小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生

小学生 中高生 中高生
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○ アクティビティの実施 

日 程 名 称 協力団体等 人数

月 日（土） ランチ会 協力：ひかり児童館

月 日（土） 玄米オーガニック食堂 主催：国際ソロプチミスト国分寺 ６

月 日（土） ランチ会 協力：ひかり児童館

月 日（土） バーベキュー大会 場所：昭和記念公園

月 日（土） ランチ会 協力：ひかり児童館

月 日（土）
年生のお別れ会

ボウリング懇親会

○ 先進地区等視察 

「国分寺市立公民館学習支援事業 ジュニアサロン」を実施している 館を視察し、情報

交換等を行いました。（光公民館： 、本多公民館： 、 、恋ヶ窪公民館： ）

３．研修等への参加 

日 程 研 修 名

月 日（金） 生活困窮者自立支援法に基づく事業の従事者向け研修（基礎研修）

月 日（水）
養育困難家庭へのかかわり「子育て支援者対象研修～子どもと親の安心

と安定を願って～」

月 日（月） 平成 年度精神保健福祉研修（前期）精神科領域の疾病の理解

月 日（金）
生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者向け課題研修（自殺念慮の高

い方への支援）

月 日（火） いたばし子どもの居場所づくり活動フォーラム

計

合計

○ 個別支援計画： 件（前年比 △ 件）

○ 住居確保給付金支給件数： 件（実数： 名）

○ 就労決定者数： 件

○ 「支援調整会議」の実施

担当所管課との定期的な情報交換を行い、実施報告並びに協議事項として「困難ケース検

討」「支援プラン」等。

開催日： 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

、 、 、

２．学習支援事業（国分寺市委託） 

経済的困窮などさまざまな理由により、お子さんの学習環境を整えることが困難な世帯を対象

に、無料学習塾を実施しました。また、社会的な居場所づくりの一環として、地域のイベント

への参加や交流会（アクティビティ）を企画・実施しました。

（１）無料学習塾 

小学生の部 戸倉教室：毎週土曜日（午後 時～ 時）

本町教室：毎週土曜日（午後 時～ 時）

中高生の部 戸倉教室：毎週木曜日（午後 時～ 時） ※希望者のみ

毎週土曜日（午後 時～ 時の間の 時間程度）

運 営：特定非営利活動法人 一粒の麦

〇実施状況 

月

実施回数 実人数 延べ参加者

戸倉教室 本町

教室
小学生 中学生 高校生 小学生 中学生 高校生

小学生 中高生 中高生
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月 日（水）
生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者向け課題別研修（精神疾患抱

える方への支援）

月 日（木）
「発達障害者支援」関係機関情報交換会

事例検討 「障害のある人の ・ 問題」

月 日（金） 精神保健福祉研修「平成 年度 心神喪失者等医療観察法研修」

月 日（金）
国分寺市相談支援スキルアップ研修

『 問題』地域包括ケアシステムを考える

月 日（金） 生活困窮者自立支援法 課題別研修（発達障害）

月 日（月） 東京都家計改善支援事業従事者研修（ステップアップ）

月 日（金） 自立相談支援事業従事者研修（就労支援員）

月 日（水） 生活福祉資金貸付事業説明会（自立相談支援機関対象）

月 日（木）
教育格差の要因分析と貧困の連鎖を断ち切る学習支援の研究開発にかか

る調査報告

月 日（木） 生活困窮者自立支援制法に基づく事業者向け課題別研修 外国籍の方への支援

月 日（金） 精神保健福祉研修（後期）思春期・青年期問題研修 ネット依存

月 日（火） 生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者向け課題別研修（ひきこもり支援）

月 日（月） 子どもの学習支援事業従事者研修

月 日（木） 生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者等による事例検討会（全大会）

月 日（火）
相談支援スキルアップ研修ネットワーク研修「発達に気がかりのある子

どもと家族の実際」

月 日（月） 多重債務者研修

（会議等参加状況） 

日 程 会 議 名

月 日（水） 第 回生活困窮者自立支援法担当者会議

月 日（火） 生活保護受給者等就労自立促進事業協議会

月 日（水）
生活困窮者自立相談支援事業連絡会自立相談支援事業連絡会

第 回進行管理部会

月 日（月） 第２回生活困窮者自立支援法担当者会議

月 日（月） 第２回小地域ケア会議（東部地域）

月 日（金） 第 回高次脳機能障害関係機関連絡会

月 日（木）
生活困窮者自立相談支援事業連絡会自立相談支援事業連絡会

第 回進行管理部会

月 日（金） 第 回生活保護受給者等就労自立促進事業協議会

月 日（火） 生活困窮者自立相談支援事業連絡会自立相談支援事業連絡会

月 日（金） 民生委員児童委員協議会児童福祉部会

月 日（水） 第 回生活困窮者自立支援法担当者会議

月 日（火） 小地域ケア会議＠西部地区

月 日（金） 権利擁護センター関係機関連絡会

－ 53 －



４．事業実施説明 

日 程 団 体 名

月 日（火） 国分寺市内小中学校長会

月 日（木） 国分寺市相談支援スキルアップ研修 相談支援専門員新任研修

月 日（水） しごとセンター多摩

月２８日（火） 国分寺市 納税課

月 日（木） 障害者基幹相談支援センター

月 日（火） 地域包括支援センターなみき

月 日（金） 地域包括支援センターこいがくぼ／地域包括支援センターひよし

月 日（金） 地域包括支援センターひかり

月 日（火） 地域包括支援センターもとまち

月 日（火） 地域包括支援センターほんだ

月 日（火） 障害者就労支援センター

４．その他 

（１）生活困窮者への緊急的な食料支援の実施 

生活困窮者への緊急的な対応として「 法人セカンドハーベスト・ジャパン」を通じ

て食料支援を行った。また、家庭で余った食品の寄付を呼びかけ、食料の確保が困難な世

帯への支援に活用しました。（フードドライブ）

（支援実績） 

支 援 内 容 件 数 回 数

フードパントリーピックアップ 件 回

フードドライブ 件 ―

（２）「第 13回国分寺環境まつり」への参加（12/2） 

ごみ減量推進課と連携し「第１３回国分寺環境まつり」でフードドライブを実施しました。

□生活福祉資金、総合支援資金等の貸付（東京都社会福祉協議会委託） 

生活福祉資金は、実施主体の東京都社会福祉協議会の窓口として、他からの借入が困難な世帯

を対象に、無利子または低利子で資金を貸付け世帯の自立を図ることを目的として実施しました。

総合支援資金は、失業等により生計の維持が困難となった世帯に対し、世帯の自立を支援する

ことを目的として実施しました。緊急小口資金は、緊急かつ一時的に生計の維持が困難な場合。

不動産担保型生活資金は、不動産を担保とした生活費の貸付。臨時特例つなぎ資金は、公的給

付制度または公的貸付制度が受理され、当該給付までの貸付。

貸付対象には収入基準があり、貸付種類によっては有利子となります。

また、貸付から返済完了に至る過程で、民生委員による面接・援助活動、本会相談員による相

談支援を実施しました。

月 日（水）
生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者向け課題別研修（精神疾患抱

える方への支援）

月 日（木）
「発達障害者支援」関係機関情報交換会

事例検討 「障害のある人の ・ 問題」

月 日（金） 精神保健福祉研修「平成 年度 心神喪失者等医療観察法研修」

月 日（金）
国分寺市相談支援スキルアップ研修

『 問題』地域包括ケアシステムを考える

月 日（金） 生活困窮者自立支援法 課題別研修（発達障害）

月 日（月） 東京都家計改善支援事業従事者研修（ステップアップ）

月 日（金） 自立相談支援事業従事者研修（就労支援員）

月 日（水） 生活福祉資金貸付事業説明会（自立相談支援機関対象）

月 日（木）
教育格差の要因分析と貧困の連鎖を断ち切る学習支援の研究開発にかか

る調査報告

月 日（木） 生活困窮者自立支援制法に基づく事業者向け課題別研修 外国籍の方への支援

月 日（金） 精神保健福祉研修（後期）思春期・青年期問題研修 ネット依存

月 日（火） 生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者向け課題別研修（ひきこもり支援）

月 日（月） 子どもの学習支援事業従事者研修

月 日（木） 生活困窮者自立支援法に基づく事業従事者等による事例検討会（全大会）

月 日（火）
相談支援スキルアップ研修ネットワーク研修「発達に気がかりのある子

どもと家族の実際」

月 日（月） 多重債務者研修

（会議等参加状況） 

日 程 会 議 名

月 日（水） 第 回生活困窮者自立支援法担当者会議

月 日（火） 生活保護受給者等就労自立促進事業協議会

月 日（水）
生活困窮者自立相談支援事業連絡会自立相談支援事業連絡会

第 回進行管理部会

月 日（月） 第２回生活困窮者自立支援法担当者会議

月 日（月） 第２回小地域ケア会議（東部地域）

月 日（金） 第 回高次脳機能障害関係機関連絡会

月 日（木）
生活困窮者自立相談支援事業連絡会自立相談支援事業連絡会

第 回進行管理部会

月 日（金） 第 回生活保護受給者等就労自立促進事業協議会

月 日（火） 生活困窮者自立相談支援事業連絡会自立相談支援事業連絡会

月 日（金） 民生委員児童委員協議会児童福祉部会

月 日（水） 第 回生活困窮者自立支援法担当者会議

月 日（火） 小地域ケア会議＠西部地区

月 日（金） 権利擁護センター関係機関連絡会
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１．生活福祉資金・総合支援資金の貸付業務 

《平成 30年度貸付決定件数・決定金額・相談件数》 

相談内容 資金種別 決定件数 貸付決定額 相談件数 

生活福祉資金

生活福祉資金 円

教育支援資金 円

緊急小口資金 円

小 計 円

総合支援資金

住宅入居費 円

生活支援費 円

一時生活再建費 円

臨時特例つなぎ 円

小 計 円

不動産担保型資金 円

その他相談

離職者支援資金償還

総 合 計 円

※教育支援資金 貸付件数：貸付決定後の辞退（ 件）を含む。

 

２．貸付資金等の説明会・研修会への参加 

東京都社会福祉協議会主催の説明会や研修会に本会担当職員を派遣しました。制度の変更や事

例を基にした対応、他の市区町村社協の取り組み方法等幅広く情報交換を行いました。 

《平成 30年度研修等》 

日 程 研  修  名 

5月 21 日（月） 生活福祉資金貸付事業説明会 

7月 31 日（火） 教育支援資金研修 

9月 27 日（木） テーマ別研修（緊急小口資金） 

2月 20 日（水）       （不動産担保型生活資金） 

2月 25 日（月） 多重債務者研修 

 

□生活安定応援事業（国分寺市委託） 

１．「受験生チャレンジ支援貸付事業」 

学習塾などの費用および高校・大学受験料の貸付を無利子で行い、一定所得以下の世帯の中学

生・高校生等を支援しました。高校・大学等に入学した場合、返済は免除となります。

《貸付・相談実績》                        （金額単位：円） 

区 別
学習塾受講料 受験料 合 計 相談

件数貸付金額 件数 貸付金額 件数 貸付金額 件数

中学 年

高校 年

合 計
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月

相談・申請件数
前年度償還免除・

相談申請件数
申請件数内訳

相 談

件 数

新規来

所者数

申 請

件 数

償 還

相 談

免 除

申 請

中 高
計

塾代 受験 塾代 受験

計

２．広報 

○ 国分寺市内小・中学校長会で事業説明：

○ 社会福祉だより「ふくし」（ 号）に事業案内を掲載

○ 国分寺市報（ 号）に個別相談会（ ）の案内を掲載

○ 個別相談会の実施：年 回（① 件、② 件、③ 件）

※②③については、相談中の方にダイレクトメールにて案内

３．会議等参加実績 

日 付 会 議 名 等

月 日（月） 新年度貸付事業説明会

月 日（月） 新年度受験生チャレンジ事業説明会

 
 
□応急援護資金貸付事業（独自事業） 
本会独自の貸付事業として、他の制度からの借り入れが困難かつ生活困窮者を対象に、生計を

たてるに必要な緊急の生活費（原則として上限 円）および生活保護申請者の保護費が

支給される間のつなぎ資金（一人当たり 円）を無利子で貸付けを行いました。

相談件数 貸付件数 貸付金額 償還金額

件 件 円 円

※貸付件数には、生活保護費支給までのつなぎ資金 件を含む。

１．生活福祉資金・総合支援資金の貸付業務 

《平成 30年度貸付決定件数・決定金額・相談件数》 

相談内容 資金種別 決定件数 貸付決定額 相談件数 

生活福祉資金

生活福祉資金 円

教育支援資金 円

緊急小口資金 円

小 計 円

総合支援資金

住宅入居費 円

生活支援費 円

一時生活再建費 円

臨時特例つなぎ 円

小 計 円

不動産担保型資金 円

その他相談

離職者支援資金償還

総 合 計 円

※教育支援資金 貸付件数：貸付決定後の辞退（ 件）を含む。

 

２．貸付資金等の説明会・研修会への参加 

東京都社会福祉協議会主催の説明会や研修会に本会担当職員を派遣しました。制度の変更や事

例を基にした対応、他の市区町村社協の取り組み方法等幅広く情報交換を行いました。 

《平成 30年度研修等》 

日 程 研  修  名 

5月 21 日（月） 生活福祉資金貸付事業説明会 

7月 31 日（火） 教育支援資金研修 

9月 27 日（木） テーマ別研修（緊急小口資金） 

2月 20 日（水）       （不動産担保型生活資金） 

2月 25 日（月） 多重債務者研修 

 

□生活安定応援事業（国分寺市委託） 

１．「受験生チャレンジ支援貸付事業」 

学習塾などの費用および高校・大学受験料の貸付を無利子で行い、一定所得以下の世帯の中学

生・高校生等を支援しました。高校・大学等に入学した場合、返済は免除となります。

《貸付・相談実績》                        （金額単位：円） 

区 別
学習塾受講料 受験料 合 計 相談

件数貸付金額 件数 貸付金額 件数 貸付金額 件数

中学 年

高校 年

合 計
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□緊急援護資金貸付事業（独自事業）

住所不定者等に対し、交通費等を貸付け援護しました。（原則として上限 円）

相談件数 貸付件数 貸付金額 償還件数 償還金額

件 件 円 件 円

 

 

□「福祉サービス総合支援事業」の実施 

１．「権利擁護センターこくぶんじ」の運営 

高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して生活できるように支援する総合的な相談窓口

として、「権利擁護センターこくぶんじ」を国分寺市日吉町に設置し運営しました。

平成 年度は、主に次の事業を実施しました。

① 地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）

② 成年後見制度利用支援事業（あんしん生活創造事業）

③ 福祉サービス総合支援事業

④ 法人後見監督

⑤ 「権利擁護センターこくふんじ運営委員会」の設置・運営

≪所 在 地≫ 国分寺市日吉町 － －

≪職員体制≫ センター長 名、業務担当者 名、専門員： 名（嘱託職員）

非常勤職員： 名（登録型生活支援員）

（1）権利擁護センター多目的室の貸出 

権利擁護センターの閉館時（平日夜間及び土日）に、多目的室の貸出しを行いました。

＊サロン・ブルーベリー：貸出 回（ 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 ）

２．「福祉サービス総合支援事業」の実施 

実 施 日 月曜日～金曜日（祝祭日を除く） 午前 時～午後 時

相談内容 福祉サービスの利用援助、成年後見制度の利用相談等

相談件数 件（延べ件数、成年後見総合相談・専門相談含む）

相 談 員 専門員

（相談内訳）

高齢者一般 認知症 知的障害 精神障害 身体障害 その他／不明 合計

３．「ふくし法律相談」の実施 

内 容 高齢者や障害を持つ方、またそのご家族等を対象に、法律的に解決が必要な困難

ケースへ対応

日 時 毎月第４木曜日 午後 時 分～ 時 分

会 場 権利擁護センターこくぶんじ 他（出張相談あり）

相談員 弁護士 名による輪番制

相談件数 件
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種 別 件数（件） 種 別 件数（件） 種 別 件数（件）

成年後見制度 任意後見制度 相続・遺言

財産管理 債務整理 被害・損害

権利侵害

その他 扶養・生活保護、家族信託（ 件）、養子縁組

４．「国分寺市福祉サービス苦情等解決委員会」の設置 

内 容 福祉サービスの利用に際しての苦情等に、専門的な見地から対応

委 員 弁護士、医師、学識経験者

対 象 利用者やその家族、関係機関職員、介護保険事業者等

相談件数 件（内、申立件数 件）

日 時（会 場） 内 容

（水） ～

国分寺すずかけ心療クリニック

・平成 年度の相談内容について（報告）

・その他（自立生活サポートセンターに対する苦情への

対応について）

５．市民への啓発・情報発信 

周知・広報のための事業説明及び講師派遣等

＊地域交流会すみれ会（ ）さつき会（ ）

＊介護保険事業者連絡会（ ）

＊地域包括支援センターなみき（ ）こいがくぼ（ ）ひよし（ ）ひかり（ ）

もとまち（ ）ほんだ（ ）

＊ひかり公民館「終活講座」（ ）

＊地域包括支援センターなみき「ぷらっとなみき」（ ）

＊国分寺市障害者基幹相談支援センター（ ）

＊自立相談支援事業従事者研修（ ）

□「地域福祉権利擁護事業」の実施（東京都社会福祉協議会委託事業） 

１．地域福祉権利擁護事業の実施（平成 30年度末） 

※（ ）内は、生保

新規契約件数 解約件数 年度末契約件数

認知高齢 （ ） （ ） （ ）

知的障害 （ ） （ ） （ ）

精神障害 （ ） （ ） （ ）

そ の 他 （ ） （ ） （ ）

合 計 （ ） （ ） （ ）

□緊急援護資金貸付事業（独自事業）

住所不定者等に対し、交通費等を貸付け援護しました。（原則として上限 円）

相談件数 貸付件数 貸付金額 償還件数 償還金額

件 件 円 件 円

 

 

□「福祉サービス総合支援事業」の実施 

１．「権利擁護センターこくぶんじ」の運営 

高齢者や障がい者が住み慣れた地域で安心して生活できるように支援する総合的な相談窓口

として、「権利擁護センターこくぶんじ」を国分寺市日吉町に設置し運営しました。

平成 年度は、主に次の事業を実施しました。

① 地域福祉権利擁護事業（日常生活自立支援事業）

② 成年後見制度利用支援事業（あんしん生活創造事業）

③ 福祉サービス総合支援事業

④ 法人後見監督

⑤ 「権利擁護センターこくふんじ運営委員会」の設置・運営

≪所 在 地≫ 国分寺市日吉町 － －

≪職員体制≫ センター長 名、業務担当者 名、専門員： 名（嘱託職員）

非常勤職員： 名（登録型生活支援員）

（1）権利擁護センター多目的室の貸出 

権利擁護センターの閉館時（平日夜間及び土日）に、多目的室の貸出しを行いました。

＊サロン・ブルーベリー：貸出 回（ 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 ）

２．「福祉サービス総合支援事業」の実施 

実 施 日 月曜日～金曜日（祝祭日を除く） 午前 時～午後 時

相談内容 福祉サービスの利用援助、成年後見制度の利用相談等

相談件数 件（延べ件数、成年後見総合相談・専門相談含む）

相 談 員 専門員

（相談内訳）

高齢者一般 認知症 知的障害 精神障害 身体障害 その他／不明 合計

３．「ふくし法律相談」の実施 

内 容 高齢者や障害を持つ方、またそのご家族等を対象に、法律的に解決が必要な困難

ケースへ対応

日 時 毎月第４木曜日 午後 時 分～ 時 分

会 場 権利擁護センターこくぶんじ 他（出張相談あり）

相談員 弁護士 名による輪番制

相談件数 件
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＜問い合わせ・相談援助件数＞ 

認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 不明・その他 合 計

＜契約前準備件数＞ 

認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 不明・その他 合 計

２．登録型生活支援員の育成とスキルアップ 

（１）登録者数 

名（平成 年度新規登録者数： 名）

（２）懇談会・研修会の開催 

日 時（会 場） 内 容 参加人数

（火） ～

（権利擁護センターこくぶんじ）
生活支援員研修の報告、情報交換・懇談 名

 

３．東京都社会福祉協議会及び北多摩西部ブロック社会福祉協議会等との連携 

（１）会議 

＊地域福祉権利擁護事業 業務連絡会（ 、 ）

＊地域福祉権利擁護事業 センター長会議（ ）

＊成年後見制度推進機関・テーマ別研究会議（ 、 、 ）

＊東京都成年後見地域連携ネットワーク会議／成年後見制度推進機関連絡会（ ）

＊北多摩西部ブロック担当者会議（ 、 、 、 、 ）

（２）研修 

【東社協】 

＊地域福祉権利擁護事業 新任専門員研修（ 、 ）

＊地域福祉権利擁護事業 現任専門員研修（ 、 ）

＊地域福祉権利擁護事業 新任生活支援員研修（ ）

＊地域福祉権利擁護事業 現任生活支援員研修（ ）

＊地域福祉権利擁護事業・成年後見制度共通学習会（ ）

＊成年後見制度推進機関 フォローアップ研修（ 、 ）

＊区市町村苦情対応機関 新任職員研修（ ）基礎研修（ ）専門研修（ ）

【北多摩西部ブロック】 

＊北多摩西部ブロック専門員研修（ ）

＊北多摩西部ブロック生活支援員研修（ ）

【その他】 

＊多摩総合精神保健福祉センター主催 精神保健福祉研修（ 、 、 、 ）

＊東京都福祉保健財団主催 区市町村職員等高齢者権利擁護研修（ ）

＊ 法人国分寺市手をつなぐ親の会主催 講演会（ ）

＊東京都心身障害者福祉センター主催 第 回高次脳機能障害者相談支援研修会（ ）

＊ 法人成年後見ウィル主催 公開講演会（ ）

＊全国公的扶助研究会主催 第 回公的扶助研究全国セミナー東京大会（ ）

＊国分寺市障害者基幹相談支援センター主催 国分寺市相談支援スキルアップ研修（ ）
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□「成年後見活用あんしん生活創造事業」の実施（国分寺市委託事業） 

１．「成年後見制度利用支援事業」の実施 

相談支援件総数： 件（延べ件数、問い合わせのみ、専門相談等を含む）

個別支援者数： 件

後見人等候補者紹介： 件（社会福祉士： 件／司法書士： 件／市民後見人： 件）

その他専門職紹介： 件（相続手続き： 件／遺言作成： 件 いずれも司法書士）

２．「成年後見専門相談」の実施 

内 容 主に成年後見制度に関する相談

日 時 毎月第 木曜日 午後 時 分～ 時 分

会 場 権利擁護センターこくぶんじ 他（出張相談あり）

相談員 司法書士・社会福祉士による輪番制

相談件数 件

＜対象者内訳＞※重複あり

認知症高齢者（ 名）知的障害者（ 名）精神障害者（ 名）その他（ 名）

判断能力有（ 名）

＜相談内容＞※重複あり

法定後見（ 件）任意後見（ 件）その他（ 件）

＜その他内容＞※重複あり

遺言（ 件）生活保護申請（ 件）信託（ 件）相続・財産管理契約・死後事務契約・

見守り契約（各 件）

３．法人後見監督の実施 

○平成 年度より法人後見監督業務を開始。

年度内終了件数： 件（ 被後見人死亡により）

新規受任件数 ： 件（累計 件）

○市民後見人（社会貢献型後見人）からの報告・相談を受け、助言・指導しました。

助言・指導： 回（延べ回数）

№ 類型 受任経緯 受任開始日 終 了 日 

1 後見 社会福祉士からのリレー Ｈ 平成

2 後見 地域福祉権利擁護事業からの移行 Ｈ 平成

3 後見 施設入所時 後見人候補者紹介 Ｈ 平成

4 後見 
在宅時 後見人候補者紹介 Ｈ 後見人交代

後見人交代 Ｈ 平成

5 保佐 在宅時 後見人候補者紹介 Ｈ 平成

6 後見 地域福祉権利擁護事業からの移行 Ｈ 平成

７ 保佐 
保佐人交代（親族後見人より）および

地域福祉権利擁護事業からの移行
継続中

＜問い合わせ・相談援助件数＞ 

認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 不明・その他 合 計

＜契約前準備件数＞ 

認知症高齢者等 知的障がい者等 精神障がい者等 不明・その他 合 計

２．登録型生活支援員の育成とスキルアップ 

（１）登録者数 

名（平成 年度新規登録者数： 名）

（２）懇談会・研修会の開催 

日 時（会 場） 内 容 参加人数

（火） ～

（権利擁護センターこくぶんじ）
生活支援員研修の報告、情報交換・懇談 名

 

３．東京都社会福祉協議会及び北多摩西部ブロック社会福祉協議会等との連携 

（１）会議 

＊地域福祉権利擁護事業 業務連絡会（ 、 ）

＊地域福祉権利擁護事業 センター長会議（ ）

＊成年後見制度推進機関・テーマ別研究会議（ 、 、 ）

＊東京都成年後見地域連携ネットワーク会議／成年後見制度推進機関連絡会（ ）

＊北多摩西部ブロック担当者会議（ 、 、 、 、 ）

（２）研修 

【東社協】 

＊地域福祉権利擁護事業 新任専門員研修（ 、 ）

＊地域福祉権利擁護事業 現任専門員研修（ 、 ）

＊地域福祉権利擁護事業 新任生活支援員研修（ ）

＊地域福祉権利擁護事業 現任生活支援員研修（ ）

＊地域福祉権利擁護事業・成年後見制度共通学習会（ ）

＊成年後見制度推進機関 フォローアップ研修（ 、 ）

＊区市町村苦情対応機関 新任職員研修（ ）基礎研修（ ）専門研修（ ）

【北多摩西部ブロック】 

＊北多摩西部ブロック専門員研修（ ）

＊北多摩西部ブロック生活支援員研修（ ）

【その他】 

＊多摩総合精神保健福祉センター主催 精神保健福祉研修（ 、 、 、 ）

＊東京都福祉保健財団主催 区市町村職員等高齢者権利擁護研修（ ）

＊ 法人国分寺市手をつなぐ親の会主催 講演会（ ）

＊東京都心身障害者福祉センター主催 第 回高次脳機能障害者相談支援研修会（ ）

＊ 法人成年後見ウィル主催 公開講演会（ ）

＊全国公的扶助研究会主催 第 回公的扶助研究全国セミナー東京大会（ ）

＊国分寺市障害者基幹相談支援センター主催 国分寺市相談支援スキルアップ研修（ ）
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○後見監督業務報告

カ月ごとに報告書（「後見業務報告書」「後見事務経過一覧表」「財産目録」）の提

出を受け、助言・指導を行い、後見人からの報告書一式に後見監督業務報告書を添

付し、東京家庭裁判所立川支部に後見監督業務報告書を提出しました。（ ）。

４．地域の関係機関ネットワークの活用 

《東京都》 

＊利用者支援区市町村連絡会（ 、 ）

＊成年後見制度利用促進基本計画に関する連絡会（ 、 ）

＊家事関係機関と東京家庭裁判所との連絡協議会（ ）

《国分寺市》 

＊国分寺市地域ケア会議権利擁護部会（ 、 、 ）

＊国分寺市地域包括支援センター運営協議会（ 、 、 、 ）

＊国分寺市地域包括支援センター管理者連絡会（ ）

＊国分寺市小地域ケア会議（ 、 ）

＊国分寺市障害者地域自立支援協議会

全体会（ 、 、 ） 相談支援部会（ 、 、 ）

＊市民相談業務相談員懇談会（ ）

＊当事者団体との懇談会（ ）

＊ 法人成年後見ウィル設立記念会（ ）

＊認知症とくらカフェ（ ）

５．市民への啓発・情報発信 

（１）「成年後見制度講演会」の開催 

日時（会場） 内  容 講 師 等 参加人数 

（土）

～

（市役所第 ・第

委員会室）

「知っておきたい成年後

見制度～今からはじめよ

う将来の備え～任意後見

制度」

山﨑政俊氏（司法書士／公益社団法人成

年後見センター・リーガルサポート東京

支部）

名

（日）

～

（ プラ

ザ リオンホール）

地域で支える成年後見制度

～元気なうちに考えよう～

（講義／パネルディスカッ

ション）

講 師：足立剛氏（弁護士）

登壇者：足立剛氏（弁護士）坂本喜光氏（司

法書士）永吉久美氏（社会福祉士）松本紀

久代氏（市民後見人）楠美香氏（市民後見

人）山本俊治氏（親族後見人）

名

（２）「成年後見制度ミニ学習会」の開催 

日時（会場） 内  容 講 師 参加人数 

（木） ～

（ひかり公民館）

終活講座～未来への準備～

「自分の思いを反映させる金銭管理」

北邑和弘

（センター長）
名

（土） ～

（地域包括支援センターなみき）

元気なうちに考えよう！～成年後見制

度と地域福祉権利擁護事業の活用法～

北邑和弘

（センター長）
名

６．「権利擁護センターこくぶんじ運営委員会」の設置 

（１）運営委員会の開催 

第三者の立場から権利擁護センターこくぶんじの事業および運営方法等について助言・指導

をいただくため、市民や福祉関係者で構成する運営委員会を設置、開催しました。
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《運営委員会開催状況》 

日 程 主 な 内 容 出席 

（火）
事務局体制について、委員自己紹介（委員長・副委員長選出）、平成

年度事業報告、平成 年度事業計画、法人後見監督業務（経過報告）
名

（火）
事業報告（ ～ 月）、事業予定（ ～ 月）、法人後見監督業務（経過

報告）、相談事例
名

（火）
事業報告（ ～ 月）、事業予定（ ～ 月）、法人後見監督業務（経過

報告）、困難事例検討会（報告）、平成 年度事業計画（案）
名

※会場は、本町・南町地域センター。時間は ～ 。

 

（２）困難事例検討会の開催 

運営委員を主な構成メンバーとして、困難ケースや今後の支援の方向性について判

断が難しいケースへの対応を検討する場として「事例検討会」を開催しました。

日 時（会場） 事例概要 出 席 者 

（水） ～

（権利擁護センターこくぶんじ）

事例：成年後見人等候補者について

① 障害不明、独居、高齢者、キーパーソ

ン不在の場合の今後の支援について

（地権契約者）

② 類型不明、知的、 入所（地権契約

者）

③ 保佐類型、施設入所、知的高齢者の保

佐人（親族）からの移行（地権契約併

用者）

運営委員： 名

事務局： 名

（水） ～

（権利擁護センターこくぶんじ）

事例：成年後見人等候補者について

① 類型不明、在宅、独居の認知症高齢者

② 後見類型、在宅、独居の認知症高齢者

① 運営委員： 名

事務局： 名

オブザーバー： 名

② 運営委員： 名

事務局： 名

（金） ～

（いずみプラザ）
候補者（市民後見人）推薦会議

運営委員： 名

事務局： 名

７．「社会貢献型後見人」の支援 

＜平成 30年度実績＞ 

東京都主催養成講座修了生（累計） ： 名

後見活動メンバー登録数 ： 名（内、平成 年度受任可能者： 名）

受任件数： 件（累計 件）、終了件数： 件

＜市民後見人フォローアップ研修の開催＞ 

日時・会場 内  容 参加 

（土） ～

国分寺労政会館

 市民後見人養成講座について

 研修「被後見人等への支援の基本的な視点について」

講師 横田昌志氏

（社会福祉士／かすがい介護・後見事務所代表）

名

○後見監督業務報告

カ月ごとに報告書（「後見業務報告書」「後見事務経過一覧表」「財産目録」）の提

出を受け、助言・指導を行い、後見人からの報告書一式に後見監督業務報告書を添

付し、東京家庭裁判所立川支部に後見監督業務報告書を提出しました。（ ）。

４．地域の関係機関ネットワークの活用 

《東京都》 

＊利用者支援区市町村連絡会（ 、 ）

＊成年後見制度利用促進基本計画に関する連絡会（ 、 ）

＊家事関係機関と東京家庭裁判所との連絡協議会（ ）

《国分寺市》 

＊国分寺市地域ケア会議権利擁護部会（ 、 、 ）

＊国分寺市地域包括支援センター運営協議会（ 、 、 、 ）

＊国分寺市地域包括支援センター管理者連絡会（ ）

＊国分寺市小地域ケア会議（ 、 ）

＊国分寺市障害者地域自立支援協議会

全体会（ 、 、 ） 相談支援部会（ 、 、 ）

＊市民相談業務相談員懇談会（ ）

＊当事者団体との懇談会（ ）

＊ 法人成年後見ウィル設立記念会（ ）

＊認知症とくらカフェ（ ）

５．市民への啓発・情報発信 

（１）「成年後見制度講演会」の開催 

日時（会場） 内  容 講 師 等 参加人数 

（土）

～

（市役所第 ・第

委員会室）

「知っておきたい成年後

見制度～今からはじめよ

う将来の備え～任意後見

制度」

山﨑政俊氏（司法書士／公益社団法人成

年後見センター・リーガルサポート東京

支部）

名

（日）

～

（ プラ

ザ リオンホール）

地域で支える成年後見制度

～元気なうちに考えよう～

（講義／パネルディスカッ

ション）

講 師：足立剛氏（弁護士）

登壇者：足立剛氏（弁護士）坂本喜光氏（司

法書士）永吉久美氏（社会福祉士）松本紀

久代氏（市民後見人）楠美香氏（市民後見

人）山本俊治氏（親族後見人）

名

（２）「成年後見制度ミニ学習会」の開催 

日時（会場） 内  容 講 師 参加人数 

（木） ～

（ひかり公民館）

終活講座～未来への準備～

「自分の思いを反映させる金銭管理」

北邑和弘

（センター長）
名

（土） ～

（地域包括支援センターなみき）

元気なうちに考えよう！～成年後見制

度と地域福祉権利擁護事業の活用法～

北邑和弘

（センター長）
名

６．「権利擁護センターこくぶんじ運営委員会」の設置 

（１）運営委員会の開催 

第三者の立場から権利擁護センターこくぶんじの事業および運営方法等について助言・指導

をいただくため、市民や福祉関係者で構成する運営委員会を設置、開催しました。
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（金） ～

福祉センター

※権利擁護関係機関連絡会（再掲）

事例検討「認知症の独居高齢者の見守りを通じ

た地域の連携のあり方について」

名

（土） ～

国分寺市役所

※成年後見制度講演会（再掲）

知っておきたい成年後見制度！～今からはじめ

よう将来の備え～任意後見制度

名

（金） ～

福祉センター

※権利擁護関係機関連絡会（再掲）

事例検討「認知症の疑いがあるが、生活スタイ

ルが変えられない高齢者」

名

（土） ～

国分寺労政会館

※市民後見人養成講座（ 日目）

・市民後見人による事例報告

・事例演習

名

（金） ～

福祉センター

※権利擁護関係機関連絡会（再掲）

事例検討「高齢の親と同居する障害者の自立」
名

（日） ～

プラザリオンホール

※成年後見制度講演会（再掲）

知っておきたい成年後見制度

８．「国分寺市市民後見人養成講座」の開催 

平成 年度より国分寺市独自の取組として実施しました。実施にあたり、下記のとおり事前

説明会への参加を必須とし、申込み受付後に選考会を行いました。

対 象 国分寺市在住で２０歳以上、養成講座（全４回）にすべて参加できる方

申込期間 月 日（月）～ 月 日（水）

受 講 者 名、修了者： 名、後見活動メンバー登録者： 名

＜事前説明会＞ 

日 時 場 所 参加人数 

（金） ～ 本町・南町地域センター 名

（土） ～ 本町・南町地域センター 名

＜選考会＞ 

日 時 場 所 出席者 

（月） ～ 権利擁護センターこくぶんじ 運営委員長、事務局長、事務局

＜養成講座＞ 

日時（会場） 内 容 講 師 

（土）

（本町・南町地域センター）

・成年後見制度について

・支援のための法律の理解

（財産法・家族法）

足立剛氏

（弁護士／武蔵国分寺法律事務所）

（土）

（本町・南町地域センター）

①障害の理解（精神）

②障害の理解（知的）

③障害の理解（高齢）

①藤田英親氏

（精神科医／すずかけ心療クリニック）

②柴田洋弥氏

（ 法人手をつなぐ親の会理事長）

③川口真理子氏

（高齢福祉課 相談支援係長）
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（土）

（本町・南町地域センター）

・成年後見人の業務

・実務演習

森昭文氏

（司法書士／西国分寺駅前司法書士事務所）

（土）

（国分寺労政会館）

①市民後見人による事例報告

②事例演習

③まとめ・修了式

①松本紀久代氏・楠美香氏

（市民後見人）

②永吉久美氏

（社会福祉士／東京社会福祉士会）

※時間は、いずれも ～

９．「権利擁護関係機関連絡会」の開催 

権利擁護に関する複合的な問題等に対し、各支援機関の役割と連携の持ち方を、事例や情報交

換を通じて確認・検討を行いました。

回 日 程 主な内容 参加 

月 日（金）

権利擁護センターこくぶんじの事業説明

研修：「地域福祉権利擁護事業について」

講師：北邑和弘（センター長）

名

月 日（金）

事例演習：「認知症の独居高齢者の見守りを通じた地域の連

携のあり方について」

提供者：山本康智氏（地域包括支援センターほんだ）

名

３ 月 日（金）

事例演習：「認知症の疑いがあるが、生活スタイルが変えら

れない高齢者」

アドバイザー：永吉久美氏（東京社会福祉士会）

名

４ 月 日（金）

事例演習：「高齢の親と同居する障害者の自立」

提供者：小堺幸恵氏（障害者基幹相談支援センター）

アドバイザー：岡野範子氏（東京社会福祉士会）

名

※会場は「福祉センター視聴覚室」、時間は ～ 。

１０．「高齢者緊急一時事務管理」の実施 

国分寺市高齢福祉課からの受託事業として、緊急に保護が必要になった判断能力が著しく低下

した在宅高齢者のうち、特に金銭管理等の支援が必要な人へ、金銭管理等に関する事務管理を

緊急かつ一時的に行いました。

受託件数： 件（前年度継続受託 件、年度内終了件数 件）

支援回数： 回 累計件数： 件

１１．「障害者緊急一時事務管理」の実施 

国分寺市障害福祉課からの委託事業として、緊急に保護が必要になった判断能力が著

しく低下した在宅障害者のうち、特に金銭管理等の支援が必要な人へ、金銭管理等に

関する事務管理を緊急かつ一時的に実施しました。平成 年度は、受託件数は 件。

（金） ～

福祉センター

※権利擁護関係機関連絡会（再掲）

事例検討「認知症の独居高齢者の見守りを通じ

た地域の連携のあり方について」

名

（土） ～

国分寺市役所

※成年後見制度講演会（再掲）

知っておきたい成年後見制度！～今からはじめ

よう将来の備え～任意後見制度

名

（金） ～

福祉センター

※権利擁護関係機関連絡会（再掲）

事例検討「認知症の疑いがあるが、生活スタイ

ルが変えられない高齢者」

名

（土） ～

国分寺労政会館

※市民後見人養成講座（ 日目）

・市民後見人による事例報告

・事例演習

名

（金） ～

福祉センター

※権利擁護関係機関連絡会（再掲）

事例検討「高齢の親と同居する障害者の自立」
名

（日） ～

プラザリオンホール

※成年後見制度講演会（再掲）

知っておきたい成年後見制度

８．「国分寺市市民後見人養成講座」の開催 

平成 年度より国分寺市独自の取組として実施しました。実施にあたり、下記のとおり事前

説明会への参加を必須とし、申込み受付後に選考会を行いました。

対 象 国分寺市在住で２０歳以上、養成講座（全４回）にすべて参加できる方

申込期間 月 日（月）～ 月 日（水）

受 講 者 名、修了者： 名、後見活動メンバー登録者： 名

＜事前説明会＞ 

日 時 場 所 参加人数 

（金） ～ 本町・南町地域センター 名

（土） ～ 本町・南町地域センター 名

＜選考会＞ 

日 時 場 所 出席者 

（月） ～ 権利擁護センターこくぶんじ 運営委員長、事務局長、事務局

＜養成講座＞ 

日時（会場） 内 容 講 師 

（土）

（本町・南町地域センター）

・成年後見制度について

・支援のための法律の理解

（財産法・家族法）

足立剛氏

（弁護士／武蔵国分寺法律事務所）

（土）

（本町・南町地域センター）

①障害の理解（精神）

②障害の理解（知的）

③障害の理解（高齢）

①藤田英親氏

（精神科医／すずかけ心療クリニック）

②柴田洋弥氏

（ 法人手をつなぐ親の会理事長）

③川口真理子氏

（高齢福祉課 相談支援係長）
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《地域支援係》

□「ファミリー・サポート・センター事業」（国分寺市委託事業） 

国分寺市内在住で生後 日から満 歳のお子さんをお持ちの子育てを手助けしてほしい人

（利用会員）とお手伝いする人（援助会員）の相互援助活動支援としてファミリー・サポート・

センター事業を実施しました。スタッフには、センター長に事務局次長を兼務で配置し、アド

バイザーには週 日勤務の職員４名、事務補助として臨時職員を配置し対応しました。

１．「国分寺市ファミリー・サポート・センター」の運営 

◇住 所 国分寺市戸倉４－１４ 福祉センター内

◇電 話 ０４２－３００－６０６１ ◇ ０４２－３００－６０６２

◇開 館 日 月曜日～土曜日（ 日開館。日曜日、祝日及び年末年始は閉館）

◇開館時間 ９：００～１７：００ ◇活動時間 ６：００～２２：００

◇利用料金

曜日      時間 6:00～8:00 8:00～18:00 18:00～22:00 

平 日 円 円 円

土曜・日曜・祝日 円 円 円

（１）利用会員・援助会員の登録状況 

区 分 登録会員数 備  考 

利用会員 名 前年度比 名増

援助会員 名 前年度比 名減

両方会員 名 前年度比 名増

合 計 名 前年度比 名増

（２）アドバイザーの活動回数 

内 容 回数及び件数 備  考 

事前協議実施回数 回 前年度比 回減

援 助 活 動 件 数 
件

キャンセル件数 件含

前年度比 件減

前年度キャンセル比 増

援助活動実施件数 件 前年度比 件減

（３）援助活動状況 

活動区分 主な理由 活動件数 

保育園・幼稚園 園への送り、登園前後の預かり及び送迎 件

小学校 放課後の預かり、登校前の預かり 件

学童クラブ 学童クラブの迎え及び帰宅後の預かり 件

その他（子ども） 
習い事等の送迎等 件

障害のある子、通級への支援 件

その他（保護者） 

保護者の外出、学校等の用事等 件

保護者就労時等の支援 件

産前産後・保護者通院等の預かり 件

保護者在宅時の預かり 件
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その他 
慣らし援助・確認活動等 件

その他 件

合 計 件

※援助活動状況のうち、複数預かりは次のとおり。

区 分 活動件数 備  考 

兄弟姉妹のみ 件 前年度比 件増

双子・三つ子など 件 前年度比 件減

合 計 件 前年度比 件減

 

（４）キャンセル件数 

区 分 件 数 備 考 

利用会員からのキャンセル 件 前年度比 件増

援助会員からのキャンセル 件 前年度比 件減

合 計  件 前年度比 件減

 

２．活動中のけが等への対応 

援助会員の活動中のけがやお預かりするお子さんへの補償の一部として、女性労働協会の「フ

ァミリー・サポート・センター補償保険」に加入しました。平成 年度の事故は 件。

保険名称 プラン 補償内容 

依頼子供傷害保険 Ｅタイプ（天災補償プラン） 死亡 300万円、通院 2000円 他 

サービス提供会員傷害保険 Ⅳタイプ（天災補償プラン） 死亡 500万円、通院 2000円 他 

賠償責任保険 ファミサポ・家事なし型 対人・対物 1名 1事故 2億円 他 

研修会合傷害保険 Ｃプラン 死亡 500万円、入院 3800円 他 

お見舞金制度  上限 30000 円 

 

３．「援助会員講習会」の開催 

援助会員の養成・拡大を目的として、「援助会員講習会」を年 回開催しました。主な講義内

容は、国分寺市の児童福祉施策、子育ての基本、障害児への対応等。

講師は、本会アドバイザーの他、国分寺市職員、大学教授等に依頼しました。講習会の全過程

の 割以上の修了者は援助会員として登録して活動できます。

受講者 名、そのうち 名が援助会員として登録しました。

名  称 日 程 会 場 
参加者数 

（登録者数） 

第 回援助会員講習会
国分寺市役所

プレハブ第 会議室

名

（ 名）

第 回援助会員講習会 リオンホール
名

（ 名）

 

 

《地域支援係》

□「ファミリー・サポート・センター事業」（国分寺市委託事業） 

国分寺市内在住で生後 日から満 歳のお子さんをお持ちの子育てを手助けしてほしい人

（利用会員）とお手伝いする人（援助会員）の相互援助活動支援としてファミリー・サポート・

センター事業を実施しました。スタッフには、センター長に事務局次長を兼務で配置し、アド

バイザーには週 日勤務の職員４名、事務補助として臨時職員を配置し対応しました。

１．「国分寺市ファミリー・サポート・センター」の運営 

◇住 所 国分寺市戸倉４－１４ 福祉センター内

◇電 話 ０４２－３００－６０６１ ◇ ０４２－３００－６０６２

◇開 館 日 月曜日～土曜日（ 日開館。日曜日、祝日及び年末年始は閉館）

◇開館時間 ９：００～１７：００ ◇活動時間 ６：００～２２：００

◇利用料金

曜日      時間 6:00～8:00 8:00～18:00 18:00～22:00 

平 日 円 円 円

土曜・日曜・祝日 円 円 円

（１）利用会員・援助会員の登録状況 

区 分 登録会員数 備  考 

利用会員 名 前年度比 名増

援助会員 名 前年度比 名減

両方会員 名 前年度比 名増

合 計 名 前年度比 名増

（２）アドバイザーの活動回数 

内 容 回数及び件数 備  考 

事前協議実施回数 回 前年度比 回減

援 助 活 動 件 数 
件

キャンセル件数 件含

前年度比 件減

前年度キャンセル比 増

援助活動実施件数 件 前年度比 件減

（３）援助活動状況 

活動区分 主な理由 活動件数 

保育園・幼稚園 園への送り、登園前後の預かり及び送迎 件

小学校 放課後の預かり、登校前の預かり 件

学童クラブ 学童クラブの迎え及び帰宅後の預かり 件

その他（子ども） 
習い事等の送迎等 件

障害のある子、通級への支援 件

その他（保護者） 

保護者の外出、学校等の用事等 件

保護者就労時等の支援 件

産前産後・保護者通院等の預かり 件

保護者在宅時の預かり 件
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４．「ファミサポ事業説明会」の開催 

利用会員拡大のため、市内の公共施設等にチラシ等を配布するとともに、要望のあった親子ひ

ろば等にアドバイザーが出張相談し、登録説明を行いました。

名   称 日 程 会  場 参加状況 登録者 

泉町親子ひろば 都営泉町 丁目アパート集会室 大人 組 名

たまご親子ひろば
たまご親子ひろば 親子 組

名

登録変更者 名

また、国分寺市健康推進課の協力により『 、 ヶ月児健康診査』の会場に出張し、出張相談

と登録説明をおこないました。会場は、いずみプラザ２階の健康診査会場。

《３、４ヶ月児健康診査出張相談状況》 

日 程 健診参加者 登録者 登録書配布者 備   考 

８名 名 １名 登録内容変更者１名

名 ０名 名

名 名 名 登録内容変更者２名

名 名 登録内容変更者２名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名 名 登録内容変更者１名

名 名 登録内容変更者２名

名 名 名

名 名 ２名

名 名 名

名 名 登録内容変更者２名

名 名 登録内容変更者 名

名 名 名

名 名 名

名 名

名 名 登録内容変更者 名

名 名 名

名 名 名 登録内容変更者１名

名 名 登録内容変更者１名

名 名 名

名 名 登録内容変更者１名

５．「フォローアップ講習会」の開催 

登録後の援助会員への「フォローアップ講習会」を、下記のように開催しました。
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 「第１回つくしんぼでの実習」 

日 時 平成 年 月 日（木） ： ～ ：

会 場 こどもの発達センターつくしんぼ

テーマ 「発達に課題のある子どもへの支援に対する見学実習」

参 加 名

 「第２回つくしんぼでの実習」 

日 時 平成 年 月 日（木） ： ～ ：

会 場 こどもの発達センターつくしんぼ

テーマ 「発達に課題のある子どもへの支援に対する見学実習」

参 加 名

 「援助会員スキルアップ研修」 

日 時 平成 年２月 日（日）１４：００～１６：００

会 場 リオンホール

テーマ 「今、私たちにできること」 ～虐待や貧困の中で生きてきた子どもたちのお話しから～

講 師 高橋亜美さん（「アフターケア相談所ゆずりは」所長）

参 加 ６４名

６．「平成３０年度利用会員・援助会員交流会」の開催 

利用会員と援助会員の交流を目的として、「利用会員・援助会員交流会」を開催しました。

日 時 平成 年９月 日（土）１０：００～１２：００

会 場 国分寺市立福祉センター 調理室

内 容 「手作り石鹸とみつろうバームの会」

講 師 田中 由季子氏

参 加 名（利用会員 名、援助会員 名、子ども 名）

７．「平成３０年度ぶんちっちまつり」への参加 

国分寺市子育て支援センターと市内の子育て支援団体の協力による「ぶんちっちまつり」に参

加し、市民へのファミサポ活動 ならびに登録受付を行いました。

日 時 平成 年 月 日（土）１０：００～１５：００

会 場 国分寺市子ども家庭支援センター ぶんちっち

参 加 大人 名 子ども 名

 

８．「ファミサポ通信」の発行 

登録している利用会員及び援助会員への情報提供として、「ファミサポ通信」を年３回発行し、

郵送で送付しました。また、市内の公共施設等にも配架しました。

号 数 発行月 主 な 内 容 

号 平成 年 月

平成 年度７月～ 月事業予定告知、「第 回援助会員講

習会」受講者募集、「ヒヤリハット」報告依頼、「交流会」「ぶ

んちっちまつり」告知

４．「ファミサポ事業説明会」の開催 

利用会員拡大のため、市内の公共施設等にチラシ等を配布するとともに、要望のあった親子ひ

ろば等にアドバイザーが出張相談し、登録説明を行いました。

名   称 日 程 会  場 参加状況 登録者 

泉町親子ひろば 都営泉町 丁目アパート集会室 大人 組 名

たまご親子ひろば
たまご親子ひろば 親子 組

名

登録変更者 名

また、国分寺市健康推進課の協力により『 、 ヶ月児健康診査』の会場に出張し、出張相談

と登録説明をおこないました。会場は、いずみプラザ２階の健康診査会場。

《３、４ヶ月児健康診査出張相談状況》 

日 程 健診参加者 登録者 登録書配布者 備   考 

８名 名 １名 登録内容変更者１名

名 ０名 名

名 名 名 登録内容変更者２名

名 名 登録内容変更者２名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名 名 登録内容変更者１名

名 名 登録内容変更者２名

名 名 名

名 名 ２名

名 名 名

名 名 登録内容変更者２名

名 名 登録内容変更者 名

名 名 名

名 名 名

名 名

名 名 登録内容変更者 名

名 名 名

名 名 名 登録内容変更者１名

名 名 登録内容変更者１名

名 名 名

名 名 登録内容変更者１名

５．「フォローアップ講習会」の開催 

登録後の援助会員への「フォローアップ講習会」を、下記のように開催しました。
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号 数 発行月 主 な 内 容 

号 平成 年 月

「平成 年度利用会員・援助会員交流会」募集、平成

年度活動意向調査案内、「第 回援助会員講習会」「見学会」

報告、ヒヤリハット報告・変更届提出依頼

号 平成 年 月 事前協議後未活動の注意、フォローアップ研修報告

 

９.「援助会員活動意向調査」の実施 

ファミサポ通信 号に、援助会員に向け「平成 年度活動意向調査案内」を掲載、

平成 年 月末時点で援助会員として登録している 名の会員に「活動意向調査票」

を同封し、郵送、持参での提出を依頼しました。

 
１０．ホームページでの情報提供 

社会福祉協議会のホームページのリニュ―アルに伴い、ファミリー・サポート・センターのペ

ージも開設し、援助会員や利用会員、市民への情報提供を行いました。また、会員に向けて『利

用会員登録変更届け』や『活動変更確認書』等の書類をダウンロードできるようにしました。

１１．フェイスブックでの情報提供 

の活用による情報提供の一環として、フェイスブックで国分寺市ファミリー・サポート・

センターのページを開設し、援助会員や利用会員、市民への情報提供を行いました。

情報提供回数 年間 回

１２．「国分寺子ども・子育て支援円卓会議」への参加 

子ども家庭支援センター及び連絡協議会が共催で毎月開催する「国分寺子ども・子育て支援円

卓会議」にアドバイザー及びセンター長が出席し、センターの情報提供や子育てに関する情報

交換、平成 年度に新設される「子育て世代包括支援センター」の説明が行われました。

また、 月 日は、健康推進課の事業の１つの「ゆりかごこくぶんじ」について研修会が行

われ、アドバイザーが参加しました。

日程 、 、 、 、 、 、 ２、 、 、 、 、

１３．「地区連絡会」への参加 

国分寺市主催で国分寺市内を東部地区、中央地区、西部地区の 地区ごとに「地区連絡会」が

開催され、アドバイザーが出席しました。

地区名 第 1回 第 2回 第 3回 

東部地区 たまご スポーツセンター もとまち児童館

中央地区 恋ヶ窪公民館 レインボーランド 泉町親子ひろば

西部地区 にしまち児童館 戸倉親子ひろば 子ども家庭支援センター
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１４．「国分寺子ども支援事業者連絡協議会」への参加 

児童虐待の恐れのある家庭や育児ノイローゼに悩む家庭への支援のための個人情報の共有や

国分寺市との協定書の締結のために国分寺市内の子育て支援事業により組織される「連絡協議

会」に参加しました。

構成団体 社会福祉法人つくしんぼ共同保育所ポッポのもり保育園、認定 法人冒険

遊び場の会、コアラッコ、有限会社母と子のサロン

１５．「近隣市ファミリー・サポート・センターアドバイザー交流会」への参加 

ファミリー・サポート・センター事業を実施する行政、社協、ＮＰＯ法人等のアドバイザーが

参加し、情報交換を行いました。センター長とアドバイザー１名が参加しました。

日 時 平成 年 月 日（火）１３：３０～１５：４５

会 場 昭島市保健福祉センター「あいぽっく」

内 容 意見交換・情報交換

１６．「ファミリー・サポート・センター全国アドバイザー講習会・交流会」への参加 

女性労働協会主催による「全国アドバイザー講習会・交流会」に、センター長とアドバイザー

１名が参加しました。

日 時 平成 年 月 日（金）１０：００～１７：００

会 場 ザ・ランド・マークスクエア東京

内 容 「ファミリー・サポート・センターにおける保護者対応」

主 催 女性労働協会

１７．担当所管課との調整会議の開催 

本事業の担当所管課である国分寺市子ども子育てサービス課と定期的に会議を開催し、事業の

課題解決や方向性について協議しました。センター長ならびにアドバイザーが出席しました。

回 日  程 内  容 

1 平成 年 月 日（金） 様式、個別ケース検討、安全チェックリスト等について

2 平成 年 月 ３日（水） 次年度予算、幼児教育無償化、ひとり親の定義等ついて

 

１８．「アドバイザー会議」の開催 

担当者会議として「アドバイザー会議」を毎月開催し、事業の企画・検討や困難ケースの調整

等を行いました。

開催日 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

１９.「ファミサポマスコット」の活用 

ファミサポマスコットの名前を、会員に公募し決定した「ファミりん」を

年間を通じて活用しました。

号 数 発行月 主 な 内 容 

号 平成 年 月

「平成 年度利用会員・援助会員交流会」募集、平成

年度活動意向調査案内、「第 回援助会員講習会」「見学会」

報告、ヒヤリハット報告・変更届提出依頼

号 平成 年 月 事前協議後未活動の注意、フォローアップ研修報告

 

９.「援助会員活動意向調査」の実施 

ファミサポ通信 号に、援助会員に向け「平成 年度活動意向調査案内」を掲載、

平成 年 月末時点で援助会員として登録している 名の会員に「活動意向調査票」

を同封し、郵送、持参での提出を依頼しました。

 
１０．ホームページでの情報提供 

社会福祉協議会のホームページのリニュ―アルに伴い、ファミリー・サポート・センターのペ

ージも開設し、援助会員や利用会員、市民への情報提供を行いました。また、会員に向けて『利

用会員登録変更届け』や『活動変更確認書』等の書類をダウンロードできるようにしました。

１１．フェイスブックでの情報提供 

の活用による情報提供の一環として、フェイスブックで国分寺市ファミリー・サポート・

センターのページを開設し、援助会員や利用会員、市民への情報提供を行いました。

情報提供回数 年間 回

１２．「国分寺子ども・子育て支援円卓会議」への参加 

子ども家庭支援センター及び連絡協議会が共催で毎月開催する「国分寺子ども・子育て支援円

卓会議」にアドバイザー及びセンター長が出席し、センターの情報提供や子育てに関する情報

交換、平成 年度に新設される「子育て世代包括支援センター」の説明が行われました。

また、 月 日は、健康推進課の事業の１つの「ゆりかごこくぶんじ」について研修会が行

われ、アドバイザーが参加しました。

日程 、 、 、 、 、 、 ２、 、 、 、 、

１３．「地区連絡会」への参加 

国分寺市主催で国分寺市内を東部地区、中央地区、西部地区の 地区ごとに「地区連絡会」が

開催され、アドバイザーが出席しました。

地区名 第 1回 第 2回 第 3回 

東部地区 たまご スポーツセンター もとまち児童館

中央地区 恋ヶ窪公民館 レインボーランド 泉町親子ひろば

西部地区 にしまち児童館 戸倉親子ひろば 子ども家庭支援センター
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《関係機関・団体の委員会等への派遣等》 

国分寺市や関係機関・団体の理事・評議員として、本会役・職員を派遣しました。

会議・団体名 役職等 派遣者 開催日等（任期） 

国分寺市防災会議 委 員 会 長

国分寺市民生委員推せん会 委 員 会 長
～

国分寺市要保護児童対策地域協議会 委 員 会 長

国分寺市

障害者虐待防止ネットワーク

代表者

会 議
会 長

実務者

会 議
事務局長

一般社団法人

国分寺市健康福祉サービス協会

理 事 事務局長

～

評議員 会 長
～

社会福祉法人 はらからの家福祉会 理 事 事務局長
～

社会福祉法人 万葉の里 評議員 事務局長
～

社会福祉法人 Ａｎｎ Ｂｅｅ 評議員 事務局長 ～

国分寺市

高齢者虐待防止ネットワーク

実務者

会 議
事務局長

東京経済大学国分寺地域インターン

シップ・学生地域参加実施委員会
委 員 事務局長

国分寺市生きがい推進事業協議会 委 員 事務局長
～

国分寺消防署

住宅防火等推進協議会
委 員 事務局長

国分寺市地域福祉推進協議会 委 員

事務局長

事務局次長

各係長

、 、

特定非営利活動法人

国分寺市ハンディキャブ運営委員会
監 事 事務局次長

総 会

理事会

監 査

～
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会議・団体名 役職等 派遣者 開催日等（任期） 

国分寺市障害者施設

お仕事ネットワーク
監 事 事務局次長

総 会

定例会 、 、

、 、 、

、 、 、

国分寺まつり

常設店舗等検討会議 、

、 、

「国分寺市勤労者福祉

サービスセンター」評議員会
評議員 事務局次長 、

国分寺市社会を明るくする運動

推進委員会
委 員 事務局次長

、 、

国分寺まつり

ひまわりコンサート

、

国分寺市介護保険運営協議会 委 員 事務局次長
、 、２

～

国分寺市子育て支援計画策定委員会 委 員 事務局次長 、 、

国分寺市子どもの

居場所づくり推進会議
委 員 事務局次長

、

現地調査 、 、

社会福祉法人 けやき杜

評議員選任・解任委員会
委 員 事務局次長 平成 年度は開催なし

社会福祉法人 浴光会

評議員選任・解任委員会
委 員 事務局次長

社会福祉法人 けやきの杜

苦情解決委員会
委 員 事務局次長 平成 年度は開催なし

市民相談業務相談員懇談会 委 員
地域福祉

係長

国分寺市若者支援地域

ネットワーク会議実務者会議
委 員

地域福祉

係長
、

国分寺市就労支援地域連絡会 委 員
地域福祉

係長
、

 

《関係機関・団体の委員会等への派遣等》 

国分寺市や関係機関・団体の理事・評議員として、本会役・職員を派遣しました。

会議・団体名 役職等 派遣者 開催日等（任期） 

国分寺市防災会議 委 員 会 長

国分寺市民生委員推せん会 委 員 会 長
～

国分寺市要保護児童対策地域協議会 委 員 会 長

国分寺市

障害者虐待防止ネットワーク

代表者

会 議
会 長

実務者

会 議
事務局長

一般社団法人

国分寺市健康福祉サービス協会

理 事 事務局長

～

評議員 会 長
～

社会福祉法人 はらからの家福祉会 理 事 事務局長
～

社会福祉法人 万葉の里 評議員 事務局長
～

社会福祉法人 Ａｎｎ Ｂｅｅ 評議員 事務局長 ～

国分寺市

高齢者虐待防止ネットワーク

実務者

会 議
事務局長

東京経済大学国分寺地域インターン

シップ・学生地域参加実施委員会
委 員 事務局長

国分寺市生きがい推進事業協議会 委 員 事務局長
～

国分寺消防署

住宅防火等推進協議会
委 員 事務局長

国分寺市地域福祉推進協議会 委 員

事務局長

事務局次長

各係長

、 、

特定非営利活動法人

国分寺市ハンディキャブ運営委員会
監 事 事務局次長

総 会

理事会

監 査

～
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《参考資料》

第 期役員・評議員名簿

第 期協力員名簿

「ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会」委員名簿

「権利擁護センターこくぶんじ運営委員会」委員名簿

平成３０年度事務局組織

平成３０年度会員会費増強運動等実施状況

平成３０年度会員会費、共同募金、歳末たすけあい自治会町内会実績表
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第２７期役員名簿

役 名 氏 名 選出団体等

会 長 北原 輝久 社会福祉事業について見識を有する者

副会長 内藤 孝雄 国分寺市民生委員・児童委員協議会

副会長 鈴木 佳代 国分寺市健康部長

常務理事 熊谷 淳 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 事務局長

理 事 森田 忠男 北多摩東地区保護司会 国分寺分区

理 事 二階堂 寛 東京司法書士会 府中支部

理 事 髙木 智匡 一般財団法人 国分寺市医師会

理 事 友田 光基 国分寺市老人クラブ連合会

理 事 市瀬 寿子 国際ソロプチミスト国分寺

理 事 飯沼 克美 東京国分寺ロータリークラブ

理 事 渡邊 啓介 東京国分寺ライオンズクラブ

理 事 田中 良人 東京武蔵国分寺ロータリークラブ

理 事 古橋耕二郎 社会福祉法人 万葉の里

理 事 織戸小百合 社会福祉法人 つくしんぼ共同保育会

理 事 鈴木 亮一 社会福祉法人 普門会

監 事 村越 雅規 税理士

監 事 森田 林三 学識経験者

顧問・名誉会長 星野 亮雅 元会長（都共募副会長）

※任期 平成 年 月 日から平成 年度定時評議員会終結の時まで

相談役 堀内 直 元副会長

相談役 那知上 亨 元監事

相談役 須田 忠男 元副会長

相談役 野口 進 前副会長

相談役 山田 槇子 前理事

※任期 平成 年 月 日から令和２年 月 日

《参考資料》

第 期役員・評議員名簿

第 期協力員名簿

「ボランティア活動センターこくぶんじ運営委員会」委員名簿

「権利擁護センターこくぶんじ運営委員会」委員名簿

平成３０年度事務局組織

平成３０年度会員会費増強運動等実施状況

平成３０年度会員会費、共同募金、歳末たすけあい自治会町内会実績表
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第２７期評議員名簿

氏  名 選 出 団 体 

野中 直子 地域の福祉関係者 国分寺市障害者団体連絡協議会

原 俊男 地域の福祉関係者 特定非営利活動法人 あおぞら

本多 勇 社会福祉事業の学識経験者 国分寺社会福祉士会

鈴木 健
地域の福祉関係者

一般財団法人 国分寺市健康福祉サービス協会

松本 栄作 地域の福祉関係者 国分寺市商工会

花澤健太郎 地域の福祉関係者 国分寺青年会議所

中川 勝利 社会福祉事業の学識経験者 国際文化理容美容専門学校

寺峰 克彦 社会福祉事業の学識経験者 学校法人 東京経済大学

山田 弘 地域の福祉関係者 国分寺建設業協会

尾茂 勝俊 地域の代表者 本多連合町会

野口 誠一 地域の代表者 泉町三丁目地区連合自治防災会

福本 雄吉 地域の代表者 恋ヶ窪自治会連合会

小泉 清 地域の代表者 戸倉自治会

中村 榮志 地域の代表者 高木町自治会

小坂 公司 その他

鈴木 眞人 その他 ボーイスカウト国分寺第 団

※任期：平成 年 月 日から令和２年度定時評議員会終結の時まで
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第２７期協力員名簿

氏 名 所 属 

 

氏 名 所 属 

小山 實 元町親交会 清水 弘 元民生・児童委員

鈴木 秀吉 西元町 丁目自治会 新井 衣子 元民生・児童委員

森田 隆 元民生・児童委員 川窪 稔 元民生・児童委員

小林 曉子 元民生・児童委員 清水 武 元民生・児童委員

小宮 静子 元民生・児童委員 進 万佐子 民生・児童委員

増田加代子 元主任児童委員 渡邉 泰子 民生・児童委員

遠藤 久基 元民生・児童委員 原 直彦 元民生・児童委員

鈴木 四郎 保護司 松友 了 元民生・児童委員

松木やす子 元民生・児童委員 坂本喜久子 民生・児童委員

小久 花枝 元民生・児童委員 白井 節子 民生・児童委員

吉田 哲夫 元民生委員 大濱 夏 民生・児童委員

植田 虎生 光町南部自治会長 斉藤 順法 民生・児童委員

高橋 慶子 元民生・児童委員 大戸 光麿 民生・児童委員

服部久美子 元民生・児童委員 蓑和久美子 民生・児童委員

齋藤 利一 元民生・児童委員 寺嶋 文代 民生・児童委員

池谷 憲治 西町弁天町内会 吉川 祐子 民生・児童委員

荒井 幸子 民生・児童委員 大渕 隆夫 民生・児童委員

追谷 惠子 元民生・児童委員 渡辺笑美代 民生・児童委員

小坂くみこ 民生・児童委員 井上たき子 民生・児童委員

深山 正子 民生・児童委員 田中 明美 元民生・児童委員

戸倉 央江 民生・児童委員 田中美登里 民生・児童委員

浅見 健治 民生・児童委員 前出 禎造 民生・児童委員

朝倉 さく 元民生・児童委員 川口 洋子 元民生・児童委員

蓮實 麗子 民生・児童委員 和地 孝三 民生・児童委員

中村 朋子 民生・児童委員 植田 和秀 民生・児童委員

坂本 直美 民生・児童委員 髙波 辰男 民生・児童委員

逸見 昭夫 元民生・児童委員 宮田萬利子 民生・児童委員

長谷部豊子 元主任児童委員 岩澤美代子 民生・児童委員

第２７期評議員名簿

氏  名 選 出 団 体 

野中 直子 地域の福祉関係者 国分寺市障害者団体連絡協議会

原 俊男 地域の福祉関係者 特定非営利活動法人 あおぞら

本多 勇 社会福祉事業の学識経験者 国分寺社会福祉士会

鈴木 健
地域の福祉関係者

一般財団法人 国分寺市健康福祉サービス協会

松本 栄作 地域の福祉関係者 国分寺市商工会

花澤健太郎 地域の福祉関係者 国分寺青年会議所

中川 勝利 社会福祉事業の学識経験者 国際文化理容美容専門学校

寺峰 克彦 社会福祉事業の学識経験者 学校法人 東京経済大学

山田 弘 地域の福祉関係者 国分寺建設業協会

尾茂 勝俊 地域の代表者 本多連合町会

野口 誠一 地域の代表者 泉町三丁目地区連合自治防災会

福本 雄吉 地域の代表者 恋ヶ窪自治会連合会

小泉 清 地域の代表者 戸倉自治会

中村 榮志 地域の代表者 高木町自治会

小坂 公司 その他

鈴木 眞人 その他 ボーイスカウト国分寺第 団

※任期：平成 年 月 日から令和２年度定時評議員会終結の時まで
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氏 名 所 属 氏 名 所 属

岡田 忍 民生・児童委員 榎戸 敏雄 民生・児童委員

小澤 達代 民生・児童委員 清水智惠子 民生・児童委員

鈴木 惠子 民生・児童委員 鈴木 雅大 民生・児童委員

阿部 公昭 民生・児童委員 村原 町子 民生・児童委員

廣松 千晶 主任児童委員 金子 千佳 主任児童委員

小林 智子 主任児童委員 神田佐和子 民生・児童委員

石井 洋子 主任児童委員 平岡 是昭 民生・児童委員

星 和子 元民生・児童委員 阿部 惠子 民生・児童委員

中村 陽子 民生・児童委員 鈴木 敏明 民生・児童委員

田和 洋太 主任児童委員 浜本惠美子 民生・児童委員

高柳 修一 民生・児童委員 尾﨑喜代江 民生・児童委員

宮﨑 邦子 民生・児童委員 石川 眞澄 民生・児童委員

大澤早智子 民生・児童委員 岩崎 文子 民生・児童委員

山本千代子 民生・児童委員 尾﨑 周一 民生・児童委員

影山 昭夫 元民生・児童委員 岡田 清美 民生・児童委員

笠原三千代 元民生・児童委員 鈴木 汎子 民生・児童委員

内藤 利子 元民生・児童委員 池谷 敏子 民生・児童委員

三ツ木静江 元民生・児童委員 田中久美子 北多摩東地区 保護司会 国分寺分区

堀田 和重 民生・児童委員 本多 利光 元町自治会

野村 希 民生・児童委員 田中 征朗 本町・南町連合自治会

田中 雅男 民生・児童委員 山田 正則 民生・児童委員

杉浦 真子 民生・児童委員 丹下 美幸 民生・児童委員

髙嶺 和子 民生・児童委員 金子 健一 元主任児童委員

小塚 文子 民生・児童委員 田中 久男 元民生・児童委員

小野 政雄 民生・児童委員 山田ユリ子 民生・児童委員

黒川由紀子 民生・児童委員 森 きよみ 民生・児童委員

高塚たか子 民生・児童委員 天野 徹 民生・児童委員

寺内 理恵 民生・児童委員

任期：平成 年 月 日～令和 年 月 日
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ボランティア活動センター運営委員会 委員名簿 

       （順不同・敬称略） 

№ 氏 名 所 属 団 体 選出区分 

１
枝見 太朗

（委員長）
一般財団法人 富士福祉事業団 学識経験者

２ 本多 勇 国分寺社会福祉士会
ボランティア活

動センター登録

団体

３ 橘 裕子 特定非営利活動法人 ワーカーズ風ぐるま

４ 龍神 瑞穂
特定非営利活動法人 まちづくりサポート

国分寺

５

山﨑 知也

（ 月まで） 東京経済大学ボランティアサークル

「 」

ボランティア・市

民活動関係者及

び

関係者

塩田 哲也

（ 月から）

６ 佐藤 留美
特定非営利活動法人

都立武蔵国分寺公園サービスセンター

７
八橋 宏

（副委員長）

社会福祉法人 ななえの里

（国分寺障害者施設お仕事ネットワーク）

８ 佐々木美知子
一般社団法人 一粒福祉会 デイオアシス

まほろば

９ 須﨑 英夫 個人ボランティア

高野 善弘 多摩信用金庫 国分寺支店
まちづくりに関

心 を 有 す る 団

体・企業

小林 謙介 国分寺青年会議所

小林 洋子 まちのおやこテーブル

髙木 央子 国分寺市 市民生活部 協働コミュニティ課 関係行政機関

熊谷 紀良 東京ボランティア・市民活動センター

社会福祉協議会

飯沼 克美 社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会

任期：平成 年 月 日～令和 年 月 日

 

 

 

氏 名 所 属 氏 名 所 属

岡田 忍 民生・児童委員 榎戸 敏雄 民生・児童委員

小澤 達代 民生・児童委員 清水智惠子 民生・児童委員

鈴木 惠子 民生・児童委員 鈴木 雅大 民生・児童委員

阿部 公昭 民生・児童委員 村原 町子 民生・児童委員

廣松 千晶 主任児童委員 金子 千佳 主任児童委員

小林 智子 主任児童委員 神田佐和子 民生・児童委員

石井 洋子 主任児童委員 平岡 是昭 民生・児童委員

星 和子 元民生・児童委員 阿部 惠子 民生・児童委員

中村 陽子 民生・児童委員 鈴木 敏明 民生・児童委員

田和 洋太 主任児童委員 浜本惠美子 民生・児童委員

高柳 修一 民生・児童委員 尾﨑喜代江 民生・児童委員

宮﨑 邦子 民生・児童委員 石川 眞澄 民生・児童委員

大澤早智子 民生・児童委員 岩崎 文子 民生・児童委員

山本千代子 民生・児童委員 尾﨑 周一 民生・児童委員

影山 昭夫 元民生・児童委員 岡田 清美 民生・児童委員

笠原三千代 元民生・児童委員 鈴木 汎子 民生・児童委員

内藤 利子 元民生・児童委員 池谷 敏子 民生・児童委員

三ツ木静江 元民生・児童委員 田中久美子 北多摩東地区 保護司会 国分寺分区

堀田 和重 民生・児童委員 本多 利光 元町自治会

野村 希 民生・児童委員 田中 征朗 本町・南町連合自治会

田中 雅男 民生・児童委員 山田 正則 民生・児童委員

杉浦 真子 民生・児童委員 丹下 美幸 民生・児童委員

髙嶺 和子 民生・児童委員 金子 健一 元主任児童委員

小塚 文子 民生・児童委員 田中 久男 元民生・児童委員

小野 政雄 民生・児童委員 山田ユリ子 民生・児童委員

黒川由紀子 民生・児童委員 森 きよみ 民生・児童委員

高塚たか子 民生・児童委員 天野 徹 民生・児童委員

寺内 理恵 民生・児童委員

任期：平成 年 月 日～令和 年 月 日
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権利擁護センターこくぶんじ運営委員会 委員名簿 

                          （順不同・敬称略） 

№ 氏 名 所  属 選出区分 

１ 足立 剛 武蔵国分寺法律事務所 弁護士

２ 藤田 英親
国分寺すずかけ心療クリニック

（公益社団法人 国分寺市医師会）
医 師

３ 坂本 喜光
坂本司法書士事務所（公益社団法人 成年後

見センターリーガルサポート東京支部）
司法書士

４ 永吉 久美 公益社団法人 東京社会福祉士会 社会福祉士

５ 山田 正則 国分寺市民生委員・児童委員 民生・児童委員

６ 川口真理子 国分寺市福祉保健部高齢福祉課 行政関係者

７ 澤田 元織 国分寺市福祉保健部地域共生推進課 行政関係者

８ 濱倉 千晶 法人国分寺市手をつなぐ親の会 障がい者団体

９ 川井 誉久 東京都社会福祉協議会 社協関係者

二階堂 寛 国分寺市社会福祉協議会 理事 社協関係者

オブザ

ーバー
伊達 俊二 国分寺市社会福祉協議会 顧問弁護士 弁護士

任期：平成 年 月 日～令和 年 月 日
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社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会 
平成３０年度事務局組織 

  平成 31年 3月 31日 

 

常務理事兼事務局長   熊谷  淳 

事務局次長       牛田 純一 

 

《総務係》 

係  長  前田 住榮（保育士） 

■総務担当（福祉センター内） 

主  事  高橋 未紗（社会福祉士・介護支援専門員） 

嘱託職員  中島 直子 

臨時職員  柳内 淳代 

 

《地域福祉係》 

係  長  北邑 和弘（社会福祉士・介護支援専門員） 

■自立支援担当 

「自立生活サポートセンターこくぶんじ」（福祉センター内） 

センター長 北邑 和弘（兼務） 

主  事  加藤 篤史（社会福祉士・精神保健福祉士） 

主  事  佐藤 七海（社会福祉士） 

嘱託職員  野尻貴香子（介護福祉士） 

嘱託職員  冨岡せつ子（社会福祉士） 

嘱託職員  栗林 由理（社会福祉士） 

嘱託職員  児玉 信子（社会福祉士） 

 

■権利擁護担当 

「権利擁護センターこくぶんじ」（日吉町３丁目） 

センター長 北邑 和弘（兼務） 

主  事  泉  有紀（社会福祉士・精神保健福祉士・介護福祉士） 

嘱託職員  畠山みゆき（専門員：社会福祉士・介護福祉士） 

嘱託職員  吉野由美子（専門員：社会福祉士・精神保健福祉士・介護支援専門員・ 

保育士） 

嘱託職員  白井加方里（専門員社会福祉士・介護福祉士） 

嘱託職員  坂田  恵（専門員） 

 嘱託職員  中川 哲也（専門員） 

  臨時職員  竹内 奈実 

登録職員  新井美智子（生活支援員） 

登録職員  松本紀久代（生活支援員） 

権利擁護センターこくぶんじ運営委員会 委員名簿 

                          （順不同・敬称略） 

№ 氏 名 所  属 選出区分 

１ 足立 剛 武蔵国分寺法律事務所 弁護士

２ 藤田 英親
国分寺すずかけ心療クリニック

（公益社団法人 国分寺市医師会）
医 師

３ 坂本 喜光
坂本司法書士事務所（公益社団法人 成年後

見センターリーガルサポート東京支部）
司法書士

４ 永吉 久美 公益社団法人 東京社会福祉士会 社会福祉士

５ 山田 正則 国分寺市民生委員・児童委員 民生・児童委員

６ 川口真理子 国分寺市福祉保健部高齢福祉課 行政関係者

７ 澤田 元織 国分寺市福祉保健部地域共生推進課 行政関係者

８ 濱倉 千晶 法人国分寺市手をつなぐ親の会 障がい者団体

９ 川井 誉久 東京都社会福祉協議会 社協関係者

二階堂 寛 国分寺市社会福祉協議会 理事 社協関係者

オブザ

ーバー
伊達 俊二 国分寺市社会福祉協議会 顧問弁護士 弁護士

任期：平成 年 月 日～令和 年 月 日
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登録職員  神戸 成子（生活支援員） 

登録職員  松山 律子（生活支援員） 

  登録職員  本間 悦子（生活支援員） 

  登録職員  楠  美香（生活支援員） 

  登録職員  寺内 芳樹（生活支援員） 

  登録職員  小山真知子（生活支援員） 

  登録職員  丹下 美幸（生活支援員） 

  登録職員  碓氷 滋子（生活支援員） 

登録職員  今井  和（生活支援員） 

登録職員  横田 晶子（生活支援員） 

登録職員  上村 昭夫（生活支援員） 

登録職員  藤原 和彦（生活支援員） 

 

《まちづくり支援係》 

 係 長 大内 陽子（社会福祉士・介護支援専門員） 

「ボランティア活動センターこくぶんじ」（東元町３丁目） 

センター長 大内 陽子 

■まちづくり支援担当 

主  任  大内 陽子（兼務） 

嘱託職員  川端 真紀 

嘱託職員  林  玲子 

■地域ボランティア推進担当 

主  任  有馬 千佳（社会福祉士） 

嘱託職員  川合 真由美（保育士・介護福祉士） 

臨時職員  栗原 健 

 

《地域支援係》 

  係  長  牛田 純一（兼務） 

■ファミリーサポートセンター事業担当 

「国分寺市ファミリー・サポート・センター」（福祉センター内） 

センター長 牛田 純一（兼務） 

嘱託職員  渡辺まゆみ 

嘱託職員  朝倉 美穂（介護福祉士・介護支援専門員） 

嘱託職員  近藤さおり 

  嘱託職員  矢野 裕子 
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平成３０年度会員会費増強運動実施状況 

※平成 30年度に会員区分一部変更 

会 員 区 分 
平成 30年度実績 

会員数(人) 前年比(人) 会費金額(円) 前年比(円) 

個 人 会 員 △ △

個 人 賛 助 会 員 △ △

個 人 特 別 会 員 △

団 体 会 員 

法 人 会 員 

（旧事業所・団体会員） 

福祉特別功労会員 

計 △ △

寄  付  者 

合  計 △

年度別会員数および会費状況 

年 度 会員数(人) 会費金額(円) 比較増減（円） 

昭和 41年度 

昭和 50年度 ／ 年

昭和 55年度 ／ 年

昭和 60年度 ／ 年

平成 2年度 ／ 年

平成 7年度 ／ 年

平成 12年度 △ ／ 年

平成 17年度 △ ／ 年

平成 22年度 △ ／ 年

平成 27年度 △ ／ 年

平成 28年度 △

平成 29年度 △

平成 30年度 △

 

登録職員  神戸 成子（生活支援員） 

登録職員  松山 律子（生活支援員） 

  登録職員  本間 悦子（生活支援員） 

  登録職員  楠  美香（生活支援員） 

  登録職員  寺内 芳樹（生活支援員） 

  登録職員  小山真知子（生活支援員） 

  登録職員  丹下 美幸（生活支援員） 

  登録職員  碓氷 滋子（生活支援員） 

登録職員  今井  和（生活支援員） 

登録職員  横田 晶子（生活支援員） 

登録職員  上村 昭夫（生活支援員） 

登録職員  藤原 和彦（生活支援員） 

 

《まちづくり支援係》 

 係 長 大内 陽子（社会福祉士・介護支援専門員） 

「ボランティア活動センターこくぶんじ」（東元町３丁目） 

センター長 大内 陽子 

■まちづくり支援担当 

主  任  大内 陽子（兼務） 

嘱託職員  川端 真紀 

嘱託職員  林  玲子 

■地域ボランティア推進担当 

主  任  有馬 千佳（社会福祉士） 

嘱託職員  川合 真由美（保育士・介護福祉士） 

臨時職員  栗原 健 

 

《地域支援係》 

  係  長  牛田 純一（兼務） 

■ファミリーサポートセンター事業担当 

「国分寺市ファミリー・サポート・センター」（福祉センター内） 

センター長 牛田 純一（兼務） 

嘱託職員  渡辺まゆみ 

嘱託職員  朝倉 美穂（介護福祉士・介護支援専門員） 

嘱託職員  近藤さおり 

  嘱託職員  矢野 裕子 
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平成３０年度社協会員会費、共同募金、歳末たすけあい自治会・町内会別実績 
（単位 円）

自治会・町内会名 
社協 

会員会費 

赤い羽根 

共同募金 

歳末 

たすけあい 

東元町一丁目自治会

元町自治会

元町親交会

東急住宅自治会

西元町二丁目町会

黒鐘自治会

南町一丁目自治会

南町二丁目町会

南町三丁目花沢台町会

都営国分寺南町三丁目アパート自治会

本町一・二丁目東町会

本町二丁目仲町会

本町二丁目北町会

本町三丁目東町会

本町四丁目町会

都営国分寺本町四丁目アパート花沢自治会

本多一丁目東町内会

本多一丁目西町内会

本多二丁目町内会

本多三丁目南町内会

本多三丁目北町内会

本多四丁目東町内会

本多四丁目西町内会

本多五丁目東町内会

本多五丁目西町内会

ニュー国分寺ハイツ自治会

押切間いずみ会 ―

泉町大和会

東松風園東一組
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自治会・町内会名 
社協 

会員会費 

赤い羽根 

共同募金 

歳末 

たすけあい 

東松風園中一組

東松風園中二組 ―

東松風園西一組 ― ―

押切間和光会

若松会

泉町親交会

松泉会 ―

泉町西自治会

泉町三丁目親和会

さつき会

西国分寺史跡通り住宅管理組合

若葉自治会 ―

東恋ヶ窪二丁目自治会

東恋ヶ窪三丁目自治会

東恋ヶ窪四丁目自治会

東恋ヶ窪六丁目自治会

泉山自治会

西国分寺北口自治会

西恋ヶ窪一丁目自治会

西恋ヶ窪二丁目自治会

西恋ヶ窪三丁目自治会

西恋ヶ窪四丁目自治会

日吉町町内会 ― ―

武蔵台自治会 ―

日吉町新和会

日吉町清秋会 ― ―

日吉町二丁目自治会 ―

内藤自治会

内藤睦会

内藤みどり会 ―

内藤二丁目自治会 ― ―

内藤一丁目第三都営アパート自治会 ― ―

戸倉自治会

平成３０年度社協会員会費、共同募金、歳末たすけあい自治会・町内会別実績 
（単位 円）

自治会・町内会名 
社協 

会員会費 

赤い羽根 

共同募金 

歳末 

たすけあい 

東元町一丁目自治会

元町自治会

元町親交会

東急住宅自治会

西元町二丁目町会

黒鐘自治会

南町一丁目自治会

南町二丁目町会

南町三丁目花沢台町会

都営国分寺南町三丁目アパート自治会

本町一・二丁目東町会

本町二丁目仲町会

本町二丁目北町会

本町三丁目東町会

本町四丁目町会

都営国分寺本町四丁目アパート花沢自治会

本多一丁目東町内会

本多一丁目西町内会

本多二丁目町内会

本多三丁目南町内会

本多三丁目北町内会

本多四丁目東町内会

本多四丁目西町内会

本多五丁目東町内会

本多五丁目西町内会

ニュー国分寺ハイツ自治会

押切間いずみ会 ―

泉町大和会

東松風園東一組
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自治会・町内会名 
社協 

会員会費 

赤い羽根 

共同募金 

歳末 

たすけあい 

平和台自治会

岸自治会 ― ―

西ノ原自治会

富士本グリーンの会

富士本一丁目互助自治会

富士本一丁目自治会

富士本二丁目自治会

富士本三丁目自治会 ―

富士本三丁目都営第 アパート自治会

ＪＲ光町アパート自治会

光町南部自治会 ―

光町北部自治会

みやま会

西町友和会

くぬぎ会

中藤南会

国立団地協議会

若草会

三中前自治会 ― ―

三中裏自治会

けやき台分譲団地管理組合

西町弁天町内会

西町中藤町会

都営国分寺西町五丁目アパート自治会 ― ―

西町さくら会 ―

高木町自治会

新町一丁目自治会

新町一丁目睦自治会 ―

新町あけぼの会

新町えのき自治会

新町はづき自治会

新町すみれ自治会

共益新町自治会
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自治会・町内会名 
社協 

会員会費 

赤い羽根 

共同募金 

歳末 

たすけあい 

新町３丁目自治会

新町３丁目親睦会

鷹の台団地国分寺自治会 ―

共益東部自治会 ―

北町四つ葉会

並木町二丁目さつき会

並木町三丁目西部自治会

合 計
自治会 自治会 自治会

 
  

 

自治会・町内会名 
社協 

会員会費 

赤い羽根 

共同募金 

歳末 

たすけあい 

平和台自治会

岸自治会 ― ―

西ノ原自治会

富士本グリーンの会

富士本一丁目互助自治会

富士本一丁目自治会

富士本二丁目自治会

富士本三丁目自治会 ―

富士本三丁目都営第 アパート自治会

ＪＲ光町アパート自治会

光町南部自治会 ―

光町北部自治会

みやま会

西町友和会

くぬぎ会

中藤南会

国立団地協議会

若草会

三中前自治会 ― ―

三中裏自治会

けやき台分譲団地管理組合

西町弁天町内会

西町中藤町会

都営国分寺西町五丁目アパート自治会 ― ―

西町さくら会 ―

高木町自治会

新町一丁目自治会

新町一丁目睦自治会 ―

新町あけぼの会

新町えのき自治会

新町はづき自治会

新町すみれ自治会

共益新町自治会
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社会福祉法人 国分寺市社会福祉協議会

平成３０年度事業報告書
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